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概
要

　

第
三
章
で
は
県
外
移
住
と
県
内
移
住
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
県
外
移

住
は
奄
美
以
北
北
海
道
ま
で
を
想
定
し
「
出
稼
ぎ
」
と
し
て
設
定
し

た
。

　

県
内
外
へ
の
移
住
は
「
移
民
」
で
は
な
い
が
、
沖
縄
の
歴
史
上
、
外

国
移
民
に
比
し
て
も
、
同
等
に
重
要
な
人
の
移
動
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
、
本
移
民
史
に
収
め
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

県
内
移
住
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
地
域
を
戦
後
の
八
重
山
開
拓
移

住
と
戦
前
の
大
東
島
出
稼
ぎ
に
限
定
し
た
。
戦
後
の
八
重
山
開
拓
移
住

は
琉
球
政
府
の
「
国
策
」
と
し
て
募
集
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
。
明
治
か

ら
戦
前
ま
で
の
八
重
山
開
拓
者
達
は
「
開
拓
移
住
感
覚
」
で
あ
っ
た

が
、
戦
後
、
琉
球
政
府
の
政
策
で
八
重
山
開
拓
に
入
っ
た
人
た
ち
は
一

様
に
自
分
達
を
沖
縄
や
宮
古
か
ら
の
移
住
と
し
て
で
は
な
く
、
「
移

民
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
大
東
島
は
県
内
出
稼
ぎ
地
と
し
て
特

色
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
移
民
史
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

琉
球
国
時
代
も
沖
縄
の
人
た
ち
は
主
と
し
て
清
国
の
福
州
や
日
本
の

薩
州
に
数
多
く
往
来
し
、
時
に
滞
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
、
琉
球
国
の
人
口
か
ら
い
え
ば
ご
く
限
ら
れ
た
人
数
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。

　

一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
琉
球
国
が
亡
ぼ

さ
れ
、
沖
縄
県
と
し
て
日
本
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
た
。
移
住
が
自
由
と
な

る
と
、
沖
縄
か
ら
本
土
へ
人
の
流
れ
が
出
来
る
一
方
、
ま
た
、
外
国
へ

も
出
稼
ぎ
（
後
に
移
民
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
）
が
始
ま
っ
た
。
た

だ
、
沖
縄
か
ら
一
方
的
に
人
々
が
出
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
土
か

ら
も
沖
縄
に
寄
留
商
人
た
ち
が
移
り
住
ん
で
く
る
よ
う
に
な
る
し
、
ま

た
、
昭
和
に
入
る
と
台
湾
省
か
ら
八
重
山
の
名
蔵
・
嵩
田
一
帯
に
開
拓

移
住
者
が
定
住
目
的
で
渡
航
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

県
外
移
住
に
つ
い
て
は
戦
前
編
と
し
て
「
本
土
出
稼
ぎ
〈
戦
前
＝
現

金
を
求
め
て
〉
」
と
題
し
、
沖
縄
県
全
体
と
浦
添
の
動
向
を
記
述
し

た
。
戦
後
編
「
本
土
集
団
就
職
〈
戦
後
＝
職
場
を
求
め
て
〉
」
で
は
、

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
の
沖
縄
の
日
本
本
土
復
帰
の
頃
ま
で
盛
ん

で
あ
っ
た
本
土
集
団
就
職
に
焦
点
を
あ
て
て
記
述
し
た
。
本
土
集
団
就

職
は
成
人
の
集
団
を
さ
す
の
で
は
な
く
て
今
春
卒
業
し
た
学
生
達
の
集

団
就
職
を
さ
す
の
が
一
般
的
で
、
こ
こ
で
も
そ
の
概
念
に
沿
っ
て
記
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
は
、
沖
縄
子
弟
の
現
在
と
題
し
て
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。

　

明
治
か
ら
現
在
ま
で
、
日
本
政
府
の
国
策
と
し
て
商
工
業
重
視
政
策

が
採
ら
れ
て
い
る
。
農
村
県
で
あ
っ
た
沖
縄
の
場
合
、
明
治
三
〇
年
代

に
入
る
と
、
農
業
収
入
よ
り
も
利
の
多
い
、
現
金
を
求
め
て
本
土
に
出

稼
ぎ
を
す
る
者
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

県
外
移
住
の
場
合
、
そ
の
出
稼
ぎ
者
の
行
き
先
を
詳
細
に
掌
握
す
る

こ
と
は
ま
ず
不
可
能
に
近
い
。
一
般
的
に
東
京
近
郊
か
ら
鹿
児
島
県
の

範
囲
が
主
た
る
出
稼
ぎ
先
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
が
、
男
達
は
各
地
の

鉱
山
や
工
場
等
々
に
就
職
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
足
跡
は
東

京
・
佐
賀
・
大
阪
・
神
奈
川
・
兵
庫
・
和
歌
山
等
に
お
よ
ん
で
い
る
。

女
性
の
場
合
は
紡
績
工
場
へ
の
就
職
が
主
流
で
あ
っ
た
。
静
岡
・
神
奈

川
・
三
重
・
大
分
・
広
島
・
愛
知
・
大
阪
・
岐
阜
・
和
歌
山
・
滋
賀
・

兵
庫
・
岡
山
等
に
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

　

当
然
な
が
ら
、
出
稼
ぎ
は
各
県
に
均
等
に
就
職
す
る
わ
け
で
は
な
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い
。
浦
添
人
の
復
員
名
簿
か
ら
み
る
限
り
人
数
の
多
い
順
か
ら
い
え

ば
、
大
阪
・
神
奈
川
・
愛
知
・
兵
庫
・
福
岡
・
大
分
の
順
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
佐
賀
か
ら
の
復
員
も
見
ら
れ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
外
国
移
民
で
斡
旋
業
者
が
営
業
を
展
開
し
た
よ
う
に
、
沖

縄
か
ら
の
本
土
就
職
で
も
斡
旋
業
者
が
営
業
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
募
集
人
は
地
縁
・
血
縁
を
う
ま
く
活
用
し
て
募
集
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

　

募
集
す
る
場
合
、
現
在
で
も
そ
う
大
差
は
な
い
が
、
美
辞
麗
句
を
並

べ
て
勧
誘
す
る
こ
と
が
多
い
。
現
地
に
入
っ
て
初
め
て
、
見
る
と
聞
く

の
で
は
違
う
と
い
う
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
離
職
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

反
面
、
企
業
に
よ
っ
て
は
沖
縄
の
子
供
達
は
、
定
着
率
が
悪
い
、
言

葉
が
通
じ
な
い
、
勤
務
態
度
が
悪
い
等
の
批
判
を
す
る
所
も
あ
っ
た
。

　

証
言
資
料
と
し
て
浦
添
出
身
者
、
そ
の
二
世
、
浦
添
出
身
者
の
妻
と

な
っ
た
者
な
ど
の
回
想
を
収
録
し
た
。

　

戦
後
の
本
土
出
稼
ぎ
で
戦
前
と
は
異
な
る
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
が
中
・

高
校
を
卒
業
し
た
集
団
就
職
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
沖
縄
が
生
み
出

し
た
方
式
で
は
な
く
、
日
本
本
土
で
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
都
市

部
の
労
働
不
足
を
東
北
や
そ
の
他
の
農
村
地
域
か
ら
新
規
学
校
卒
業
生

を
主
対
象
に
一
括
募
集
を
す
る
も
の
で
日
本
で
は
一
九
五
四
年
（
昭
和

二
九
）
に
は
じ
ま
っ
た
。
当
時
、
米
国
統
治
下
に
お
か
れ
て
い
た
沖
縄

で
は
、
日
本
と
米
国
民
政
府
・
琉
球
政
府
と
の
各
種
協
定
が
執
り
交
わ

さ
れ
て
初
め
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

浦
添
か
ら
は
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
岡
山
県
・

山
梨
県
・
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
奈
良
県
等
々
に
就
職
し
て
い
っ
た
。
職

種
と
し
て
は
製
パ
ン
工
場
・
新
聞
配
達
・
紡
績
の
動
力
ミ
シ
ン
工
・
精

錬
工
・
撚
糸
工
・
糸
繰
工
・
運
転
手
・
設
計
事
務
所
・
合
板
工
・
窯

工
・
製
土
工
・
店
員
・
製
造
工
・
溶
接
工
・
整
備
士
・
印
刷
所
・
バ
ス

車
掌
等
々
で
あ
っ
た
。

　

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
、
米
国
民
政
府
は
集
団
就
職
を
中
止
す

る
と
琉
球
政
府
に
伝
え
た
が
、
琉
球
政
府
の
対
応
で
撤
回
し
、
集
団
就

職
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
米
国
民
政
府
が
あ
げ
た

中
止
理
由
は
Ａ
低
賃
金
で
あ
る
こ
と
、
Ｂ
働
き
な
が
ら
勉
強
さ
せ
、
技

術
を
習
得
さ
せ
る
と
あ
る
が
現
実
に
は
勉
強
時
間
も
確
保
で
き
て
い
な

い
し
、
覚
え
る
技
術
も
な
い
、
Ｃ
中
学
新
卒
者
に
は
親
元
と
遠
く
離
れ

す
ぎ
て
い
る
、
Ｄ
沖
縄
労
働
市
場
で
労
働
力
が
吸
収
で
き
、
経
済
は
成

長
し
つ
つ
あ
る
、
Ｅ
人
口
問
題
は
海
外
雇
用
や
移
民
等
で
は
解
決
で
き

な
い
、
を
あ
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
米
国
民
政
府
の
沖
縄

統
治
政
策
の
思
惑
も
か
い
ま
見
え
る
が
、
反
面
、
本
土
就
職
の
実
態
も

う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

沖
縄
か
ら
本
土
や
外
国
に
行
く
場
合
、
何
人
も
米
国
の
許
可
が
必
要

で
あ
っ
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
券
を
米
国
が
握
っ
て
い
た
た
め
で
あ

る
。
琉
球
政
府
と
日
本
政
府
と
の
協
定
に
よ
っ
て
、
本
土
ま
で
の
送
り

出
し
は
沖
縄
の
旅
行
社
が
担
っ
た
。
沖
縄
の
旅
行
社
の
輸
送
責
任
は

「
本
土
着
地
港
下
船
時
」
ま
で
で
あ
っ
た
。
旅
行
社
の
業
務
は
、
一
般

就
職
者
も
ふ
く
め
て
、
Ａ
赴
任
者
の
渡
航
手
続
き
一
切
、
Ｂ
沖
縄
に
お

け
る
乗
船
斡
旋
、
Ｃ
赴
任
者
へ
の
渡
航
手
続
き
案
内
、
Ｄ
乗
船
券
の
発

行
及
び
決
算
業
務
、
Ｅ
本
土
公
社
と
の
業
務
連
携
等
々
で
あ
っ
た
。

　

募
集
に
は
本
土
会
社
の
募
集
員
も
い
た
し
、
職
業
安
定
所
も
対
応
し

た
。
特
に
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
頃
か
ら
各
学
校
で
も
進
路
担
当
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の
中
に
就
職
関
連
の
係
も
置
い
て
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
た
。
学
校
現
場

で
は
就
職
希
望
者
を
対
象
に
合
宿
訓
練
を
行
い
、
社
会
人
と
し
て
出
発

す
る
子
供
達
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
指
導
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た

が
、
中
に
は
電
話
の
受
け
答
え
や
手
紙
の
書
き
方
・
電
報
の
打
ち
方

等
々
も
あ
っ
た
。

　

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
）
の
本
土
集
団
就
職
者
が
白
雲
丸
で
那
覇

港
を
出
発
し
た
と
き
に
は
立
法
院
議
長
・
文
教
局
長
・
労
働
局
長
も
激

励
に
駆
け
つ
け
、
行
政
主
席
（
代
理
参
加
）
も
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ

て
い
る
。
本
土
集
団
就
職
出
発
の
度
に
、
琉
球
政
府
の
首
脳
・
幹
部
が

見
送
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
か
に
、
琉
球
政
府
が
力
を
い
れ
て
い
た

か
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
か
ら
本
土
に
移
住
し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
県
人
会
が
組
織
さ

れ
、
各
種
の
地
縁
団
体
が
次
々
に
発
足
し
て
い
っ
た
。
あ
す
な
ろ
会
・

ふ
る
さ
と
の
家
・
若
い
根
っ
こ
の
会
・
ゆ
う
な
の
会
等
々
で
あ
る
。
特

に
、
各
地
の
沖
縄
県
人
会
の
持
つ
意
義
は
大
き
か
っ
た
が
、
現
在
は
、

沖
縄
出
身
で
な
く
と
も
加
入
で
き
る
の
も
増
加
し
て
い
る
。
時
代
と
共

に
変
化
す
る
県
人
会
の
活
動
、
そ
れ
に
、
本
土
移
住
の
現
況
・
課
題
等

に
つ
い
て
も
記
述
し
た
。

　

八
重
山
開
拓
移
住
に
つ
い
て
は
全
般
の
こ
と
で
は
な
い
。
開
拓
地
の

中
で
も
久
宇
良
に
焦
点
を
あ
て
て
記
述
し
た
。
沖
縄
戦
で
沖
縄
住
民
は

一
〇
万
余
の
戦
没
者
を
だ
し
た
が
、
復
員
や
中
国
・
南
洋
諸
島
等
か
ら

の
引
き
あ
げ
に
よ
っ
て
人
口
が
増
加
し
た
。
そ
の
上
、
広
大
な
米
軍
基

地
が
建
設
さ
れ
た
た
め
、
可
耕
地
も
大
幅
に
減
少
し
た
。
米
軍
や
琉
球

政
府
は
人
口
調
整
と
食
糧
確
保
の
対
策
と
し
て
南
米
移
民
や
八
重
山
開

拓
移
民
を
政
策
と
し
て
か
か
げ
た
。
日
本
政
府
も
協
力
を
行
い
、
西
表

調
査
団
等
も
派
遣
し
て
い
る
。
八
重
山
側
も
受
け
入
れ
に
積
極
的
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
石
垣
島
と
西
表
島
の
開
拓
予
定
地
は
、
こ
と
ご
と
く
戦
争

マ
ラ
リ
ア
の
恐
怖
の
さ
め
や
ら
ぬ
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
開
拓
者

を
開
拓
地
に
投
入
し
て
後
、
道
路
を
建
設
し
、
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
を
平
行

し
て
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

沖
縄
本
島
北
部
に
沖
縄
開
発
青
年
隊
が
開
設
さ
れ
、
外
国
移
民
者
等

の
養
成
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
そ
の
県
内
版
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
れ
が

八
重
山
開
発
青
年
隊
で
あ
っ
た
。
目
的
と
す
る
所
は
若
者
を
八
重
山
開

拓
地
に
送
り
込
み
、
将
来
、
各
開
拓
地
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
一
期
・
二
期
と
続
く
は
ず
で
あ
っ
た
。
一
期

生
三
〇
名
募
集
予
定
が
応
募
者
二
二
名
、
実
際
に
は
二
〇
名
が
久
宇
良

に
開
拓
移
住
し
た
。
二
期
生
は
募
集
し
た
も
の
の
応
募
者
が
足
り
ず
、

打
ち
切
り
と
な
っ
た
。

　

久
宇
良
に
入
っ
た
八
重
山
開
発
青
年
隊
の
一
人
に
浦
添
か
ら
宮
城
良

善
が
加
わ
っ
た
。
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
一
月
、
青
年
隊
は
久
宇

良
に
入
植
し
、
同
年
三
月
二
六
日
に
久
宇
良
開
拓
団
の
先
遣
隊
が
来
る

ま
で
、
そ
の
開
拓
地
の
受
け
入
れ
準
備
と
、
農
業
学
習
を
続
け
た
。
先

遣
隊
が
到
着
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
青
年
隊
は
解
散
と
な
り
、
開
拓
移

住
者
と
同
じ
扱
い
と
な
っ
た
。
後
続
が
来
る
と
い
う
話
は
立
ち
消
え
と

な
り
、
見
る
と
聞
く
の
で
は
全
く
違
っ
て
い
た
と
い
う
青
年
隊
の
声
が

あ
る
。

　

久
宇
良
は
元
々
、
廃
村
と
な
っ
た
久
志
真
村
跡
で
あ
る
。
開
拓
地
に

は
住
居
跡
が
の
こ
り
、
地
域
に
は
壊
れ
た
墓
が
点
在
し
、
白
骨
が
か
い

ま
見
え
た
と
い
う
。
開
拓
者
の
入
る
前
は
久
良
牧
場
で
あ
っ
た
。
牧
場
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用
地
を
買
い
上
げ
て
沖
縄
開
発
青
年
隊
や
久
宇
良
開
拓
団
が
久
宇
良
村

建
設
と
い
う
予
定
だ
っ
た
が
そ
の
用
地
買
収
も
難
航
し
、
直
前
に
な
っ

て
か
ら
や
っ
と
決
着
し
て
の
入
植
で
あ
っ
た
。

　

八
重
山
開
発
青
年
隊
の
一
部
は
八
重
山
の
開
拓
地
に
散
っ
て
入
植

し
、
あ
る
者
は
再
び
南
米
開
拓
移
民
に
行
き
、
あ
る
者
は
八
重
山
か
ら

沖
縄
や
宮
古
に
引
き
揚
げ
た
。
現
在
、
八
重
山
に
は
青
年
隊
員
は
殆
ど

残
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
久
宇
良
か
ら
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
人
た
ち
は

久
宇
良
郷
友
会
を
結
成
し
て
い
る
。

　

第
三
章
の
末
尾
は
大
東
島
出
稼
ぎ
に
つ
い
て
の
概
略
を
記
し
た
。
戦

前
、
沖
縄
や
浦
添
か
ら
、
南
北
大
東
島
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
人
々
が
い

た
。
南
北
大
東
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
、
北
大
東
で
は
燐
鉱
採
掘
に
従

事
し
た
。

　

な
お
、
第
一
節
「
日
本
本
土
へ
の
出
稼
ぎ
・
集
団
就
職
」
は
大
城
道

子
、
第
二
節
「
八
重
山
開
拓
移
住
と
大
東
島
出
稼
ぎ
」
は
崎
原
恒
新
が

担
当
し
た
。

八重山開発青年隊が入植した久宇良地域（2013年）
佐久川志麻提供
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１　

出
典　
『
大
正
十
四
年
出
稼
者
調
査
』、『
昭

和
三
年
中
に
於
け
る
道
府
縣
外
出
稼
者
に
關

す
る
調
査
概
要
』、『
昭
和
七
年
中
に
於
け

る
道
府
縣
外
出
稼
者
に
關
す
る
調
査
概
要
』、

『
昭
和
九
年
中
に
於
け
る
出
稼
者
に
關
す
る

調
査
概
要
』、
大
正
十
一
年
は
田
村
浩
『
沖

縄
経
済
事
情
』「
第
十
節
縣
外
出
稼
人
及
移

民
」
か
ら
抽
出
作
成

第
一
節
　
日
本
本
土
へ
の
出
稼
ぎ
・
集
団
就
職

一
　
本
土
出
稼
ぎ
〈
戦
前
＝
現
金
を
求
め
て
〉

（
一
）
出
稼
ぎ
を
促
し
た
近
代
化

　

大
正
か
ら
昭
和
の
沖
縄
で
は
、
義
務
教
育
修
了
者
を
大
量
に
雇
用
す
る
会
社
や
工
場
が
な
く
、
人
々
は

「
出
稼
ぎ
」
と
し
て
県
外
に
出
て
働
く
こ
と
が
慣
例
化
し
て
い
た
。
こ
の
出
稼
ぎ
と
い
う
働
き
方
は
、
技

術
や
学
歴
を
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
日
本
本
土
で
は
、
明
治
政
府
の
殖

産
興
業
政
策
で
次
々
と
近
代
工
場
が
稼
働
し
、
工
場
周
辺
や
近
隣
か
ら
の
働
き
手
だ
け
で
は
不
足
し
、
明

治
三
〇
年
代
に
は
遠
い
沖
縄
か
ら
も
労
働
者
を
募
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
は
繊
維
産
業
、
男
性
は

鉱
山
の
鉱
夫
や
工
場
の
人
夫
と
し
て
働
い
た
。
女
性
の
出
稼
ぎ
先
は
静
岡
、
神
奈
川
、
三
重
、
大
分
、
広

島
、
愛
知
、
大
阪
、
岐
阜
、
和
歌
山
、
滋
賀
、
兵
庫
、
岡
山
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
男
性
も
福
岡

の
鉱
山
を
は
じ
め
、
工
場
が
建
つ
と
こ
ろ
ど
こ
へ
で
も
、
出
掛
け
て
い
っ
た
。

大正11 大正14 昭和３ 昭和７ 昭和９

工
業

男性 290 5,114 3,350 1,776
女性 5,701 8,193 5,012 2,980
計 5,991 13,307 8,362 4,756

鉱
業

男性 工
業
に
合
計

319 183 70
女性 36 38 3
計 355 221 73

土
木
建
築
業

男性 ― 1,925 807 272
女性 ― 49 80 23
計 ― 1,974 887 295

商
業

男性 ― 385 446 166
女性 ― 243 261 88
計 ― 628 707 254

農
業

男性 365 176 590 16
女性 ― 47 250 4
計 365 223 840 20

林
業

男性 農
業
に
合
計

7 12 1
女性 2 ― ―
計 9 12 1

水
産
業

男性 ― 642 977 124
女性 ― 24 54 5
計 ― 666 1,031 129

戸
内
使
用
人

男性 ― 346 1,239 153
女性 ― 521 1,431 165
計 ― 867 2,670 318

雑
業

男性 ― 1,682 1,619 507
女性 ― 521 763 222
計 ― 2,203 2,382 729

計
男性 12,674 655 10,596 9,223 3,085
女性 6,340 5,701 9,636 7,889 3,490
総数 19,014 6,356 20,232 17,112 6,575

表１　沖縄からの産業別・男女別出稼ぎ者数
　　（大正11・14年及び昭和3・7・9年1）
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２　

出
典
、
田
村
浩
『
沖
縄
経
済
事
情
』
を
除
く

前
掲
書

　

パ
ス
ポ
ー
ト
と
莫
大
な
旅
費
を
要
し
旅
程
も
長
い
海
外
移
民
と
は
異
な
り
、
国
内
出
稼
ぎ
は
体
一
つ
の

移
動
で
す
み
、
工
場
を
紹
介
し
て
く
れ
る
募
集
人
は
準
備
の
た
め
の
支
度
金
や
旅
費
、
さ
ら
に
は
前
借
り

の
利
便
を
図
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
現
金
を
必
要
と
し
た
ど
の
家
庭
に
も
、
募
集
人
ま
か
せ
の
国
内
出
稼
ぎ

は
手
取
早
い
簡
便
さ
が
買
わ
れ
た
。
女
性
の
場
合
は
、
こ
の
募
集
人
に
よ
る
集
団
で
県
外
に
働
き
に
出
る

こ
と
が
、
義
務
教
育
終
了
後
の
十
代
女
性
の
間
で
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
当
初
、
本
土
へ
娘
を
出
す
こ
と

を
渋
っ
た
親
も
、
現
金
獲
得
の
場
と
し
て
の
紡
績
工
場
で
働
く
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
、
教
養
を
積
む
場

と
し
て
次
第
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
新
設
さ
れ
た
公
共
職
業
紹
介

所
の
数
は
全
国
で
四
四
と
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
沖
縄
で
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
首
里
と
那

覇
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
が
、
県
外
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
男
女
は
相
変
わ
ら
ず
私
的
な
募
集
従
事

者
を
通
し
て
、
出
稼
ぎ
に
出
る
人
が
多
く
み
ら
れ
た
。
表
１
「
沖
縄
か
ら
の
産
業
別
・
男
女
別
出
稼
ぎ
者

数
」
か
ら
は
、
戦
前
全
て
の
生
産
分
野
で
沖
縄
の
男
女
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

で
は
、
沖
縄
の
人
は
日
本
本
土
の
ど
の
地
で
働
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

表
２
「
沖
縄
か
ら
の
出
稼
ぎ
先
府
県
順
位２
」
に
よ
れ
ば
、
女
性
は
大
阪
、
神
奈
川
、
和
歌
山
、
兵
庫
、

静
岡
、
大
分
に
働
き
に
向
か
っ
た
。
男
性
の
出
稼
ぎ
先
は
、
東
京
、
佐
賀
、
大
阪
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
和

歌
山
と
、
東
京
、
佐
賀
を
除
き
ほ
ぼ
女
性
と
重
な
る
よ
う
で
あ
る
。
女
性
が
働
い
た
府
県
は
全
て
大
規
模

紡
績
工
場
が
立
地
し
た
地
で
あ
る
。
繊
維
産
業
で
は
男
女
が
共
に
働
い
た
が
、
圧
倒
的
に
女
性
の
職
場

で
、
そ
の
中
で
も
機
械
制
を
取
り
入
れ
た
綿
糸
紡
績
工
場
は
多
数
の
女
工
を
必
要
と
し
た
。「
仕
事
に
就

く
」
ま
で
の
行
程
は
、
職
業
安
定
法
未
施
行
の
戦
前
と
施
行
後
の
戦
後
で
は
著
し
い
違
い
が
あ
っ
た
。
戦

前
は
、
労
働
者
の
募
集
採
用
は
雇
用
者
の
随
意
に
ま
か
さ
れ
、
人
権
を
軽
視
し
た
人
買
い
ま
が
い
の
や
り

方
も
ま
か
り
通
っ
て
い
た
。

　

紡
績
工
場
の
情
報
は
新
聞
広
告
に
始
ま
り
、
会
社
が
沖
縄
に
置
い
た
募
集
事
務
所
に
詰
め
る
人
事
係

や
、
後
に
は
私
的
な
募
集
人
に
よ
る
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
地
元
の
事
情
に
明
る
い
人
を
現
地
募
集
人
に
当

て
て
、該
当
年
齢
の
女
性
の
い
る
村
々
を
直
接
訪
問
し
勧
誘
さ
せ
る
こ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。聞
き
取
り

で
も「
募
集
人
は
○
○
の
お
父
さ
ん
、
○
○
の
オ
バ
さ
ん
」な
ど
既
知
の
人
の
勧
誘
も
多
く
確
認
さ
れ
た
。

表 2　沖縄からの出稼ぎ先府県順位（大正14年及び昭和３・７年）
工　　　　業 鉱　　　　業

大正 14 昭和３ 昭和７ 大正 14 昭和３ 昭和７

順位 男　性 女　性 男　性 女　性 男　性 女　性 順位 男　性 女　性 男　性 女　性 男　性 女　性

1 東　京 静　岡 大　阪 大　阪 大　阪 大　阪 1 東　京 静　岡 福　岡 福　岡 福　岡 福　岡

2 佐　賀 神奈川 神奈川 神奈川 兵　庫 神奈川 2 佐　賀 神奈川 長　崎 大阪・台湾 大　阪 大　阪

3 三　重 兵　庫 和歌山 神奈川 和歌山 3 三　重 大阪・愛知 東京・愛知 熊　本 和歌山

4 大　阪 東　京 静　岡 和歌山 兵　庫 4 大　阪 台　湾 兵　庫 熊　本

5 大　分 和歌山 兵　庫 東　京 静　岡 5 大　分 東　京 神奈川 兵庫・東京
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３　

本
土
内
で
も
格
差
は
あ
り
、
中
央
よ
り
遠
い

新
潟
、
広
島
、
鹿
児
島
な
ど
も
出
稼
ぎ
県
で

あ
る
。

４　

そ
の
こ
と
は
ま
た
、
資
本
家
対
労
働
者
と
い

う
二
〇
世
紀
主
役
の
対
立
を
も
生
み
出
す
も

の
と
な
っ
た
が
、
地
域
の
歴
史
を
描
く
本
稿

で
は
、
必
要
な
部
分
を
除
き
そ
の
こ
と
を
主

題
と
は
し
な
い
。

　

集
団
的
な
募
集
は
力
点
を
雇
用
者
側
に
お
い
た
募
集
方
法
で
、個
々
の
会
社
ま
た
は
工
場
が
複
数
の
応
募

者
を
取
り
ま
と
め
て
一
手
に
労
働
者
を
集
約
す
る
あ
り
方
で
あ
る
。
人
権
意
識
が
確
立
し
な
い
時
代
で
、

恣
意
的
な
募
集
人
も
出
現
、男
性
も
女
性
も
意
図
し
な
い
就
職
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、新
聞
ダ
ネ
に

な
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
た
。
現
代
で
も
み
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、就
職
前
と
後
で
は
、就
職
条
件
が

違
う
と
い
う
不
満
は
多
か
っ
た
。
出
稼
ぎ
の
人
々
の
第
一
の
目
的
は
、「
お
金
を
沢
山
儲
け
る
」こ
と
だ
っ

た
か
ら
、一
銭
で
も
多
く
得
ら
れ
る
働
き
場
所
を
求
め
て
、職
場
を
変
え
て
行
く
例
が
多
か
っ
た
。
契
約
終

了
後
の
紡
績
女
工
は
帰
郷
し
結
婚
す
る
か
、
新
た
な
職
場
を
求
め
て
移
動
す
る
こ
と
が
常
態
と
な
っ
た
。

　

会
社
契
約
の
紡
績
女
工
に
は
衣
（
制
服
）
食
（
食
堂
）
住
（
寄
宿
舎
）
の
保
証
が
な
さ
れ
て
い
た
。
男

性
は
組
と
い
う
個
人
組
織
を
通
し
て
の
働
き
方
が
多
く
、
安
定
と
い
う
面
か
ら
は
紡
績
会
社
に
は
る
か
に

及
ば
な
か
っ
た
。

　

出
稼
ぎ
と
い
う
本
来
の
居
住
地
を
離
れ
た
働
き
方
が
始
ま
っ
た
基
に
は
、
本
土
と
離
島
県
沖
縄
の
近
代

化
が
、
時
間
差
を
伴
い
な
が
ら
二
重
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
あ
る３
。
国
家
が
主
導
す
る
工
業
化
政
策
と
、
一

九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
の
沖
縄
の
土
地
整
理
事
業
の
完
了
に
よ
る
農
民
階
層
の
移
動
の
自
由
化
で
あ

る
。
日
本
の
近
代
化
は
殖
産
興
業
政
策
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
家
内
産
業

を
脱
し
、
外
国
へ
輸
出
可
能
な
、
ま
た
国
内
消
費
を
賄
え
る
製
品
を
大
量
生
産
す
る
近
代
産
業
を
興
す
こ

と
が
ま
ず
急
が
れ
た
。
明
治
政
府
は
官
営
模
範
工
場
を
設
立
し
民
間
へ
次
々
と
払
い
下
げ
て
い
っ
た
。
一

方
、
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
始
ま
っ
た
株
式
に
よ
る
企
業
形
態
は
、
日
本
で
は
株
式
会
社
第
一

国
立
銀
行
（
一
八
七
三
年
七
月
創
立
）
を
は
じ
め
と
し
、
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
創
業
の
大
阪
紡
績

会
社
を
き
っ
か
け
に
民
間
の
紡
績
会
社
が
林
立
し
た
。
世
界
経
済
の
動
向
を
受
け
る
株
式
会
社
は
、
紡
績

工
場
の
操
業
短
縮
と
そ
れ
に
伴
う
待
遇
の
劣
化
と
退
職
を
促
し
、
女
工
た
ち
の
運
命
も
左
右
し
た
。

　

繊
維
産
業
を
例
に
と
る
と
、
地
場
産
業
と
家
内
労
働
力
を
結
び
付
け
た
生
産
様
式
か
ら
、
分
業
体
制
を

取
る
株
式
会
社
方
式
の
工
場
に
な
る
と
、
機
械
が
導
入
さ
れ
多
く
の
人
手
を
必
要
と
し
た
。
地
方
農
村
に

は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
改
定
さ
れ
た
第
五
次
小
学
校
令
に
よ
る
義
務
教
育
（
尋
常
小
学
校
六

か
年
）
を
修
了
し
た
十
代
の
少
年
少
女
が
留
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
農
村
の
若
い
男
女
を
労
働
力
と
し
て
雇

用
し
、
一
定
年
限
を
工
場
労
働
に
従
事
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た４
。
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５　
『
浦
添
市
移
民
史 

証
言
・
資
料
編
』
浦
添
市

教
育
委
員
会　

二
〇
一
四
年　

三
二
三
～

四
七
五
頁

６　

復
員
名
簿
掲
載
の
本
土
か
ら
の
帰
郷
者
総
数

は
一
二
七
七
例
で
、
そ
の
中
か
ら
、
疎
開
先

で
あ
る
宮
崎
三
九
〇
例
、
熊
本
三
二
六
例
、

戦
後
満
州
引
揚
開
拓
入
植
地
で
あ
る
北
海
道

九
例
を
除
き
、
本
土
居
住
地
と
浦
添
村
へ
の

帰
村
の
両
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
五
五
二
例

を
国
内
出
稼
ぎ
を
ひ
も
と
く
資
料
と
し
た
。

但
し
、
埼
玉
や
千
葉
、
東
京
に
も
沖
縄
人
の

戦
後
開
拓
入
植
は
み
ら
れ
た
。

　

で
は
、
浦
添
か
ら
出
稼
ぎ
に
出
た
人
々
は
ど
の
く
ら
い
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）「
復
員
名
簿５
」
か
ら
み
た
浦
添
か
ら
の
出
稼
ぎ

　

次
の
表
３
「
復
員
名
簿
か
ら
み
た
浦
添
人
の
最
終
居
住
地
府
県
別
人
数
」
は
、
復
員
名
簿
か
ら
抽
出
し

た
も
の
で
あ
る６
。

　

故
郷
沖
縄
へ
の
帰
郷
を
証
拠
立
て
て
い
る
「
復
員
名
簿
」
だ
が
、
こ
の
数
字
に
は
出
張
や
勉
学
、
結
婚

な
ど
の
た
め
の
本
土
在
住
や
、
兵
隊
の
帰
還
や
、
船
待
ち
の
た
め
に
臨
時
に
移
動
し
た
先
の
横
須
賀
、
佐

世
保
や
呉
、
鹿
児
島
な
ど
を
挙
げ
た
例
も
多
い
だ
ろ
う
。
出
稼
ぎ
当
事
者
で
は
な
い
家
族
や
子
ど
も
ら
も

含
ま
れ
て
い
る
。
大
阪
か
ら
の
復
員
者
の
多
さ
は
、
そ
の
ま
ま
出
稼
ぎ
定
着
者
の
多
さ
に
つ
な
が
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
聞
き
取
り
で
は
、
沖
縄
へ
の
帰
郷
が
で
き
な
い
外
地
か
ら
の
帰
還
兵
が
同
郷
人
を
頼
っ
て

表 3　復員名簿からみた浦添人の最終居住地都道府県別人数7

最終居住都道府県 大　人 子ども
（15 歳以下） 不明 計

男 女 男 女
北海道地方 北 海 道 3 4 1 1 9 
東北地方 山 形 県 1 1 2 
関東地方 茨 城 県 6 1 7 

群 馬 県 2 1 1 1 5 
埼 玉 県 2 2 2 6 
千 葉 県 2 3 2 7 
東 京 都 5 2 7 
神奈川県 34 13 12 9 68 

中部地方 新 潟 県 1 1 
静 岡 県 5 3 8 
愛 知 県 25 14 15 11 65 

近畿地方 滋 賀 県 2 2 
大 阪 府 52 46 32 23 153 
兵 庫 県 14 12 5 3 34 
和歌山県 3 8 3 3 17 

中国地方 広 島 県 4 3 2 9 
山 口 県 4 3 3 2 12 

九州地方 福 岡 県 13 7 2 7 29 
佐 賀 県 5 1 3 9 
長 崎 県 19 4 2 1 26 
熊 本 県 81 95 78 71 1 326 
大 分 県 17 6 5 28 
宮 崎 県 74 88 143 83 2 390 
鹿児島県 9 4 6 7 26 
奄美大島 3 2 1 6 

日本本土 11 4 8 2 25 
合　計 396 327 324 227 3 1277 
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７　

復
員
名
簿
の
項
目
は
①
帰
省
字
名
②
名
前
③

年
齢
④
性
別
⑤
続
柄
⑥
日
本
及
び
外
国
居
住

地
⑦
前
職
⑧
帰
還
船
⑨
収
容
地
⑩
幕
舎
⑪
英

語
可
否
⑫
受
付
番
号
と
な
っ
て
い
る
。

関
西
や
関
東
で
引
き
揚
げ
ま
で
の
数
年
を
過
ご
し
た
例
も
多
い
。
復
員
名
簿
は
自
己
申
告
か
世
帯
主
申
告

だ
っ
た
よ
う
だ
。
「
前
職
」
以
降
は
空
欄
が
多
く
、
職
業
欄
の
未
記
入
が
目
立
つ７
。「
職
歴
」
の
理
解
に

お
い
て
も
戦
時
体
制
下
を
念
頭
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
稼
ぎ
者
を
吸
引
し
た
工
場
は
軍
需
工
場

に
指
定
さ
れ
て
、
働
き
方
も
私
的
な
「
親
の
た
め
、
自
分
の
た
め
」
か
ら
、
挺
身
隊
や
軍
属
・
徴
用
と
い

う
国
家
奉
仕
へ
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
は
空
襲
の
た
め
焼
失
し
た
工
場
も
多
か
っ
た
。
引
き
揚
げ
者
の
職
歴

申
告
の
「
ナ
シ
」
や
空
白
は
、
そ
の
よ
う
な
戦
時
下
か
ら
引
き
揚
げ
ま
で
の
混
乱
期
を
表
現
し
て
も
い

る
。
そ
れ
は
、
全
体
で
農
業
と
申
告
し
た
例
が
多
い
こ
と
に
も
表
れ
、
終
戦
の
「
生
き
る
た
め
の
当
座
の

農
業
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
復
員
名
簿
か
ら
精
選
し
た
出
稼
ぎ

者
統
計
を
ど
の
よ
う
に
意
味
付
け
る
の
か
難
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、「
復
員
名
簿
」
は
出
稼

ぎ
者
を
追
う
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

表
４
「
復
員
名
簿
か
ら
み
た
字
別
都
道
府
県
別
帰
郷
者
数
」
か
ら
子
ど
も
を
除
い
た
帰
郷
者
の
前
居
住

都
道
府
県
は
、
大
阪
（
九
八
人
）、
神
奈
川
（
四
七
人
）、
愛
知
（
三
八
人
）、
兵
庫
（
二
六
人
）、
長
崎

（
二
三
人
）、
福
岡
（
二
〇
人
）、
大
分
（
十
五
人
）
の
順
に
多
く
、
上
位
四
位
ま
で
は
沖
縄
か
ら
の
出
稼

ぎ
先
順
位
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
先
へ
の
定
着
は
世
帯
、
と
く
に
子
ど
も
を
持
っ
た
か
で
推
量
で

き
る
。
十
五
歳
以
下
の
子
ど
も
数
の
多
さ
の
順
位
は
、
大
阪
（
五
五
人
）、
愛
知
（
二
七
人
）、
神
奈
川

（
二
一
人
）と
や
は
り
三
位
ま
で
は
、
定
着
先
人
数
の
順
位
と
合
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
実
例

の
乏
し
か
っ
た
浦
添
か
ら
の
戦
前
出
稼
ぎ
者
は
、
沖
縄
全
体
と
ほ
ぼ
重
な
る
大
阪
、
神
奈
川
、
愛
知
そ
し

て
兵
庫
な
ど
に
多
く
出
稼
ぎ
に
向
か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
沖
縄
全
体
で
目
立
た
な
い
佐
賀
へ
の
浦

添
か
ら
の
出
稼
ぎ
は
特
徴
的
で
あ
る
。

　

農
業
や
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
家
族
の
奄
美
大
島
か
ら
の
帰
村
も
み
ら
れ
、
詳
細
は
未
調
査
な
が
ら
、

戦
前
の
あ
る
時
期
に
浦
添
人
が
奄
美
大
島
で
生
計
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表
５
）
。

三陽染業工業（大阪府枚方市）の従業員と宮城
三郎。字城間出身の宮城は戦前・戦後を通じ同
郷団体で活躍。宮城三郎氏提供
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表4　復員名簿からみた字別都道府県別帰郷者数　　　　　　　　　  　（　）の数字は内子どもの数を示す

最終居住都道府県
仲　

間

安
波
茶

伊　

祖

牧　

港

港　

川

城　

間

屋
富
祖

宮　

城

仲　

西

小　

湾

勢
理
客

内　

間

沢　

岻

経　

塚

前　

田

西　

原

当　

山

大　

平

不　

明

都
道
府
県

別
計

北海道地方 北 海 道 4 2 3 ９（２）
東北地方 山 形 県 2 ２（１）
関東地方 茨 城 県 1 1 3 1 1 ７（０）

群 馬 県  1 4 ５（２）
埼 玉 県 4 2 ６（２）
千 葉 県 6 1 ７（２）
東 京 都 1 1 1 1 1 1 1 ７（０）
神奈川県 7 3 3 17 2 1 5 2 17 1 2 7 1 68（21）

中部地方 新 潟 県 1 １（０）
静 岡 県 1 1 6 ８（０）
愛 知 県 1 4 2 1 35 5 1 1 9 1 5 65（27）

近畿地方 滋 賀 県 1 1 ２（０）
大 阪 府 15 2 6 46 3 10 5 7 4 4 38 1 8 3 1 153（55）
兵 庫 県 6 2 4 7 4 3 8 34（８）
和歌山県 9 3 4 1 17（６）

中国地方 広 島 県 2 1 1 4 1 9（２）
山 口 県 1 6 5 12（５）

九州地方 福 岡 県 3 3 4 5 7 2 1 1 1 1 1 29（９）
佐 賀 県 7 1 1 9（３）
長 崎 県 1 2 3 1 6 3 1 2 1 2 1 3 26（３）
熊 本 県 12 3 61 21 108 37 7 23 1 1 7 3 19 17 1 5 326（135）
大 分 県 6 1 1 7 2 1 1 1 6 2 28（13）
宮 崎 県 15 8 25 2 1 24 63 1 17 27 23 75 19 12 27 14 15 22 390（240）
鹿児島県 1 1 11 2 2 1 2 6 26（13）
奄美大島 2 3 1 6（１）

日本本土 1 7 1 1 7 6 1 1 25（10）
字別計 62 25 45 84 32 260 116 51 28 76 16 49 120 78 64 92 19 23 37 1,277（560）

表5　奄美大島から浦添への引揚者
帰省字名 性　別 年　令 前　職 船舶到着日・輸送日

勢理客 男 37 漁 1947 年 5 月 9 日

勢理客 女 30 農 1947 年 5 月 9 日

勢理客 女 5 1947 年 5 月 9 日

西　原 男 39 農 1947 年 5 月 9 日

城　間 男 20 農 1947 年 7 月 14 日

城　間 女 18 1947 年 7 月 14 日
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８　
『
浦
添
市
移
民
史 

証
言
・
資
料
編
』
九
七
～

一
〇
一
頁
。

９　

比
嘉
建
男
・
光
子
夫
妻
の
四
女
ボ
リ
ビ
ア
二

世
の
金
山
幸
子
さ
ん
は
、
日
本
海
外
移
住
家

族
会
の
奨
学
金
を
得
て
、
技
術
研
修
の
た
め

来
日
、
研
修
先
の
印
刷
会
社
で
知
り
合
っ
た

男
性
と
そ
の
後
結
婚
。
来
日
し
た
三
人
の
姉

も
日
本
人
と
結
婚
し
て
家
庭
を
築
い
て
い

る
。
彼
女
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
「
日
系

ボ
リ
ビ
ア
人
」
で
あ
る
。

　

（
三
）
県
人
会
名
簿
に
見
る
浦
添
人

　

本
土
在
住
県
人
の
連
絡
網
と
し
て
名
簿
は
戦
前
も
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
手
書
き
や
当
座
の
連
絡
用
の

簡
便
な
も
の
で
、
印
刷
さ
れ
た
保
存
用
の
そ
れ
は
戦
後
発
刊
さ
れ
た
。
本
土
で
組
織
さ
れ
た
沖
縄
人
同
郷
団

体
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
で
み
ら
れ
、
金
銭
的
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
も
あ
い
や
親
族
の
親
睦
交
流
を
目

的
と
し
た
親
族
も
あ
い
な
ど
私
的
な
組
織
は
、
対
外
的
に
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
か
っ

た
。
本
土
で
誕
生
成
長
し
た
子
孫
が
増
え
た
今
日
で
は
、
出
身
地
を
沖
縄
の
市
町
村
と
す
る
傾
向
は
減
少

し
、
本
土
の
市
町
村
名
が
増
加
、
夫
婦
は
も
ち
ろ
ん
、
親
子
で
も
出
身
地
を
異
に
す
る
家
族
が
目
立
つ
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
出
身
地
の
詳
細
を
記
載
す
る
こ
と
す
ら
、
不
必
要
と
す
る
考
え
方
も
み
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
名
簿
は
出
身
母
村
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
だ
。
そ
れ
ら
の
名
簿

か
ら
抽
出
し
た
浦
添
出
身
者
は
表
６
「
県
人
会
関
連
名
簿
に
み
る
浦
添
人‒

世
帯
数
・
男
女
数
」
の
通
り
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
簿
を
頼
り
に
、
浦
添
出
身
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ボ
リ
ビ
ア
調

査
に
よ
り
比
嘉
秀
充
や
比
嘉
建
男
の
両
親
比
嘉
秀
明
・
園
が
戦
前
大
阪
へ
出
稼
ぎ
、
福
岡
、
佐
賀
と
移
動
し

帰
郷
、
戦
後
ボ
リ
ビ
ア
移
民
に
向
か
っ
た
と
の
証
言
が
得
ら
れ
て
い
る８
。
さ
ら
に
研
修
や
結
婚
を
き
っ
か
け

に
日
本
で
家
庭
を
築
い
て
い
る
比
嘉
建
男
の
娘
に
本
土
調
査
で
出
会
っ
た９
。
浦
添
を
基
点
に
親
子
三
代
が
、

出
稼
ぎ
・
移
民
で
沖
縄
、
日
本
、
外
国
の
間
を
往
復
し
発
展
し
て
い
く
様
子
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
出
身
地
が
記
載
さ
れ
た
名
簿
か
ら
も
浦
添
出
身
者
は
多
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
名
簿

か
ら
は
今
現
在
の
居
住
地
と
沖
縄
出
身
者
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
出
郷
の
理
由
・
原
因

は
不
明
だ
し
、
戦
後
作
成
の
名
簿
に
は
就
職
や
遊
学
、
結
婚
の
た
め
に
出
て
来
た
人
も
多
い
。
た
だ
、
年

齢
か
ら
戦
前
の
出
稼
ぎ
出
郷
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
は
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
老
齢
に
な
り
本
土
在
住
の
子

ど
も
た
ち
の
呼
寄
せ
と
い
う
事
例
も
あ
る
か
ら
、
年
齢
判
断
も
厳
密
と
は
言
え
な
い
。

　

表
６
か
ら
、
浦
添
関
係
者
は
一
二
七
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
数
字
に
は
、
川
崎
、
愛
知
、

兵
庫
、
大
阪
、
福
岡
、
鹿
児
島
の
四
〇
世
帯
の
家
族
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
人
数
は
不
明
だ
が
、
子
ど

も
も
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
は
世
帯
主
＝
夫
が
常
識
だ
っ
た
か
ら
、
妻
や
子
ど
も
も
夫
と
同
一

の
出
身
地
と
さ
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
県
人
会
名
簿
か
ら
確
認
で
き
る
浦
添
関
係
者
は
多
い

と
は
言
え
な
い
。
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表６　県人会関連名簿にみる浦添人―世帯数・男女数

資料名 作成年 世帯数 浦添
出身者数

（内数）
男/女 備考

１ 本土在住沖縄県人名簿　1966年 1966年 4 20 10/10

２ 関東地区  沖縄県人名簿　平成5年 1993年 9 5/4 資料４と重複する10人（男6、女4）
を除いた数

３ 沖縄関係  東京在住者名簿　昭和45年版 1970年 3 0/3

４ 川崎の沖縄県人七十年の歩み 1983年 11 12 5/7

５ 愛知沖縄県人会々員名簿 1973年 4 5 4/1

６ 静岡・沖縄県人会員名簿　平成10年度
東部・中部・西部 1998年 1 1/0

７ ここに榕樹あり別冊  会員名簿　沖縄県
人会兵庫県本部35年史 1982年 12 41 19/22

８ 大阪沖縄会館建設記念誌 1978年 5 4/1 資料９と重複する男性3人を除いた
数

９ 大正区沖縄県人会会員名簿録　 1980年 6 17 10/7

10 大正区沖縄県人会結成五十周年記念誌 1987年 1 1/0

11 雄飛―大阪の沖縄　大阪沖縄県人会連
合会40周年記念誌 1987年 6 5/1 資料９と重複する男性７人および資

料８と重複する男性１人を除いた数

12 雄飛―大阪の沖縄　大阪沖縄県人会連
合会50周年記念誌 1997年 4 2/2

資料９と重複する４人（男３、女１）
および資料11と重複する５人（男４、
女１）を除いた数

13 いちゃりばちょうでー　祖国復帰20周
年  福岡沖縄県人会結成20周年記念 1992年 3 3 3/0

合　　計 40 127 69/58
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（
四
）
字
誌
に
登
場
す
る
出
稼
ぎ
者

　

字
誌
に
は
女
性
の
紡
績
女
工
は
も
ち
ろ
ん
、
珍
し
い
所
で
男
性
の
車
引
き
が
登
場
し
て
い
る
。
紡
績
労

働
に
関
し
て
は
後
で
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
小
湾
字
誌
』
に
東
京
で
車
引
き
を
し
て
い
た
男
性
が
写

真
付
き
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
戦
前
・
戦
後
の
荷
車
引
き
ま
た
は
バ
シ
ャ
ム
チ
ャ
ー
は

本
土
出
稼
ぎ
体
験
で
聞
く
こ
と
は
あ
る
が
、
人
も
運
搬
す
る
人
力
車
引
き
は
珍
し
い
。
写
真
で
み
る
十
代

か
ら
二
十
代
前
半
と
思
わ
れ
る
浦
添
出
身
者
の
車
引
き
は
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
と
法
被
を
羽
織
っ
て
い
る
。
法

被
に
は
「
東
京
本
部
愛
生
舘
」
と
「
加
富
登
麦
酒
株
式
会
社
」
と
い
う
名
入
り
で
あ
る
。
字
誌
に
は
編
集

時
点
で
ム
ラ
人
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
出
稼
ぎ
者
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
五
）
聞
き
取
り
か
ら

　

働
く
場
を
求
め
た
純
然
た
る
出
稼
ぎ
は
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
、
軍
需
工
場
法
の
適
用
で
生

産
現
場
が
軍
需
と
さ
れ
る
ま
で
の
約
四
四
年
間
の
出
来
事
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
の
調
査

で
は
、
出
稼
ぎ
を
体
験
し
た
当
事
者
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
極
め
て
厳
し
か
っ
た
が
、
大
阪
で
の
一
世
の

様
子
を
聞
く
こ
と
は
で
き
た
。

①
大
阪
二
世
の
話

　

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
男
性
の
父
は
、
浦
添
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
間

も
な
く
大
阪
に
出
て
き
た
ら
し
い
。
徴
兵
の
年
齢
に
な
る
と
一
旦
帰
郷
し
た
が
、
再
度
来
阪
し
大
阪
で
一

生
を
送
っ
た
。
大
阪
で
紡
績
女
工
だ
っ
た
他
ム
ラ
出
身
の
女
性
と
結
婚
し
、
八
人
の
子
ど
も
を
育
て
た
。

仕
事
は
ガ
ラ
ス
工
場
や
材
木
関
係
な
ど
や
、
ま
た
、
儲
か
る
と
い
う
の
で
鉄
を
買
い
集
め
て
、
さ
ら
に
高

く
買
い
取
る
商
店
に
売
る
と
い
う
鉄
関
係
の
仕
事
も
や
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
内
容
か
ら
は
、

沖
縄
か
ら
大
阪
へ
出
稼
ぎ
し
た
男
性
の
標
準
的
な
働
き
方
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
男
性
の
妻
の
父
は
、
浦
添
で
裕
福
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
が
、
他
人
の
保
証
人
に
な
っ
た

こ
と
で
結
局
負
債
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。
な
か
ば
「
や
け
く
そ
」
の
よ
う
な
気
持
ち
で
大
阪
に
出
て
き
た

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
保
証
倒
れ
」
が
出
稼
ぎ
の
動
機
と
語
る
例
は
珍
し
く
な
い
。

東京で車引きをしていた小湾出身の男
性（東京）
『小湾写真集　よみがえる小湾集落』
小湾字誌編集委員会、2003 年

紡績工場での作業着姿。17、8歳
の宮城千代（旧姓又吉）さん
大阪・1923年　宮城善一氏提供
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10　
『
浦
添
市
移
民
史 

証
言
・
資
料
編
』
二
二
四

～
二
二
六
頁
を
参
照

11　

そ
の
こ
ろ
は
大
学
生
と
外
地
在
住
者
は
二
五

歳
入
営
だ
っ
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
大
阪
の
こ
の
男
性
に
と
っ
て
、
沖
縄
は
微
妙
な
位
置
に
あ
る
よ
う
だ
。
沖
縄
は
好
き

だ
が
、
自
分
は
大
阪
人
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
案
内
状
が
届
く
沖
縄
県
人
会
に
も
そ
れ
ほ
ど
惹
き

つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
行
事
な
ど
が
あ
る
の
で
浦
添
と
も
親
戚
付
き
合
い
は
す
る
が
、
亡
き

父
の
故
郷
と
い
う
認
識
で
あ
る
と
い
う
。

　

大
阪
で
は
沖
縄
県
人
と
し
て
の
集
会
は
あ
る
が
、
特
に
出
身
地
の
浦
添
に
限
定
し
た
集
ま
り
は
父
の
代

に
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
親
世
代
の
一
世
と
大
阪
育
ち
の
二
世
と
で
は
、
故
郷
沖
縄
に
対
す
る
距

離
感
に
差
が
生
じ
る
こ
と
は
自
然
な
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
三
世
や
四
世
の
孫
や
ひ
孫
世
代
と

も
、
異
な
る
距
離
感
が
み
ら
れ
る
。
彼
の
子
や
孫
は
沖
縄
が
大
好
き
で
、
テ
レ
ビ
に
映
る
沖
縄
を
見
て
、

何
度
で
も
行
き
た
い
と
あ
こ
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
、
彼
よ
り
先
輩
の
一
世
た
ち
は
、
次
の
よ
う
に
浦
添
を
評
し
て
い
た
と
い
う
。「
浦
添
は
生
活
が

し
や
す
い
土
地
柄
で
、
生
活
面
で
も
浦
添
人
は
ね
ば
り
が
乏
し
く
、
本
土
に
働
き
に
出
て
来
て
も
、
浦
添

自
体
が
町
方
で
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
裕
福
な
の
で
、
粘
ら
な
い
で
す
ぐ
帰
郷
し
て
し
ま
う
、
と
言
い
ま

す
。
そ
れ
に
比
較
し
て
国
頭
、
北
部
方
面
の
人
は
、
故
郷
に
帰
っ
て
も
仕
事
場
が
な
く
生
活
し
に
く
い
土

地
な
の
で
出
て
来
た
以
上
は
こ
こ
で
頑
張
ら
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
の
で
、
根
性
が
違
う
。
私
自
身

も
、
こ
こ
大
阪
で
は
沖
縄
北
部
の
人
の
方
が
生
活
の
レ
ベ
ル
は
上
だ
と
思
い
ま
す
」
。

②
浦
添
の
男
性
と
結
婚
し
た
宮
里
か
つ
子
さ
ん
（
城
間
出
身
宮
里
弘
の
妻
）
の
話１０

　

次
は
出
稼
ぎ
で
は
な
く
、
沖
縄
県
立
第
一
中
学
校
を
卒
業
し
た
エ
リ
ー
ト
が
商
社
マ
ン
と
し
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
渡
り
、
英
国
系
デ
パ
ー
ト
で
働
い
た
後
、
戦
後
は
妻
の
故
郷
で
あ
る
名
古
屋
へ
移
り
住
み
県
人
会

活
動
に
も
関
わ
っ
た
事
例
で
あ
る
。
城
間
出
身
の
宮
里
弘
と
結
婚
し
た
名
古
屋
出
身
の
宮
里
か
つ
子
さ
ん

は
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
の
調
査
時
九
五
歳
と
御
高
齢
な
が
ら
、
記
憶
も
明
瞭
で
夫
弘
や
自
ら
の

こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

夫
宮
里
弘
は
沖
縄
県
立
第
一
中
学
校
を
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
卒
業
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で

英
国
系
デ
パ
ー
ト
の
紳
士
服
売
り
場
で
働
い
て
い
た
。
二
五
歳
で
召
集
さ
れ１１
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年

一
月
に
第
六
師
団
歩
兵
第
四
五
連
隊
に
入
営
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
に
階
級
は
伍
長
で
現
地
除
隊
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12　

弘
の
書
籍
の
中
に
共
産
党
の
野
坂
参
三
関
係

が
あ
り
、
そ
れ
が
原
因
で
中
学
校
卒
業
と
い

う
当
時
は
高
学
歴
な
が
ら
、
昇
進
せ
ず
伍
長

止
ま
り
だ
っ
た
、
と
弘
は
事
あ
る
ご
と
に
愚

痴
と
も
つ
か
ず
話
し
て
い
た
。
社
会
主
義
に

ふ
れ
る
こ
と
は
当
時
の
青
年
の
風
潮
で
、
弘

も
生
か
じ
り
程
度
の
思
想
で
し
か
な
か
っ
た

と
い
う
。

13　

沖
縄
戦
で
焼
失
し
た
戸
籍
簿
の
複
製
の
際
、

弘
の
生
年
の
誤
り
、
上
海
で
の
結
婚
の
不
記

載
が
原
因
で
、
長
女
は
「
私
生
児
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い

う
。
戦
後
の
沖
縄
と
日
本
本
土
と
の
交
流
が

閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
沖
縄
の
混
乱
の

よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

14　
『
本
土
在
住
沖
縄
県
人
名
簿
』
や
愛
知
沖
縄

県
人
会
役
員
渡
久
地
政
司
氏
所
有
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
弘
は
一
九
六
六
年
に
は
県
人
会
常

任
幹
事
に
、
一
九
七
四
年
に
は
副
会
長
に
就

い
て
い
る
。そ
の
こ
ろ
の
職
業
は
喫
茶
店「
ブ

ラ
ッ
ク
」経
営
と
な
っ
て
い
る
。
店
名
は「
黒

猫
」
の
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
詳
細
は
不

明
。
本
文
で
は
妻
か
つ
子
さ
ん
の
発
言
ど
お

り
「
黒
猫
」
と
し
た
。

15　

故
郷
へ
は
素
手
で
は
帰
れ
な
い
、
祖
先
へ
の

お
参
り
、
親
族
一
同
へ
の
お
土
産
な
ど
、「
錦

を
飾
る
」
帰
郷
を
夢
み
て
い
た
よ
う
だ
。

し
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た１２
。
二
人
を
引
き
合
わ
せ
た
か
つ
子
さ
ん
の
上
司
に
あ
た
る
文
書
課
長
の
宮
城
栄

進
（
仲
西
出
身
、
一
九
八
七
年
没
）
は
、
弘
と
同
郷
で
軍
隊
で
の
班
長
だ
っ
た
。
予
備
役
だ
っ
た
弘
が
上

海
で
再
召
集
さ
れ
た
の
で
、
残
さ
れ
た
か
つ
子
さ
ん
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
三
月
に
帰
国
し
、
八

月
に
入
る
前
に
弘
も
帰
国１３
し
た
。

　

戦
後
は
か
つ
子
さ
ん
の
故
郷
名
古
屋
に
落
ち
着
い
た
。
彼
女
は
す
ぐ
に
タ
イ
ピ
ス
ト
の
仕
事
を
得
た

が
、
仕
事
が
み
つ
か
ら
な
い
弘
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
繰
り
返
し
て
、
し
ま
い
に
は
自
宅
を
改
造
し
て
大

曾
根
で
喫
茶
店
「
黒
猫
」
を
開
業
し
た
。
お
店
は
大
繁
盛
し
、
人
も
雇
い
か
つ
子
さ
ん
も
仕
事
を
辞
め
て

手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
開
業
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
し
っ
か
り
し
た
県
人
会
は
ま
だ
な
か
っ
た
よ
う

だ
っ
た
が１４
、
噂
を
聞
い
た
沖
縄
の
人
が
訪
ね
て
来
て
、
そ
の
人
が
ま
た
紹
介
す
る
と
い
う
つ
な
が
り
で
大

繁
盛
し
た
。
帰
還
兵
や
本
土
在
住
の
同
級
生
な
ど
、
浦
添
の
人
も
来
た
よ
う
だ
。「
黒
猫
」
は
人
々
の
集

ま
る
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
く
の
だ
が
、
近
所
の
火
事
で
類
焼
し
、
戦
前
の
写
真
も
書
類
も
思
い
出
に

な
る
も
の
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
。

　

弘
の
父
と
兄
二
人
は
沖
縄
戦
で
戦
死
し
、
本
家
は
長
男
の
長
男
が
守
っ
て
い
る
。
浦
添
の
親
戚
も
城

間
・
伊
祖
と
発
展
し
て
お
り
、
弘
の
生
存
中
届
い
た
浦
添
の
親
戚
や
同
級
生
か
ら
の
年
賀
状
の
整
理
は
か

つ
子
さ
ん
の
役
目
だ
っ
た
。

　

晩
年
「
五
〇
万
円
た
ま
っ
た
ら
故
郷
に
帰
る１５」
が
口
癖
だ
っ
た
夫
の
希
望
を
か
な
え
る
た
め
に
、
か
つ

子
さ
ん
は
二
人
の
娘
と
共
に
、
遺
灰
を
沖
縄
の
青
い
海
に
散
骨
し
故
郷
に
返
し
た
。

③
広
い
世
界
を
夢
み
た
義
父

　

戦
前
、
個
人
の
境
遇
が
大
き
く
影
響
し
て
沖
縄
か
ら
日
本
本
土
へ
移
動
し
た
例
と
し
て
、
屋
富
祖
出
身

者
と
結
婚
し
た
女
性
か
ら
の
聞
き
取
り
を
紹
介
す
る
。

　

夫
の
父
親
は
、
沖
縄
県
立
第
一
中
学
校
を
卒
業
し
た
「
高
学
歴
者
」
で
、
実
家
は
篤
農
家
だ
っ
た
。
一

人
っ
子
だ
っ
た
父
は
家
業
を
継
ぐ
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
学
問
を
通
し
て
広
い
世
界
を
知
っ
た
彼
は
、
沖
縄

で
農
業
に
従
事
す
る
人
生
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
す
で
に
結
婚
し
子
ど
も
も
誕
生
し
て
い
た
が
、
一
九

三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
二
歳
に
な
る
長
男
を
連
れ
川
崎
に
出
て
き
た
。
先
に
川
崎
に
出
て
い
た
妻
の
弟
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（
一
九
〇
八
年
生
ま
れ
、
西
原
出
身
）
が
折
に
付
け
「
川
崎
は
生
活
し
や
す
い
」
と
話
し
て
い
た
の
で
、

こ
の
義
弟
を
頼
っ
た
の
で
あ
る
。
数
か
月
後
に
は
、
沖
縄
か
ら
妻
子
を
呼
び
寄
せ
、
本
格
的
な
川
崎
で
の

生
活
を
始
め
た
。

　

そ
の
後
、
長
男
は
今
帰
仁
村
出
身
で
大
阪
大
正
区
に
住
ん
で
い
た
女
性
と
結
婚
し
た
。
し
か
し
、
海
軍

の
志
願
兵
だ
っ
た
彼
は
敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
仕
事
も
不
安
定
で
長
続
き
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
た
め
に
彼
女
は
日
本
造
船
で
、
完
成
し
た
船
の
底
に
油
を
塗
布
す
る
仕
事
に
就
き
日
銭
を

稼
い
だ
。
彼
女
の
実
家
か
ら
の
電
報
を
職
場
に
届
け
に
来
た
夫
が
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
全
身
油
ま
み
れ
で

働
く
妻
を
み
て
衝
撃
を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
は
き
ち
ん
と
仕
事
を
市
役
所
に
み
つ
け
て
働
く
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
浦
添
の
本
家
に
は
同
世
代
の
市
会
議
員
が
お
り
、
頻
繁
に
行
き
来
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

現
在
は
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
墓
は
軍
用
地
に
接
収
さ
れ
た
た
め
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）

年
に
義
父
が
浦
添
か
ら
祖
先
の
遺
骨
を
「
ウ
ン
チ
ケ
ー
（
お
迎
え
）
」
し
て
、
川
崎
市
営
墓
地
に
移
し

た
。
な
お
、
夫
と
義
父
は
川
崎
沖
縄
県
人
会
の
役
員
も
務
め
た
。

④
出
稼
ぎ
中
の
男
性
と
の
結
婚

　

戦
前
沖
縄
の
農
村
の
男
女
は
、
ム
ラ
の
青
年
団
が
管
理
す
る
モ
ー
ア
シ
ビ
で
出
会
っ
て
結
婚
す
る
こ
と

が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
明
治
に
入
り
沖
縄
風
の
慣
習
は
禁
止
さ
れ
て
モ
ー
ア
シ
ビ
も
廃
止
に
向
か
っ
た
。

同
時
に
士
族
の
慣
習
で
あ
る
親
同
士
の
取
り
決
め
に
よ
る
結
婚
が
農
村
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
モ
ー
ア

シ
ビ
が
廃
止
さ
れ
た
あ
と
、
適
齢
期
の
出
稼
ぎ
男
性
は
ど
の
よ
う
に
配
偶
者
に
出
会
っ
た
の
か
。
次
は
兵

庫
に
出
稼
ぎ
し
た
男
性
の
元
へ
嫁
い
だ
女
性
の
話
で
あ
る
。

　

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
経
塚
で
生
ま
れ
た
女
性
の
父
は
、
弟
が
生
ま
れ
た
後
、
単
身
ブ
ラ
ジ
ル

へ
移
民
し
た
。
女
性
は
浦
添
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
ボ
ー
シ
ク
マ
ー
を
経
て
、
伊
礼
門
病
院
に
見
習

い
看
護
婦
と
し
て
住
み
込
み
で
働
き
始
め
た
。
本
人
は
仕
事
に
楽
し
さ
も
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

が
、
母
の
方
は
一
週
間
で
完
成
す
る
ボ
ー
シ
は
一
個
十
五
円
だ
っ
た
か
ら
一
か
月
五
円
の
病
院
の
給
料
に

不
満
だ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
い
た
先
生
の
弟
の
嫁
に
欲
し
い
と
い
う
話
も
あ
り
、
母
親
は
彼

女
を
家
に
連
れ
戻
し
た
。
母
方
の
祖
母
と
後
に
夫
と
な
る
人
の
親
戚
の
間
で
話
が
す
す
み
、
二
二
歳
の
と
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16　

一
九
四
四
年
二
月
、
決
戦
非
常
措
置
要
綱
に

基
づ
い
て
、
旅
客
輸
送
制
限
を
閣
議
決
定
。

四
月
一
日
に
は
、
旅
行
制
限
が
強
化
さ
れ
、

旅
行
証
明
書
の
発
行
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

17　

現
在
の
大
淀
北
、
大
淀
中
、
大
淀
南

18　

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
ご
ろ
は
、
排
気
量

七
五
〇
Ｃ
Ｃ
以
下
の
小
型
自
動
車
（
ダ
ッ
ト

サ
ン
ト
ラ
ッ
ク
）
や
三
輪
車
は
申
請
の
み
で

運
転
許
可
が
お
り
た
。
一
九
四
四
（
昭
和

十
九
）
年
に
は
徴
兵
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴

い
免
許
証
取
得
年
齢
も
普
通
免
許
は
十
八
歳

か
ら
十
五
歳
へ
、
小
型
免
許
は
十
四
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
。

19　

錘
（
す
い
）
は
「
つ
む
」
と
も
読
み
、
紡
い

だ
糸
を
巻
き
取
る
道
具
の
こ
と
で
、
紡
績
工

場
の
規
模
は
こ
の
錘
の
設
置
数
で
表
し
た
。

き
に
、
兵
庫
の
住
友
金
属
に
働
い
て
い
た
内
間
出
身
男
性
（
一
九
一
九
年
生
ま
れ
、
当
時
二
七
歳
）
と
花

婿
の
出
席
し
な
い
結
婚
式
を
浦
添
で
挙
げ
た
。
戦
時
下
で
制
限
が
あ
っ
た
の
で
、
夫
の
住
む
大
阪
へ
渡
る

た
め
の
乗
船
切
符
の
入
手
に
は
結
婚
証
明
書
が
必
要
だ
っ
た１６
。
乗
船
名
や
到
着
日
時
も
軍
事
機
密
で
知
ら

さ
れ
ず
、
夫
は
数
日
間
港
と
家
を
往
復
し
た
が
、
花
嫁
を
直
接
出
迎
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
住
所

を
た
の
み
に
向
か
う
途
中
、
偶
然
出
会
っ
た
夫
の
友
人
の
誘
導
で
彼
女
は
大
阪
の
浦
江１７の
夫
の
家
に
到
着

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
夫
は
結
婚
一
か
月
後
に
は
沖
縄
に
召
集
さ
れ
、
新
婚
夫
婦
は
別
れ
別
れ
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
夫
の
固
定
給
で
生
活
に
は
困
ら
な
か
っ
た
が
、
若
か
っ
た
彼
女
は
遊
ん
で
い
る
こ
と
が

世
間
に
申
し
訳
な
く
思
い
、
大
阪
精
機
で
ネ
ジ
を
作
る
仕
事
に
就
い
た
。
大
阪
の
空
襲
を
経
て
、
戦
後
も

別
々
の
生
活
を
、
彼
女
は
そ
れ
こ
そ
仕
事
も
な
く
、
食
べ
物
も
な
く
、
御
多
分
に
も
れ
ず
闇
の
買
い
出
し

で
し
の
い
だ
。

　

夫
は
仲
西
尋
常
小
学
校
高
等
科
二
年
を
卒
業
、
す
ぐ
に
那
覇
の
問
屋
「
カ
ネ
ミ
ヤ
ー
イ
チ
」
と
い
う
味

噌
醤
油
を
商
っ
て
い
た
店
で
働
い
た
。
ダ
ッ
ト
サ
ン
で
商
品
を
配
達
す
る
役
目
だ
っ
た１８
が
、
戦
時
下
に
な

る
と
生
活
物
資
は
次
々
と
配
給
制
に
な
り
店
に
も
商
品
が
入
っ
て
来
な
く
な
っ
た
。
仕
事
が
な
く
な
っ
た

の
で
彼
は
住
友
金
属
に
行
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
召
集
令
状
は
安
定
企
業
で
働
い
て
い
た
夫
に
も
届

き
、
沖
縄
駐
留
の
陸
軍
球た
ま

部
隊
一
八
八
〇
〇
部
隊
に
所
属
、
南
部
で
捕
虜
と
な
っ
て
ハ
ワ
イ
や
グ
ア
ム
に

連
行
さ
れ
た
が
、
戦
後
無
事
帰
郷
し
て
い
る
。

⑤
紡
績
工
場
で
働
い
た
女
性
た
ち

　

勤
労
女
性
の
誕
生
は
紡
績
女
工
に
始
ま
る
。
そ
の
前
に
製
糸
女
工
と
い
う
働
き
方
が
あ
る
が
、
製
糸
は

繭
か
ら
生き

糸い
と

を
引
く
手
仕
事
で
あ
り
、
器
械
工
女
と
呼
ば
れ
た
彼
女
た
ち
は
、
近
代
へ
の
橋
渡
し
的
な
存

在
で
あ
っ
た
。
群
馬
県
に
設
立
さ
れ
た
官
営
模
範
工
場
富
岡
製
糸
場
で
働
い
た
女
性
た
ち
は
器
械
工
女

だ
っ
た
。
器
械
は
主
に
手
動
の
道
具
を
用
い
、
機
械
は
動
力
を
用
い
た
。

　

多
く
の
十
代
の
少
女
が
紡
績
工
場
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
阪
紡
績
の
操
業
か
ら
で
あ
る
。
渋

沢
栄
一
ら
純
然
た
る
民
間
資
本
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
大
阪
紡
績
は
、
錘
数
一
万
五
百
機１９で
電
力
使
用
に

よ
り
二
四
時
間
稼
働
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、
紡
績
機
を
運
転
す
る
労
働
者
は
不
足
し
、
募
集
地
を
大
阪
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20　
『
浦
添
市
移
民
史 

証
言
・
資
料
編
』
二
一
六

～
二
二
二
頁
を
参
照

21　

結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

感
染
症
で
主
に
空
気
感
染
。
多
人
数
の
寄
宿

舎
生
活
が
感
染
を
容
易
に
し
た
が
、
当
時
は

綿
花
の
粉
塵
を
吸
い
こ
む
こ
と
も
発
症
の
原

因
と
思
わ
れ
て
い
た
。

近
辺
か
ら
拡
大
し
始
め
た
。
沖
縄
で
の
募
集
開
始
は
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
当

初
新
聞
は
「
大
阪
に
あ
こ
が
れ
る
女
性
の
わ
が
ま
ま
」
と
け
ん
制
記
事
を
掲
載
す
る
が
、
第
一
国
立
銀
行

頭
取
の
渋
沢
と
沖
縄
県
知
事
奈
良
原
繁
と
い
う
ト
ッ
プ
間
で
の
了
解
済
み
募
集
が
判
明
す
る
や
、
新
聞
も

積
極
的
に
募
集
応
援
の
記
事
を
掲
載
し
た
。

　

紡
績
で
働
く
こ
と
は
島
国
沖
縄
の
女
性
の
あ
こ
が
れ
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
工
場
の
現
場
で
労
働

に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
送
る
よ
う
に
な
る
と
、
不
満
も
増
え
て
退
職
を
考
え
る
女
性
も
出
て
く
る
よ
う
に
な

る
。
次
に
登
場
す
る
幼
馴
染
の
二
人２０も
、
比
較
的
に
労
働
環
境
が
良
い
と
さ
れ
た
倉
敷
紡
績
で
の
女
工
生
活

か
ら
一
般
の
個
人
事
業
所
へ
「
逃
げ
て
」
職
場
替
え
し
た
。
こ
の
「
逃
げ
る
」
と
い
う
行
為
を
、
六
〇
年
余

が
過
ぎ
た
今
も
お
二
人
は
気
に
病
み
、
聞
き
取
り
調
査
で
話
す
べ
き
か
ど
う
か
と
悩
ま
れ
た
と
い
う
。

　

牧
港
出
身
の
二
人
は
、
誘
い
あ
っ
て
募
集
人
の
仲
介
を
経
て
、
親
に
は
内
緒
で
一
九
四
三
（
昭
和
十

八
）
年
二
月
、
岡
山
県
倉
敷
紡
績
に
向
か
っ
た
。

　

乗
船
し
た
湖
南
丸
で
知
り
合
っ
た
宜
野
湾
村
宇
地
泊
出
身
の
女
性
か
ら
紡
績
工
場
で
働
く
こ
と
の
難
儀

さ
、
結
核
罹
患
の
恐
れ
を
聞
か
さ
れ
た
が
、
予
定
通
り
紡
績
就
職
し
た
。
寄
宿
舎
に
入
り
二
人
と
も
織
布

の
部
署
に
つ
い
た
。
す
で
に
出
来
上
が
っ
た
糸
を
布
に
織
り
上
げ
る
織
布
は
、
比
較
的
き
れ
い
な
仕
事
と

し
て
沖
縄
女
性
の
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
。
背
の
低
い
沖
縄
女
性
は
リ
ン
グ
と
い
う
糸
に
仕
上
げ
る
部
署
に
付

く
こ
と
が
多
く
、
こ
の
リ
ン
グ
こ
そ
が
十
代
の
未
熟
練
の
女
性
労
働
者
の
大
量
募
集
を
可
能
に
し
た
。
し

か
し
、「
一
日
の
仕
事
が
終
わ
る
と
紺
色
の
制
服
の
上
か
ら
下
ま
で
綿
花
で
真
っ
白
に
な
り
、
こ
れ
は
大

変
、
結
核
に
な
る２１
」
と
心
配
に
な
っ
た
。
船
中
で
知
り
合
っ
た
女
性
が
倉
敷
紡
績
に
も
訪
ね
て
来
て
逃
げ

る
方
法
を
教
え
、
汽
車
の
乗
り
方
や
地
図
も
書
い
て
く
れ
手
は
ず
を
整
え
て
く
れ
た
。
二
人
は
灯
火
管
制

の
暗
闇
を
利
用
し
て
逃
げ
た
。

　

二
人
は
改
め
て
神
戸
の
東
池
尻
町
の
軍
需
工
場
・
ハ
リ
マ
ネ
ヂ
工
業
所
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
工
場

の
人
た
ち
は
良
く
し
て
く
れ
、
沖
縄
人
・
琉
球
人
と
い
う
こ
と
で
差
別
す
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。
本

土
で
は
地
上
戦
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
激
し
い
空
襲
が
あ
り
、
ハ
リ
マ
ネ
ヂ
工
業
所
も
工
場
疎
開
を
し

た
。
二
人
は
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
食
事
に
も
難
渋
す
る
厳
し
い
生
活
を
工
業
所
経
営
者
親
族
の
世

話
を
受
け
て
乗
り
越
え
、
戦
後
引
き
揚
げ
て
い
る
。
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22　

借
金
返
済
の
方
法
。
ピ
ヨ
ー
は
日
傭
で
、
借

金
の
代
わ
り
に
一
日
を
限
っ
て
雇
わ
れ
労
働

す
る
こ
と
、
シ
カ
マ
ー
は
、
特
定
の
決
め
ら

れ
た
日
時
に
の
み
労
働
す
る
こ
と
で
、
通
い

が
多
か
っ
た
。
イ
リ
チ
リ
ー
と
は
、
借
金
の

形
に
住
み
こ
み
で
雇
わ
れ
る
状
態
や
そ
の
男

女
を
指
し
、
そ
の
家
の
農
業
や
そ
の
他
の
雑

用
を
す
る
下
男
下
女
で
あ
る
。

⑥
イ
リ
チ
リ
ー
か
ら
本
土
出
稼
ぎ
へ

　

沖
縄
で
は
、
金
銭
的
困
窮
を
ピ
ヨ
ー
、
シ
カ
マ
ー
、
イ
リ
チ
リ
ー２２
な
ど
で
乗
り
切
る
慣
習
が
あ
っ
た
。

次
は
イ
リ
チ
リ
ー
か
ら
出
稼
ぎ
に
向
か
っ
た
浦
添
人
の
例
で
あ
る
。
イ
リ
チ
リ
ー
は
利
子
を
払
う
程
度

で
、
元
金
が
切
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
か
っ
た
。

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
五
人
き
ょ
う
だ
い
の
四
番
目
の
二
男
と
し
て
前
田
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、

聞
き
取
り
調
査
時
の
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
、
九
一
歳
に
な
ら
れ
た
。
彼
が
三
歳
の
と
き
に
、
父
は

持
病
を
こ
じ
ら
せ
て
亡
く
な
っ
た
。
母
は
残
さ
れ
た
子
ど
も
を
育
て
る
の
に
大
変
な
苦
労
を
し
て
い
た
。

母
一
人
の
稼
ぎ
で
は
、
高
等
小
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
彼
も
浦
添
尋
常
小
学

校
六
年
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
、
前
田
の
陶
器
商
の
家
に
年
季
奉
公
に
入
っ
た
。
そ
の
家
で
の
仕
事
は
三

〇
〇
坪
の
畑
を
耕
作
し
母
豚
一
頭
を
飼
育
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
母
豚
に
仔
を
産
ま
せ
て
い
た
の
で
、
い
つ

も
仔
豚
が
お
り
、
そ
の
世
話
で
服
に
も
臭
い
が
染
み
付
い
た
。

　

イ
リ
チ
リ
ー
は
休
日
が
な
く
年
が
ら
年
中
労
働
に
明
け
暮
れ
る
住
込
み
だ
っ
た
。
外
仕
事
が
で
き
な
い

雨
天
の
日
は
家
内
で
子
守
を
さ
せ
ら
れ
た
。
イ
リ
チ
リ
ー
を
、
前
田
の
三
か
所
の
金
持
ち
の
家
で
三
か
年

や
っ
て
い
た
十
七
歳
の
こ
ろ
、
先
に
大
阪
に
出
て
い
た
兄
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
大
阪
に
行
っ
た
。
兄
・
本

人
・
弟
の
三
人
が
、
兄
の
統
率
の
下
で
出
稼
ぎ
生
活
を
送
っ
た
。
兄
は
働
き
な
が
ら
塾
に
通
い
住
友
重
工

に
合
格
し
た
と
い
う
努
力
の
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
男
性
は
国
の
紡
績
糸
の
検
査
室
で
二
か
年
、
尼
崎
の

二
条
口
歯
車
工
場
で
一
か
年
、
軍
需
工
場
だ
っ
た
大
谷
重
工
業
で
五
か
年
ほ
ど
働
き
、
そ
の
間
に
紡
績
女

工
だ
っ
た
女
性
と
結
婚
し
た
。
戦
時
下
、
会
社
も
休
止
状
態
に
な
る
と
、
知
人
の
い
る
熊
本
の
天
草
に
疎

開
し
た
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
十
二
月
に
、
日
本
本
土
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
二
人
を
伴
っ
て
沖
縄

へ
帰
っ
て
き
た
。

　

彼
は
出
稼
ぎ
を
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。
「
年
季
奉
公
で
は
、
一
か
年
働
い
て
十
六
円
の
給
金
が
、
出

稼
ぎ
で
は
月
に
二
四
円
も
も
ら
え
御
馳
走
が
食
べ
ら
れ
た
」
と
い
い
、
彼
の
出
稼
ぎ
成
功
は
、
日
本
復
帰

後
の
厚
生
年
金
支
給
の
際
に
、
大
谷
重
工
業
で
の
勤
務
年
数
が
加
算
さ
れ
思
い
が
け
な
い
現
金
が
入
っ
て

き
た
こ
と
で
も
実
感
さ
れ
た
よ
う
だ
。
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１　

文
教
局
指
導
主
事
大
庭
正
一
、『
琉
球
労
働
』

第
六
号　

二
八
～
三
〇
頁
、
一
九
五
四
年

十
二
月
二
〇
日

二
　
本
土
集
団
就
職
〈
戦
後
＝
職
場
を
求
め
て
〉

　

明
治
三
〇
年
代
以
降
慣
例
化
し
て
い
た
県
外
出
稼
ぎ
は
、
地
上
戦
で
中
断
し
た
。
社
会
基
盤
を
焼
失
し

た
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
以
後
は
、
米
軍
に
よ
る
規
制
も
あ
り
民
間
企
業
の
設
立
は
進
ま
ず
、
一
九

五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
時
点
の
需
要
は
五
八
％
を
米
軍
関
連
、
四
二
％
を
民
間
の
零
細
な
個
人
事
業
所
が

占
め
、
人
々
が
安
定
的
に
働
け
る
職
種
や
職
場
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
引
き
揚
げ

や
帰
還
兵
の
帰
郷
、
さ
ら
に
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
人
口
は
日
々
増
加
し
て
い
た
。

　

一
方
、
一
九
四
五
年
四
月
一
日
に
沖
縄
島
に
上
陸
し
た
米
軍
は
戦
闘
中
か
ら
占
領
地
に
民
間
収
容
所
を

設
置
し
た
が
、
収
容
者
の
四
〇
％
を
学
齢
期
の
子
ど
も
た
ち
が
占
め
、
軍
事
施
策
遂
行
上
も
問
題
だ
っ

た
。
五
月
十
五
日
以
後
、
米
軍
当
局
の
制
限
付
き
な
が
ら
収
容
所
内
で
学
校
が
再
開
さ
れ
た
。
青
空
教
室

で
あ
る
。
八
月
に
は
米
軍
内
に
教
育
局
を
設
置
し
、
敗
戦
後
の
八
月
十
五
日
以
後
に
わ
か
に
沖
縄
の
中
心

地
と
な
っ
た
東
海
岸
の
石
川
収
容
所
で
本
格
的
に
教
育
再
編
に
取
り
か
か
っ
た
。
沖
縄
人
を
構
成
員
と
し

た
米
軍
の
諮
問
機
関
で
あ
る
諮
詢
委
員
会
が
発
足
し
た
の
は
九
月
一
日
、
翌
年
一
月
二
日
に
は
諮
詢
委
員

会
の
構
成
部
の
一
つ
で
あ
る
教
育
部
を
文
教
部
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
文
教
部
は
全
琉
的
な
諮
詢
委
員
会

か
ら
専
門
部
門
と
し
て
初
め
て
独
立
昇
格
し
、
教
育
に
関
す
る
権
限
は
基
本
的
に
文
教
部
に
委
譲
さ
れ

た
。
米
軍
教
育
部
長
の
指
示
、
指
導
、
監
督
を
受
け
な
が
ら
と
は
い
え
、
戦
後
五
か
月
目
に
沖
縄
人
の
発

想
を
取
り
入
れ
た
教
育
が
開
始
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
一
つ
が
、
文
教
部
発
足
後
三
か
月
目
に
制
度
化
さ
れ

た
教
育
年
限
シ
ス
テ
ム
六
三
三
制
（
初
等
教
育
六
か
年
、
中
等
教
育
三
か
年
、
高
等
教
育
三
か
年
）
で
あ

る
。
戦
前
の
高
等
科
二
年
を
含
む
八
か
年
の
義
務
教
育
が
、
新
た
な
中
学
校
三
か
年
の
設
置
で
九
か
年
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
九
か
年
の
義
務
教
育
を
修
了
し
た
十
代
の
若
者
が
戦
後
混
沌
と
し
た
小
さ
な
島
沖
縄

に
毎
年
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
六
三
三
制
は
全
て
の
学
年
を
充
足
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
、
基
本
的

に
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
か
ら
は
毎
年
中
学
校
卒
業
生
が
世
に
送
り
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
毎
年
増
え
続
け
る
義
務
教
育
修
了
者
の
十
代
の
青
少
年
の
行
く
末
が
就
職
課
題
と
し
て
公
に
発
言
さ
れ

た
も
の
に
「
中
学
校
と
産
業
教
育１
」
が
あ
る
。
「
戦
前
の
五
五
．
一
％
し
か
生
産
出
来
な
い
沖
縄
に
あ
っ

て
、
産
業
教
育
が
重
要
」
「
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
の
卒
業
生
の
た
め
に
特
別
の
紹
介
部
門
又
は
紹

介
担
当
者
を
配
置
す
る
」
な
ど
の
措
置
を
労
働
局
へ
提
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
意
図
さ
れ
た
新
規
学
卒
者

那覇港の見送り風景（1965年7月）
親富祖永吉氏提供
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２　
「
本
土
就
職
者
名
簿
」
は
沖
縄
県
公
文
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
琉
球
政
府
労
働
局
作
成

の
原
資
料
で
あ
る
。
個
人
情
報
で
あ
る
こ
の

名
簿
は
、「
沖
縄
県
公
文
書
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」
第
四
条
並
び
に
「
沖

縄
県
公
文
書
館
管
理
規
則
」
第
十
一
条
に
よ

り
、個
人
の
情
報
の
秘
密
保
持
の
観
点
か
ら
、

本
稿
執
筆
時
点
で
の
完
全
公
開
利
用
可
能
は

一
九
六
三
年
分
ま
で
で
、
一
九
六
四
年
分
は

個
人
特
定
に
つ
な
が
る
部
分
を
消
去
し
た
部

分
使
用
が
可
能
で
あ
る
。
原
資
料
は
、
中
・

高
校
卒
、
過
卒
、
大
学
卒
、
一
般
が
分
離
さ

れ
る
こ
と
な
く
就
職
先
会
社
別
に
綴
ら
れ
て

い
る
。
個
人
に
関
す
る
項
目
は
①
氏
名
②
住

所
③
生
年
月
日
で
あ
り
、
年
度
に
よ
り
④
出

身
学
校
名
⑤
（
本
土
）
取
扱
い
職
安
⑥
乗
船

船
舶
名
⑦
出
港
日
⑧
事
業
所
住
所
な
ど
が
付

加
さ
れ
、
欄
外
に
学
歴
を
、
名
前
そ
の
も
の

を
棒
線
で
消
し
た
「
取
消
」
や
退
職
を
示
し

た
年
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
事
後

精
選
整
理
さ
れ
た
名
簿
で
は
な
く
、
集
団
就

職
遂
行
中
に
作
成
使
用
さ
れ
た
名
簿
で
あ

る
。
本
土
集
団
就
職
開
始
か
ら
六
か
年
間
と

い
う
初
期
の
期
間
限
定
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
中
か
ら
浦
添
関
係
者
（
浦
添
に
住
所
が

あ
る
者
で
、
出
身
校
は
問
わ
な
い
）
を
抽
出

し
て
本
稿
の
資
料
と
し
て
用
い
た
。

の
職
業
紹
介
を
目
指
し
た
教
育
と
労
働
の
行
政
連
携
は
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
、
大
阪
在
住
県
人

か
ら
の
求
人
要
請
が
届
い
た
こ
と
で
、
若
年
者
の
経
済
的
自
立
が
沖
縄
の
労
働
界
、
教
育
界
の
課
題
と
し

て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
日
本
本
土
で
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
集
団

就
職
は
、
東
北
農
村
部
か
ら
都
市
へ
の
若
年
層
の
移
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
三
年
遅
れ
て
始

ま
っ
た
沖
縄
か
ら
の
本
土
集
団
就
職
は
、
六
三
三
制
を
背
景
に
、
離
島
か
ら
本
土
の
地
方
事
業
所
へ
の
移

動
と
し
て
、
本
土
の
集
団
就
職
が
そ
の
役
割
を
終
え
た
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
以
後
も
続
き
一
九
七

七
（
昭
和
五
二
）
年
ま
で
行
わ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
沖
縄
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
「
本
土
就
職
者
名
簿２
」
を
活
用
し
、
⑴
集
団
就
職
の
始

ま
り
と
シ
ス
テ
ム
⑵
浦
添
関
係
者
の
参
加
⑶
学
校
教
育
と
職
安
行
政
の
結
び
つ
き
⑷
当
事
者
青
少
年
に
与

え
た
影
響
の
四
面
か
ら
、
特
殊
な
戦
後
状
況
下
で
始
ま
っ
た
本
土
集
団
就
職
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
研
究
者
に
よ
っ
て
価
値
の
異
な
る
集
団
就
職
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
沖
縄
で
使

わ
れ
た
経
緯
や
本
来
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

多
用
さ
れ
定
着
し
た
感
の
あ
る
集
団
就
職
と
い
う
こ
と
ば
だ
が
、
そ
の
意
味
は
使
用
す
る
者
に
よ
っ
て

あ
い
ま
い
で
あ
り
、
負
の
面
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
広
が
っ
た
こ
と
で
、
集
団
就
職
体
験
者
で
も
使
用
に

消
極
的
な
風
潮
が
み
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
集
団
就
職
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

戦
後
初
め
て
米
軍
占
領
下
の
沖
縄
か
ら
求
人
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
大
阪
の
事
業
者
は
直
接
沖
縄
の
労

働
局
へ
打
診
し
つ
つ
、
大
阪
府
を
通
し
て
労
働
省
へ
も
伺
い
を
た
て
、
労
働
省
は
公
式
文
書
「
沖
縄
に
お

け
る
中
学
校
卒
業
者
の
集
団
求
人
に
つ
い
て
」
を
回
答
し
た
。
こ
の
文
書
に
「
集
団
求
人
」
が
初
出
し
て

お
り
、
求
人
を
出
す
事
業
者
側
が
、
政
治
的
に
特
殊
状
況
下
に
あ
り
同
一
法
律
を
適
用
で
き
な
い
沖
縄
か

ら
、
法
を
犯
さ
ず
問
題
を
起
こ
さ
ず
効
率
よ
く
、
多
数
を
求
人
す
る
た
め
に
、
個
々
の
事
業
所
で
は
な
く

団
体
で
求
人
行
為
を
行
う
こ
と
を
指
し
た
。
ま
た
、
大
阪
労
働
部
職
業
安
定
課
が
出
し
た
文
書
「
沖
縄
地

区
と
の
地
域
間
職
業
紹
介
業
務
取
扱
要
項
」
の
「
二
、
対
象
と
な
る
求
人
」
に
「
こ
の
要
項
に
よ
る
取
扱

の
対
象
と
な
る
求
人
は
各
業
種
な
い
し
は
地
区
に
よ
る
集
団
求
人
で
あ
り
、
且
つ
管
外
求
人
対
策
協
議
会

又
は
業
種
団
体
が
一
括
し
て
責
任
を
持
ち
う
る
も
の
で
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
業
種
組
合
や
協
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会
が
団
体
と
し
て
求
人
を
行
い
、
な
お
か
つ
そ
の
求
人
に
団
体
と
し
て
責
任
を
持
つ
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
も
と
も
と
は
、
求
人
す
る
側
の
利
便
性
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
集
団
求
人
」
に
応
じ

る
よ
う
に
、
沖
縄
で
は
「
集
団
就
職
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
局
機
関
紙
『
琉
球
労
働
』
で

集
団
就
職
に
関
す
る
記
事
の
初
出
は
一
九
五
八
年
三
月
十
五
日
発
行
の
第
四
巻
第
四
号
で
あ
る
。
一
頁
か
ら

五
頁
に
亘
っ
て
、
「
大
阪
へ
集
団
就
職　

製
パ
ン
、
製
麺
見
習
工
発
つ
」
の
見
出
し
で
大
小
十
五
枚
の
貴
重

な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
出
発
地
の
那
覇
港
や
到
着
港
の
大
阪
埠
頭
で
翻
る
旗
に
は
「
本
土
就
職　

沖

縄
少
年
団
」
と
あ
り
、
彼
等
が
就
職
行
動
を
団
体
で
行
っ
た
と
い
う
意
味
が
読
み
と
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

は
就
職
す
る
少
年
た
ち
が
名
乗
っ
た
の
で
は
な
く
、
送
り
出
し
側
の
労
働
局
の
名
付
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
本
土
か
ら
の
集
団
求
人
に
対
し
、
琉
球
政
府
労
働
局
は
審
査
か
ら
決
定
、
送
り
出
し
を
一

括
委
託
さ
れ
た
も
の
と
し
て
責
任
を
持
つ
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
集
団
就
職
」
を
用
い
た
も
の
と
理
解
さ

れ
る
。
集
団
求
人
と
集
団
就
職
は
一
対
の
行
動
を
表
現
す
る
こ
と
ば
な
の
だ
。
本
来
な
ら
、
個
々
の
事
業
所

が
個
々
の
事
情
に
よ
る
欠
員
を
補
う
と
き
に
地
元
職
安
を
通
し
て
求
人
行
為
を
行
う
。
米
軍
占
領
下
で
適
用

法
律
の
異
な
る
沖
縄
か
ら
の
求
人
の
場
合
、
琉
球
政
府
や
大
阪
府
の
み
な
ら
ず
、
米
軍
政
府
や
労
働
省
と
い

う
国
レ
ベ
ル
の
関
与
を
必
然
と
し
た
の
だ
。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
集
団
就
職
と
い
う
名
称
は
、
戦
後
一

時
期
の
社
会
状
況
を
表
す
と
と
も
に
、
歴
史
的
な
状
況
を
表
す
こ
と
ば
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、
実
際
の
集
団
就
職
は
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。
表
１

は
沖
縄
全
体
か
ら
の
集
団
就
職
先
都
府
県
ご
と
の
求
人
数
及
び
就
職
数
の
男
女
別
一
覧
で
あ
る
。

（
一
）
集
団
就
職
の
始
ま
り
と
シ
ス
テ
ム

　

沖
縄
と
本
土
間
で
一
般
人
の
移
動
禁
止
が
解
か
れ
た
の
は
、
一
九
五
二
年
六
月
十
七
日
発
「
琉
球
人
の

日
本
旅
行
に
関
す
る
規
定
及
び
手
続
き
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
渡
航
は
申
請
書
類
を
琉
球
政

府
出
入
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
厳
し
い
思
想
検
査
の
後
「
日
本
渡
航
証
明

書
」
の
発
給
を
得
る
手
順
を
踏
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
沖
縄
か
ら
の
集
団
就
職
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
携

帯
し
職
場
に
赴
く
こ
と
だ
っ
た
。

　

集
団
就
職
は
新
規
学
卒
者
、
と
く
に
そ
の
年
の
中
学
校
卒
業
生
の
求
人
と
就
職
を
意
味
し
た
が
、
沖
縄

本土就職

一般就職 個人の選択

出 稼 ぎ 臨時工・季節工

集団就職
一般（季節工・臨時工）

新規学卒者

図１　本土就職の分類

（大城道子作成）
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３　

出
典
①
『
琉
球
労
働
』
第
七
巻
第
二
号　

十
五
頁　
「
都
府
県
年
度
求
人
就
職
情
報
」

②
『
一
九
六
一
年
労
働
経
済
の
分
析
』
四
六

～
四
七
頁
。
中
高
大
学
卒
業
並
び
に
一
般
を

含
む
。

で
は
す
ぐ
に
既
卒
生
や
高
校
卒
、
一
般
人
の
参
加
が
見
ら
れ
、
そ
の
実
態
は
複
雑
だ
っ
た
。

　

本
土
就
職
に
は
集
団
就
職
と
一
般
就
職
が
あ
り
、
集
団
就
職
は
、
新
規
学
卒
者
の
そ
れ
と
一
般
・
過
卒

生
の
季
節
工
や
臨
時
工
が
あ
っ
た
（
図
１
）
。
ま
た
、
戦
前
の
よ
う
な
出
稼
ぎ
も
み
ら
れ
た
。
浦
添
か
ら

も
、
こ
れ
ら
の
全
て
の
本
土
就
職
が
み
ら
れ
た
。
集
団
就
職
で
は
最
も
年
長
者
で
は
一
九
三
二
年
生
ま
れ

（
一
九
六
〇
年
の
就
職
当
時
二
八
歳
）
、
学
歴
も
普
通
高
校
や
職
業
高
校
は
も
ち
ろ
ん
大
学
卒
や
大
学
中

退
者
の
参
加
も
み
ら
れ
た
。

表１　沖縄における集団就職都府県別求人・就職者数3（1957年～1961年）
1957年 1958年 1959年 1960年 1961年 1957年 1958年 1959年 1960年 1961年

大　阪

求人数
男 122 184 293 352 661

奈　良

求人数
男 14 103 117

女 0 12 160 550 692 女 54 198 315
計 122 196 453 902 1353 計 68 301 432

就職数
男 122 19 118 86 109

就職数
男 3 25 6

女 0 9 59 77 65 女 19 101 58
計 122 28 177 163 174 計 22 126 64

神奈川

求人数
男 202 213 352 363

栃　木

求人数
男 0 0 25

女 101 166 350 48 女 30 40 55
計 303 379 902 411 計 30 40 80

就職数
男 36 55 86 156

就職数
男 0 0 0

女 8 36 77 22 女 8 9 7
計 44 91 163 178 計 8 9 7

岐　阜

求人数
男 0 0 29 872

埼　玉

求人数
男 35 172

女 20 60 282 506 女 45 10
計 20 60 311 1378 計 80 182

就職数
男 0 0 8 170

就職数
男 35 80

女 20 37 26 62 女 39 0
計 20 37 34 232 計 74 80

岡　山

求人数
男 7 0 9 41

茨　城

求人数
男 10 15

女 0 0 129 367 女 10 0
計 7 0 138 408 計 20 15

就職数
男 0 0 0 1

就職数
男 10 3

女 0 0 41 75 女 0 0
計 0 0 41 76 計 10 3

千　葉

求人数
男 1 0 10 10

三　重

求人数
男 0 64

女 0 0 11 3 女 20 130
計 1 0 21 13 計 20 194

就職数
男 0 0 4 0

就職数
男 0 9

女 0 0 0 0 女 13 15
計 0 0 4 0 計 13 24

兵　庫

求人数
男 2 16 45 72

新　潟

求人数
男 29 0

女 3 70 328 360 女 0 0
計 5 96 373 432 計 29 0

就職数
男 0 17 20 45

就職数
男 5 0

女 0 12 16 75 女 0 0
計 0 29 36 120 計 5 0

京　都

求人数
男 26 16 41 88

山　梨

求人数
男 174

女 18 7 94 111 女 256
計 44 23 135 199 計 430

就職数
男 5 4 18 19

就職数
男 10

女 3 3 52 35 女 5
計 8 7 70 54 計 15

福　岡

求人数
男 8 12 138 0

長　野

求人数
男 0

女 0 6 18 0 女 2
計 8 18 156 0 計 2

就職数
男 0 12 59 0

就職数
男 0

女 0 0 4 0 女 0
計 0 12 63 0 計 0

東　京

求人数
男 0 12 138 722

福　井

求人数
男 0

女 49 6 18 164 女 90
計 49 18 156 886 計 90

就職数
男 0 12 59 150

就職数
男 0

女 0 0 4 49 女 0
計 0 12 63 199 計 0

愛　知

求人数
男 1 0 196 1133

和歌山

求人数
男 65

女 0 0 961 1752 女 240
計 1 0 1157 2885 計 305

就職数
男 1 0 92 157

就職数
男 2

女 0 0 85 136 女 5
計 1 0 177 293 計 7

静　岡

求人数
男 1 0 42 78

広　島

求人数
男 27

女 0 0 50 92 女 0
計 1 0 92 140 計 27

就職数
男 1 0 10 4

就職数
男 27

女 0 0 28 10 女 0
計 1 0 38 14 計 27

富　山

求人数
男 0 0 2

香　川

求人数
男 4

女 104 388 150 女 3
計 104 388 152 計 7

就職数
男 0 0 2

就職数
男 4

女 89 205 5 女 3
計 89 205 7 計 7
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米
軍
占
領
下
の
沖
縄
か
ら
の
最
初
の
本
土
集
団
就
職
は
、
戦
前
関
西
に
定
住
し
た
県
出
身
者
の
発
案
斡

旋
に
よ
り
端
緒
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
大
阪
製
パ
ン
組
合
並
び
に
製
麺
組
合
、
琉
球
政
府
労
働
局
、
米
国
民

政
府
、
大
阪
府
労
働
部
、
労
働
省
と
い
う
五
つ
の
機
関
の
関
与
と
そ
の
間
で
五
種
類
の
公
的
文
書
が
交
わ

さ
れ
、
米
民
政
府
の
許
可
を
経
て
、
法
的
な
体
裁
を
整
え
実
現
に
至
っ
た
。

文
書
１　

琉
球
政
府
「
琉
球
地
区
外
か
ら
の
求
人
取
扱
要
領
」

文
書
２　

大
阪
製
パ
ン
組
合
並
び
に
大
阪
製
麺
組
合
「
求
人
条
件
」

文
書
３　

琉
球
政
府
労
働
局
「
募
集
方
法
に
つ
い
て
」

文
書
４　

大
阪
府
労
働
部
長
「
求
人
連
絡
に
つ
い
て
」
一
九
五
七
年
十
一
月
二
六
日

文
書
５　

大
阪
府
労
働
部
職
業
安
定
課
「
沖
縄
地
区
と
の
地
域
間
職
業
紹
介
業
務
取
扱
要
綱
」
一
九
五
七
年
十
一
月

（
二
）
浦
添
関
係
者
の
参
加
（
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
）

　

浦
添
関
係
者
と
は
、
集
団
就
職
当
時
浦
添
村
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
集
団
就
職
は
義

務
教
育
修
了
者
を
対
象
と
し
た
階
層
限
定
の
求
人
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
実
態
は
浦
添
・
仲
西
両
中
学
校

の
み
な
ら
ず
、
首
里
高
校
や
工
業
高
校
、
水
産
高
校
、
商
業
高
校
、
沖
縄
高
校
、
ま
た
大
学
中
退
や
卒
業

生
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
高
校
大
学
卒
の
卒
業
中
学
校
名
は
名
簿
か
ら
は
把
握
で
き
な
い
の
で
包
括

的
に
浦
添
関
係
者
と
し
た
。

　

一
九
五
九
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
浦
添
関
係
者
男
女
別
本
土
集
団
就
職
応
募
者
数
は
表
２‒

１
、
２‒

２
の
通
り
で
あ
る４
。

　

初
の
集
団
就
職
者
は
一
九
五
九
年
に
大
阪
に
製
パ
ン
見
習
い
工
と
し
て
採
用
さ
れ
た
字
前
田
の
男
性
で

あ
る５
。
こ
の
男
性
が
新
規
卒
業
生
か
過
卒
生
か
は
不
明
で
あ
る
。
集
団
就
職
が
開
始
さ
れ
て
三
年
目
に
な

る
一
九
五
九
年
に
は
、
沖
縄
全
体
で
過
卒
生
の
参
加
も
相
当
み
ら
れ
た
。

　

空
襲
の
み
で
地
上
戦
が
な
か
っ
た
宮
古
・
八
重
山
で
は
一
九
四
七
年
か
ら
新
制
義
務
教
育
が
開
始
さ
れ

た
が
、
沖
縄
島
で
は
物
資
不
足
か
ら
戦
前
の
初
等
教
育
八
年
制
を
し
ば
ら
く
継
続
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
新
制

中
学
校
の
開
校
は
一
九
四
八
年
か
ら
だ
っ
た
。
浦
添
中
学
校
と
仲
西
中
学
校
も
こ
の
年
に
開
校
し
た
。
浦

添
か
ら
の
初
の
集
団
就
職
参
加
の
一
九
五
九
年
ま
で
の
十
一
年
間
に
二
七
六
七
人６
の
中
学
校
卒
業
生
が
輩

出
さ
れ
て
い
た
。
本
土
就
職
開
始
前
の
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
は
、
高
校
進
学
と
沖
縄
内
就
職
、
家
事
な

表2-1　浦添関係者男女別集団就職応募者数（1959～1965年）

渡　航　年
性　別

計
男 女

1959（昭和 34）年 2 4 6
1960（昭和 35）年 11 11 22
1961（昭和 36）年 16 14 30
1962（昭和 37）年 15 26 41
1963（昭和 38）年 21 19 40
1964（昭和 39）年 39 31 70
1965（昭和 40）年 15 32 47

総　　　計 119 137 256

表2-2　右記表より「取消線」を除いた集団就職者の実数

渡　航　年
性　別

計
男 女

1959（昭和 34）年 2 4 6
1960（昭和 35）年 11 11 22
1961（昭和 36）年 16 14 30
1962（昭和 37）年 11 22 33
1963（昭和 38）年 8 13 21
1964（昭和 39）年 39 31 70
1965（昭和 40）年 14 31 45

総　　　計 101 126 227
表２−１から「取消線」の29人を除いた実際
に集団就職に向かったと思われる人数。

職業安定所作成の名簿で「取消線」が引かれ
ている29人を含む。
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４　

表
２
～
10
は
、「
本
土
就
職
者
名
簿
」（
琉
球

政
府
労
働
局
作
成
、沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
）

よ
り
浦
添
関
係
者
を
抽
出
、
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

５　

但
し
、
沖
縄
全
体
で
は
一
九
五
七
年
十
二
月

大
阪
へ
の
就
職
を
初
と
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
一
二
二
人
の
渡
航
者
の
名
前
・
出
身
校

な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、
浦
添

関
係
者
の
参
加
も
不
明
で
あ
る
。

６　

浦
添
中
学
校
一
四
八
〇
人
、
仲
西
中
学
校

一
二
八
七
人
の
合
計
数
。『
浦
添
市
立
浦
添

中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』お
よ
び『
浦

添
市
立
仲
西
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念

誌
』
参
照

７　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
五
九
年
五
月
二
四
日

ど
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
た
。

①
一
九
五
九
年
の
動
向

　

表
３
は
、
浦
添
か
ら
の
一
九
五
九
年
本
土
集
団
就
職
者
一
覧
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
に
開
始
さ
れ
た
本

土
集
団
就
職
三
年
目
の
こ
と
で
、
こ
の
年
沖
縄
全
域
か
ら
四
七
二
人
が
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
本
土
就

職
を
し
て
い
る
が
、
浦
添
か
ら
は
六
人
と
少
な
い
。
こ
の
と
き
の
集
団
就
職
は
新
規
学
卒
者
、
と
く
に
中

学
校
卒
業
生
の
就
職
が
期
待
さ
れ
た
が
、
浦
添
か
ら
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
生
ま
れ
四
人
（
早

生
ま
れ
の
一
人
は
前
年
の
卒
業
生
と
思
わ
れ
る
）、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
生
ま
れ
一
人
（
早
生
ま

れ
な
の
で
、
学
年
と
卒
業
年
は
一
九
四
二
年
生
ま
れ
と
同
じ
だ
ろ
う
）、
不
詳
一
人
で
あ
る
。
一
九
五
九

年
の
新
規
中
卒
者
は
一
九
四
三
年
四
月
二
日
生
ま
れ
か
ら
一
九
四
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
を
含
む
。

初
の
浦
添
か
ら
の
集
団
就
職
者
は
全
て
既
卒
生
で
、
新
規
中
学
卒
業
生
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

職
種
は
男
性
が
製
パ
ン
見
習
い
工
、
新
聞
配
達
員
、
女
性
は
動
力
ミ
シ
ン
工
、
精
練
工
（
二
人
）、
撚

糸
工
・
糸
繰
工
と
な
っ
て
い
る
。
新
聞
配
達
員
と
な
っ
た
男
性
は
半
年
も
経
ず
に
離
職
し
て
い
る
。
沖
縄

で
も
そ
の
こ
ろ
新
聞
配
達
は
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
手
軽
に
現
金
収
入
が
得
ら
れ
る
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た

が
、
日
本
本
土
で
は
、
夜
明
け
も
数
時
間
早
く
夜
明
け
前
の
寒
暖
の
差
も
激
し
い
。
同
じ
新
聞
配
達
で
も

知
ら
な
い
土
地
で
の
そ
れ
は
身
体
に
こ
た
え
た
と
想
像
さ
れ
る
。
女
性
は
繊
維
関
係
へ
の
就
職
が
目
立

つ
。
片
倉
工
業
、
中
井
金
糸
工
業
は
そ
の
後
毎
年
の
よ
う
に
、
沖
縄
の
女
性
を
採
用
し
た
。
事
業
所
の
所

在
地
は
大
阪
（
二
人
）
神
戸
（
一
人
）
岐
阜
（
二
人
）
奈
良
（
一
人
）
と
、
関
西
周
辺
に
留
ま
っ
た
。

　

彼
ら
・
彼
女
ら
は
、本
土
で
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
年
の
五
月
二
三
日
の
朝
、
関

西
汽
船
那
智
丸
で
六
七
人
が
労
政
課
係
長
の
引
率
で
神
戸
港
に
上
陸
、
さ
ら
に
大
阪
府
差
し
回
し
の
内
海

航
路
さ
く
ら
丸
で
大
阪
港
に
回
航
上
陸
、
観
光
バ
ス
で
市
内
観
光
の
後
、
受
入
先
式
会
場
の
清
風
寺
（
大

淀
区
福
島
）
で
、
大
阪
府
労
働
部
職
業
安
定
課
、
琉
球
政
府
大
阪
雇
用
連
絡
事
務
所
関
係
者
、
天
満
橋
・

泉
佐
野
・
信
濃
橋
各
職
安
、
在
阪
沖
縄
県
人
会
連
合
会
、
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
報
道
陣
、
雇
用
者

多
数
の
歓
迎
を
受
け
た
。
午
後
三
時
の
受
入
式
を
経
て
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
者
に
引
き
取
ら
れ
て
行
っ
た７
。
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表３　1959年本土集団就職者一覧（浦添関係者）

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備　考

1 ４月４日 男 前　田 不　　明 製パン見習工 みどり屋製パン所 大阪府

2 ５月20日 男 内　間 1942（昭和 17）年 新聞配達員 布施販売所 大阪府大阪市北区 10月3日帰郷

3 ７月30日 女 仲　間 1943（昭和 18）年 動力ミシン工 調子商会新家工場 兵庫県神戸市東灘区

4 女 港　川 1942（昭和 17）年 精練工 片倉工業株式会社関紡績工場 岐阜県関市

5 女 仲　西 1942（昭和 17）年 精練工 片倉工業株式会社関紡績工場 岐阜県関市

6 女 城　間 1942（昭和 17）年 撚糸工、糸操工 中井金糸工業株式会社 奈良県磯城郡三宅村

表４　1960年本土集団就職者一覧（浦添関係者）

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備　考

1 男 仲　間 1932（昭和７）年 運転手 株式会社田中組 東京都墨田区 35年８月１日離職

2 ４月10日 男 宮　城 1938（昭和13）年 工業高校 設計（見） 東京鋼桟（株） 東京都板橋区

3 10月15日 男 宮　城 1940（昭和15）年 首里高校 応研電子 東京都大田区

4 男 屋富祖 1944（昭和19）年 仲西中学校 店員 荒巻庵 神奈川県横須賀市

5 男 城　間 1943（昭和18）年 仲西中学校 店員 旭庵 神奈川県横須賀市

6 男 屋富祖 1944（昭和19）年 仲西中学校 店員 春日野 神奈川県横須賀市

7 女 屋富祖 1938（昭和13）年 北農高校 紡績工 日本製麻株式会社 富山県砺波市

8 男 城　間 1944（昭和19）年 仲西中学校 研磨工 山口研磨工業所 岐阜県関市

9 男 城　間 1944（昭和19）年 仲西中校 店員 賀登光支店 愛知県瀬戸市

10 男 勢理客 1943（昭和18）年 仲西中学校 窯工、製土工 光和陶器（株） 愛知県瀬戸市

11 ９月20日 女 城　間 1943（昭和18）年 与那原中学校 織布準備工 丸今春日井有限会社 愛知県尾西市

12 ９月20日 女 牧　港 1944（昭和19）年 浦添中学校 織布準備工 丸今春日井有限会社 愛知県尾西市

13 ９月20日 女 伊　祖 1941（昭和16）年 浦添中学校 織布準備工 丸今春日井有限会社 愛知県尾西市

14 ９月20日 女 当　山 1944（昭和19）年 浦添中学校 織布準備工 丸今春日井有限会社 愛知県尾西市

15 ４月５日 男 伊　祖 1944（昭和19）年 浦添中学校 製パン見習 木村屋食品工業（株） 大阪府大阪市大淀区

16 10月20日 男 屋富祖 1940（昭和15）年 垣花中校 合板工 北新合板株式会社 大阪府大阪市住吉区

17 女 宮　城 1943（昭和18）年 仲西中校 織物業 小阪織布工場 奈良県大和郡山市

18 女 屋富祖 1944（昭和19）年 仲西中校 撚糸工、糸繰工 中井金糸工業株式会社 奈良県磯城郡三宅村

19 女 城　間 1944（昭和19）年 仲西中校 単労 永曽織布合名会社 奈良県天理市

20 女 仲　西 1943（昭和18）年 西城中校 単労 奥田織布株式会社 奈良県奈良市

21 6月25日 女 勢理客 1939（昭和14）年 福嶺中校 織布工 奥田織布株式会社 奈良県奈良市
永曽織布（合名）
から奥田織布㈱
へ勤務先変更

22 ７月30日 女 港　川 1943（昭和18）年 仲西中校 ミシン下手間工 石井産業（株） 岡山県児島市
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８　
「
本
土
出
張
報
告
―
労
働
問
題
の
折
衝
及
び

本
土
就
職
少
年
少
女
の
事
業
場
視
察
に
つ
い

て
―
」『
琉
球
労
働
』
一
～
三
頁　

第
七
巻

第
二
号
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
十
日

②
一
九
六
〇
年
の
動
向

　

一
九
六
〇
年
は
、
沖
縄
の
労
働
行
政
に
と
っ
て
飛
躍
の
一
歩
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
労
働
省

が
主
催
す
る
全
国
労
働
力
需
給
調
整
会
議
（
全
国
需
給
調
整
会
議
。
以
後
調
整
会
議
を
使
用
）
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
な
が
ら
参
加
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
全
国
と
い
う
広
域
の
労
働
市
場
へ
沖

縄
の
求
職
情
報
が
提
供
さ
れ
、
就
職
先
が
拡
大
し
選
択
肢
が
増
え
就
職
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
と
く

に
、
新
規
学
卒
者
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。

　

最
初
の
集
団
就
職
実
現
に
向
け
調
整
中
に
本
土
労
働
事
情
視
察
（
一
九
五
七
年
十
一
月
三
日
か
ら
十
二

月
一
日
）
で
上
京
中
の
座
間
味
労
働
局
長
と
労
働
省
の
職
業
安
定
局
雇
用
政
策
課
長
と
の
間
で
、
琉
球
か

ら
の
本
土
就
職
斡
旋
が
了
解
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
も
、
引
き
続
き
七
項
目
が
重
点
的

に
折
衝
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
（
二
）
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
「
就
職
の
困
難
な
状
況
か
ら
新
規
学
卒
者
の

本
土
集
団
就
職
の
必
要
性
を
説
明
し
、
本
土
政
府
は
じ
め
各
府
県
の
指
導
及
び
援
助
を
要
請
し
た
と
こ

ろ
、
本
土
の
現
在
の
求
人
ブ
ー
ム
と
琉
球
か
ら
の
集
団
就
職
の
青
少
年
達
の
高
度
の
信
用
を
考
慮
し
、
労

働
省
と
し
て
も
全
国
労
働
力
調
整
会
議
を
通
じ
、
各
府
県
に
呼
び
か
け
、
よ
り
よ
き
職
場
へ
の
斡
旋
を
促

進
す
る
こ
と
に
な
り
、
又
各
府
県
に
お
い
て
も
同
様
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た８
」。
一
九
六
〇
年
九
月
二

日
、
琉
球
民
政
府
労
働
局
職
業
安
定
課
与
儀
清
治
が
調
整
会
議
に
出
席
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
目
覚
ま

し
く
、
こ
の
年
の
求
人
数
は
一
気
に
四
五
〇
〇
人
を
越
え
、
就
職
数
も
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
た
。
こ
れ
は

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
五
九
年
ま
で
の
求
人
数
約
二
〇
〇
〇
人
、
就
職
数
七
〇
〇
人
余
が
そ
れ
ぞ
れ
二
倍

強
、
一
．
三
倍
強
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
就
職
先
府
県
も
こ
れ
ま
で
の
十
四
に
新
た
に
、
埼
玉
、
茨

城
、
三
重
、
新
潟
が
加
わ
り
、
十
八
へ
と
広
が
っ
た
。
調
整
会
議
参
加
の
追
い
風
は
こ
の
年
の
十
二
月
に

本
土
就
職
促
進
会
（
会
長
労
働
局
長
照
屋
盛
通
）
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
も
表
れ
た
。

　

こ
の
年
の
浦
添
か
ら
の
本
土
集
団
就
職
（
表
４
）
は
男
性
十
一
人
女
性
十
一
人
の
計
二
二
人
で
、
人
数

も
職
種
も
二
桁
台
に
入
り
、
就
職
先
も
東
京
、
神
奈
川
と
大
都
市
が
加
わ
っ
た
。
就
職
者
の
年
齢
は
バ
ラ

バ
ラ
で
、
最
高
齢
が
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
生
ま
れ
で
二
八
歳
一
人
、
つ
い
で
一
九
三
八
（
昭
和
十

三
）
年
生
ま
れ
二
二
歳
が
二
人
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
生
ま
れ
二
一
歳
が
一
人
、
一
九
四
〇
（
昭

和
十
五
）
年
生
ま
れ
二
〇
歳
が
二
人
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
生
ま
れ
十
九
歳
が
一
人
、
一
九
四
三
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（
昭
和
十
八
）
年
生
ま
れ
十
七
歳
六
人
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
早
生
ま
れ
四
人
と
、
新
規
学
卒
に

該
当
し
な
い
一
般
の
就
職
が
半
数
を
占
め
た
。
一
九
六
〇
年
の
新
規
中
卒
生
は
一
九
四
四
年
生
ま
れ
で
、

仲
西
中
学
校
か
ら
五
人
が
本
土
就
職
を
果
た
し
た
。
浦
添
で
は
一
九
六
〇
年
に
な
っ
て
、
本
来
の
新
規
中

学
卒
業
生
の
集
団
就
職
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

男
女
別
に
職
種
を
み
る
と
、
男
性
は
運
転
手
、
設
計
見
習
、
合
板
工
、
窯
工
、
製
土
工
、
製
パ
ン
見

習
、
店
員
で
、
女
性
は
紡
績
工
、
織
布
準
備
工
、
撚
糸
工
、
糸
繰
工
、
ミ
シ
ン
下
手
間
工
と
繊
維
関
係
が

定
番
で
あ
る
。
織
布
会
社
に
雇
用
さ
れ
た
女
性
の
単
純
労
働
は
、
織
布
準
備
工
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
仕
事

で
、
実
際
に
布
を
織
る
前
の
糸
の
準
備
や
機
械
の
掃
除
な
ど
だ
ろ
う
。
職
種
と
し
て
の
見
習
い
工
や
、
準

備
工
、
下
手
間
工
、
単
労
（
つ
ま
り
単
純
労
働
）
な
ど
、
お
手
伝
い
的
な
労
働
は
集
団
就
職
の
先
行
き
を

暗
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
単
純
労
働
を
続
け
た
先
に
若
者
が
自
ら
の
人
生
の
希
望
を
開
花
さ
せ

る
道
が
開
け
る
の
か
、
希
望
と
現
実
の
は
ざ
ま
の
厳
し
さ
を
こ
の
職
種
か
ら
は
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
こ
の
年
に
は
浦
添
在
住
で
工
業
高
校
、
農
林
高
校
、
首
里
高
校
卒
業
生
の
就
職
が
み
ら
れ
、
中
学
も

地
元
浦
添
中
四
人
、
仲
西
中
一
〇
人
と
十
四
人
だ
っ
た
が
、
他
に
与
那
原
中
、
垣
花
中
、
福
嶺
中
、
西
城

中
と
浦
添
以
外
の
中
学
校
名
か
ら
、
他
地
区
か
ら
の
浦
添
へ
の
転
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
現

住
字
別
で
は
、
屋
富
祖
五
人
、
城
間
五
人
、
宮
城
三
人
、
勢
理
客
二
人
、
伊
祖
二
人
、
仲
間
、
牧
港
、
当

山
、
仲
西
、
港
川
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
で
あ
る
（
表
５
）
。

③
一
九
六
一
年
の
動
向

　

一
九
六
〇
年
の
全
国
需
給
調
整
会
議
に
労
働
局
が
出
席
し
て
以
降
、
日
本
の
労
働
行
政
の
基
準
を
拠
り

所
に
集
団
就
職
も
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
就
職
希
望
者
は
「
求
人

票
」
で
直
接
求
人
事
業
所
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
七
項
目
に
亘
る
事
業
所
側

の
詳
細
が
書
面
で
確
認
で
き
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
職
業
安
定
所
や
教
師
か
ら
間
接
的
に
得
て
い
た
事
業

所
情
報
を
、
就
職
希
望
当
事
者
が
自
ら
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
事
業
所
選
択
に
役
立
っ
た
。
と
は

い
っ
て
も
、
十
代
の
少
年
少
女
の
進
路
は
、
や
は
り
学
校
を
通
し
て
、
教
師
を
通
し
て
方
向
づ
け
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
は
後
で
述
べ
る
。
ま
た
、
求
人
票
が
給
与
や
就
業
時
間
、
福
利
厚
生
な
ど
詳
細
に
記
さ
れ
た

表５　現住字別本土集団就職者数（1959年−1965年）
渡　航　年 仲間 安波茶 伊祖 牧港 港川 城間 屋富祖 宮城 仲西 小湾 勢理客 内間 沢岻 経塚 前田 西原 当山 大平 総計

1959年（昭和34） 1 1 1 1 1 1 6
1960年（昭和35） 1 2 1 1 5 5 3 1 2 1 22
1961年（昭和36） 2 1 3 2 4 3 1 2 5 2 2 1 2 30
1962年（昭和37） 1 2 4 3 3 8 2 2 3 1 3 1 33
1963年（昭和38） 1 3 3 2 4 3 1 1 3 21
1964年（昭和39） 6 4 11 1 7 8 8 4 1 6 1 1 1 2 3 3 3 70
1965年（昭和40） 4 2 6 1 5 7 9 1 1 1 1 3 2 2 45

16 7 11 24 9 33 27 27 9 6 15 3 4 7 8 9 4 8 227
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表６　1961年本土集団就職者一覧（浦添関係者）

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備　考

1 第１回 ２月25日 男 屋富祖 1942（昭和17）年 工業高校 電工 中国電気工事株式会社 広島県広島市

2 第１回 ２月25日 男 仲　間 1943（昭和18）年 工業高校 電工 中国電気工事株式会社 広島県広島市

3 第４回 ３月17日 女 港　川 1942（昭和17）年 仲西中校 織布見習工 大洋織物 京都府京都市北区

4 第４回 ３月17日 男 勢理客 1942（昭和17）年 商業高校 店員 丹羽衣料 K.K 岐阜県岐阜市

5 第４回 ３月17日 男 勢理客 1942（昭和17）年 沖縄工業高校 金型工 （株）日東成型工業所 大阪府茨木市

6 第４回 ３月17日 男 経　塚 1943（昭和18）年 沖縄工業高校 技術員 中部鋼板株式会社 愛知県名古屋市

7 第４回 ３月17日 男 城　間 1942（昭和17）年 沖縄水産高校 ダイカスト工 岳辺鋳造株式会社 愛知県春日井市

8 第４回 ３月17日 男 城　間 1942（昭和17）年 工業高校 機械電気技術者（株）大興電機製作所 東京都品川区

9 第４回 ３月17日 男 城　間 1942（昭和17）年 工業高校 機械電気技術者（株）大興電機製作所 東京都品川区

10 第５回 ３月26日 男 勢理客 1940（昭和15）年 沖縄工業高校 機械技術者 （株）関ヶ原製作所 岐阜県不破郡関ヶ原町

11 第８回 ４月５日 男 宮　城 1940（昭和15）年 沖縄高校 機械工 武田時計株式会社 愛知県名古屋市

12 第８回 ４月５日 男 牧　港 1944（昭和19）年 伊是名中校 機械工 村瀬製作所 愛知県名古屋市

13 第８回 ４月５日 女 屋富祖 1942（昭和17）年 首里高校 織布見習工 大洋織物（株） 京都府京都市北区

14 第８回 ４月５日 女 牧　港 1944（昭和19）年 浦添中校 組立工 船井軽機株式会社 大阪市生野区

15 第９回 ４月14日 男 屋富祖 1932（昭和７）年 国際短大中退 運転手 日本貨物急送 神奈川県横浜市南区

16 第９回 ４月14日 女 経　塚 1945（昭和20）年 浦添中校 包装工 協和洋行 山梨県甲府市

17 第９回 ４月14日 女 仲　間 1945（昭和20）年 浦添中校 包装工 協和洋行 山梨県甲府市

18 第９回 ４月14日 女 大　平 1945（昭和20）年 浦添中校 包装工 協和洋行 山梨県甲府市

19 第15回 ５月６日 女 勢理客 1943（昭和18）年 仲西中学校 陶工 （有）水源製陶所 三重県四日市市 過年度卒

20 第15回 ５月６日 女 勢理客 1940（昭和15）年 仲西中学校 陶工 （有）水源製陶所 三重県四日市市 過年度卒

21 第15回 ５月６日 女 伊　祖 1942（昭和17）年 浦添中校 製陶工 朝日屋製陶所 三重県四日市市

22 第15回 ５月６日 女 前　田 1941（昭和16）年 浦添中校 紡績工 杉山紡績株式会社 奈良県奈良市 過年度卒

23 第16回 ５月10日 女 仲　西 1944（昭和19）年 仲西中校 織布準備工 春日井毛織株式会社 愛知県尾西市

24 第17回 ５月15日 女 港　川 1941（昭和16）年 那覇高校 ウエイトレス モテル箱根 神奈川県足柄下郡箱根町

25 第21回 ６月16日 男 沢　岻 1942（昭和17）年 浦添中学 塑型製品単労 高井プラスチック製作所株式会社 大阪府茨木市 過年度卒

26 第21回 ６月16日 男 大　平 1943（昭和18）年 浦添中学 塑型製品単労 高井プラスチック製作所株式会社 大阪府茨木市 過年度卒

27 第21回 ６月16日 男 牧　港 1942（昭和17）年 浦添中学 縫製見習 株式会社島田テーラー 香川県高松市 過年度卒

28 第６回 ３月29日 男 城　間 1943（昭和18）年 仲西中校 製壜見習工 興亜硝子 東京都江戸川区

29 第15回 ５月６日 女 沢　岻 1943（昭和18）年 浦添中校 織布準備工 近畿織布株式会社 兵庫県西脇市

30 第20回 ５月30日 女 仲　西 1941（昭和16）年 沖縄工業高校 織布準備工 後藤染工株式会社 兵庫県加西郡泉町 過年度卒
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９　
『
琉
球
労
働
』
第
七
巻
第
二
号　

五
〇
頁　

一
九
六
一
年
五
月
二
〇
日

10　

新
聞
は
未
見
。

こ
と
で
、
現
実
の
労
働
生
活
の
場
で
、
少
年
少
女
に
「
沖
縄
で
の
説
明
と
違
う
」
と
い
う
不
信
感
を
生
み

出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
年
か
ら
集
団
就
職
当
事
者
の
文
章
が
『
琉
球
労
働
』
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え

ば
、
一
九
五
九
年
に
栃
木
に
縫
製
工
と
し
て
渡
っ
た
女
性
た
ち
か
ら
手
紙
と
と
も
に
、
郷
里
の
貧
し
い
同

胞
へ
二
回
目
の
贈
り
物
が
届
け
ら
れ
た
（
一
回
目
は
前
年
）。
こ
れ
ら
の
心
の
こ
も
っ
た
衣
服
は
、
社
会

局
に
よ
り
こ
の
春
集
団
就
職
す
る
後
輩
で
特
に
準
備
で
困
っ
て
い
る
十
五
人
に
贈
ら
れ
た９
。

　

こ
の
年
は
、
一
九
六
二
年
度
の
進
路
指
導
改
訂
を
控
え
て
、
労
働
行
政
と
教
育
界
が
中
卒
生
の
進
路
に

つ
い
て
よ
り
密
接
な
提
携
を
開
始
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
十
一
学
級
以
上
の
独
立
中
学
校
に
進
路
指
導
主

事
が
配
置
さ
れ
、
学
級
活
動
と
し
て
担
任
に
職
業
指
導
が
任
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
の
十
二
月
に
は
新
聞

「
本
土
就
職
」
を
創
刊
す
る
な
ど
、
労
働
局
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る１０
。

　

一
九
六
一
年
に
集
団
就
職
し
た
浦
添
関
係
者
（
表
６
）
は
、
男
性
十
六
人
女
性
十
四
人
の
計
三
〇
人

だ
っ
た
。
一
九
六
一
年
三
月
に
中
学
を
卒
業
す
る
新
規
卒
業
生
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
二
日

か
ら
一
九
四
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で
、
該
当
者
は
三
人
し
か
い
な
い
。
そ
れ
以
外
は
大
学
中
退
一
人
と

高
校
卒
業
生
が
十
三
人
、
中
学
過
年
度
卒
が
十
三
人
み
ら
れ
た
。
最
終
卒
業
校
で
は
、
前
年
の
学
校
に
加

え
て
短
大
中
退
や
那
覇
高
校
、
伊
是
名
中
学
校
卒
業
生
が
お
り
、
工
業
高
校
卒
業
生
が
七
人
も
増
え
た
。

中
・
高
卒
業
生
の
仕
事
に
は
織
布
準
備
工
、
縫
製
見
習
工
、
織
布
見
習
工
、
製
壜
見
習
な
ど
が
め
だ
ち
、

「
準
備
」
や
「
見
習
」
期
間
終
了
後
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
の
か
ど
う
か
不
透
明
な
職
種
は
、
昨
年
に

続
き
み
ら
れ
た
。
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
単
純
労
働
、
つ
ま
り
単
労
は
青
少
年
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
内
容

と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
る
「
働
か
せ
方
」
だ
っ
た
か
ど

う
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
一
九
六
二
年
の
動
向

　

一
九
六
二
年
は
（
表
７
）
出
港
日
付
に
よ
る
と
、
浦
添
関
係
者
の
一
回
目
の
出
発
が
二
月
九
日
、
最
終

の
九
月
二
五
日
ま
で
十
六
回
に
亘
る
分
散
渡
航
で
、
集
団
就
職
完
了
に
半
年
を
要
し
た
。
名
簿
上
で
は
四

一
人
の
応
募
者
の
う
ち
、
重
複
記
載
の
八
人
を
除
き
、
こ
の
年
の
浦
添
関
係
者
は
三
三
人
が
実
際
に
本
土
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就
職
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
六
二
年
は
、
新
規
中
学
校
卒
業
生
と
と
も
に
、
一
般
の
参
加
が
増
え
、
さ
ら
に
現
地
採
用
が
み
ら

れ
た
。
就
職
者
三
三
人
中
備
考
欄
に
記
さ
れ
た
一
般
の
就
職
は
十
二
人
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
の
新
規
中

学
校
卒
業
生
は
一
九
四
六
年
生
ま
れ
が
基
準
で
、
新
規
中
卒
生
は
七
人
、
新
規
高
卒
生
は
五
人
で
あ
る
。

や
は
り
、
こ
の
年
も
新
規
中
卒
生
は
一
桁
に
留
ま
っ
た
。
学
校
別
で
は
、
三
三
人
中
浦
添
中
一
〇
人
、
仲

西
中
十
一
人
、
上
野
中
一
人
、
上
本
部
中
一
人
、
名
護
中
一
人
、
有
銘
中
一
人
、
工
業
高
一
人
、
首
里
高

四
人
、
名
護
高
一
人
、
商
業
高
一
人
、
那
覇
高
一
人
で
、
地
元
中
学
出
身
が
二
一
人
と
半
数
を
超
え
た
。

職
種
別
で
は
男
性
は
特
殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
工
、
機
械
・
溶
接
工
、
整
備
工
、
製
陶
工
、
印
刷
製
造
販

売
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
で
、
女
性
は
紡
績
工
、
バ
ス
車
掌
、
織
布
工
、
織
布
準
備
工
な
ど
で
、
職
種
欄

の
空
白
が
三
人
も
い
た
。
勤
務
地
も
東
京
、
兵
庫
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
岡
山
、
山
梨
、
愛
知
と
こ
れ
ま
で

と
そ
う
変
わ
ら
な
い
。

　

字
別
内
訳
は
、
仲
間
一
人
、
安
波
茶
二
人
、
伊
祖
四
人
、
牧
港
三
人
、
港
川
三
人
、
城
間
八
人
、
屋
富

祖
二
人
、
宮
城
二
人
、
勢
理
客
三
人
、
前
田
一
人
、
西
原
三
人
、
大
平
一
人
で
あ
る
（
表
５
）
。

⑤
一
九
六
三
年
の
動
向

　

こ
の
年
は
、
改
め
て
沖
縄
が
米
軍
支
配
下
に
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
出
来
事
が
、
本
土
集
団
就
職
を

巡
っ
て
起
こ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
集
団
就
職
を
問
題
な
く
許
可
し
て
き
た
よ
う
に
見
え
た
米
民
政
府
が
突

然
「
中
止
」
を
口
頭
で
伝
え
て
き
た
と
、
六
月
二
七
日
の
職
業
安
定
所
長
会
議
の
席
上
照
屋
労
働
局
長
か

ら
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
禁
止
令
は
琉
球
政
府
の
熱
心
な
説
得
で
二
八
日
に
は
解
除
さ
れ
、
実
害
は
出
て
い

な
い
。
大
ま
か
な
禁
止
理
由
は
①
大
部
分
の
職
場
が
低
賃
金
労
働
で
あ
る
②
「
働
き
な
が
ら
勉
強
す
る
、

技
術
を
覚
え
る
」
と
い
う
が
、
現
実
は
流
れ
作
業
に
従
事
し
勉
強
も
出
来
な
い
し
覚
え
る
技
術
も
な
い
。

勤
務
時
間
中
に
技
術
訓
練
や
勉
強
を
さ
せ
る
職
場
は
な
い
③
新
規
中
学
卒
の
十
五
歳
か
ら
十
八
歳
未
満
は

子
ど
も
で
あ
り
一
〇
〇
〇
マ
イ
ル
も
離
れ
た
本
土
職
場
へ
送
る
の
は
か
わ
い
そ
う
で
あ
る
④
沖
縄
労
働
市

場
は
現
在
も
将
来
も
労
働
力
過
剰
に
は
な
ら
な
い
。
経
済
は
成
長
し
つ
つ
あ
り
増
加
す
る
労
働
力
を
吸
収

で
き
る
状
態
に
あ
る
⑤
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
人
口
問
題
は
海
外
雇
用
や
移
民
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表７　1962年本土集団就職者一覧（浦添関係者）

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備考１ 備考２

1 第３回 ２月９日 男 屋富祖 1938（昭和13）年 首里高校 機械工・熔接工 石川島播磨重工業株式会社 東京都江東区 一般
2 第３回 ２月９日 男 牧　港 1941（昭和16）年 名護高校 機械工・熔接工 石川島播磨重工業株式会社 東京都江東区 一般
3 第８回 ４月９日 女 港　川 1946（昭和21）年 仲西中 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市 訓練生28名と一緒
4 第８回 ４月９日 女 宮　城 1946（昭和21）年 仲西中 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市 訓練生28名と一緒
5 第８回 ４月９日 女 港　川 1947（昭和22）年 仲西中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市
6 第８回 ４月９日 女 城　間 1946（昭和21）年 仲西中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市
7 第８回 ４月９日 女 仲　間 1947（昭和22）年 浦添中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市
8 第８回 ４月９日 男 宮　城 1945（昭和20）年 仲西中校 機械工 三和鋼業株式会社 兵庫県姫路市
9 第８回 ４月９日 女 伊　祖 1943（昭和18）年 首里高 織布準備工 共栄織物株式会社 岡山県児島市
10 第９回 ４月15日 男 西　原 1946（昭和21）年 浦添中 電気熔接士 和同建設 神奈川県横須賀市
11 第９回 ４月15日 男 城　間 1946（昭和21）年 仲西中校 整備工 富士建設車輌㈱ 神奈川県横浜市中区
12 第10回 ４月18日 男 西　原 1946（昭和21）年 浦添中 電気熔接士 和同建設 神奈川県横須賀市 取消線
13 第11回 ４月20日 女 仲　間 1947（昭和22）年 浦添中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市 取消線
14 第11回 ４月20日 女 港　川 1943（昭和18）年 那覇高 店員 丸三繊維工業株式会社 岐阜県岐阜市
15 第11回 ４月20日 男 伊　祖 1944（昭和19）年 浦添中校 取消線
16 第12回 ４月27日 男 城　間 1939（昭和14）年 上野中校 東京都港区 一般
17 第12回 ４月27日 女 城　間 1943（昭和18）年 首里高 バス車掌 国際興業株式会社㈱ 東京都中央区
18 第12回 ４月27日 女 城　間 1943（昭和18）年 商業高 バス車掌 国際興業株式会社㈱ 東京都中央区
19 第12回 ４月27日 女 前　田 1945（昭和20）年 浦添中校 包装工 協和洋行 山梨県甲府市 取消線
20 第13回 ５月８日 女 港　川 1943（昭和18）年 那覇高 店員 丸三繊維工業株式会社 岐阜県岐阜市 取消線
21 第13回 ５月８日 女 勢理客 1945（昭和20）年 仲西中 製陶工 水源製陶所 三重県四日市市
22 第13回 ５月８日 女 城　間 1943（昭和18）年 工業高校 製陶工 水源製陶所 三重県四日市市 現採用
23 第14回 ５月10日 女 安波茶 1942（昭和17）年 有銘中校 バス車掌 国際興業株式会社 東京都中央区 取消
24 第17回 5月30日 女 勢理客 1943（昭和18）年 仲西中 製陶工 水源製陶所 三重県四日市市 一般  現地採
25 第17回 5月30日 女 勢理客 1945（昭和20）年 仲西中校 製陶工 水源製陶所 三重県四日市市 現採
26 第17回 5月30日 女 前　田 1945（昭和20）年 浦添中 織布工 泰光織物 兵庫県西脇市
27 第17回 ５月30日 男 伊　祖 1944（昭和19）年 浦添中校 印刷工 中山印刷㈱ 岡山県児島市 一般
28 第19回 ６月25日 女 屋富祖 1943（昭和18）年 上本部中校 織布工 興玉綿業㈱ 兵庫県西脇市 過年度卒
29 第19回 ６月25日 女 大　平 1941（昭和16）年 浦添中校 織布工 泰光織物 兵庫県西脇市 一般
30 第21回 ７月19日 男 城　間 1936（昭和11）年 名護中校 特殊コンクリート製造工 納富土木株式会社 東京都中央区 一般
31 第22回 ７月20日 女 安波茶 1943（昭和18）年 首里高校 織布工 興玉綿業株式会社 兵庫県西脇市
32 第22回 ７月20日 女 屋富祖 1943（昭和18）年 上本部中校 織布工 興玉綿業株式会社 兵庫県西脇市 過年度卒 取消線
33 第23回 ７月30日 男 牧　港 1936（昭和11）年 仲西中校 印刷・製袋販売 東京都紙袋商工協同組合 東京都墨田区 一般・現地採用
34 第23回 ７月30日 男 城　間 1936（昭和11）年 名護中校 特殊コンクリート製造工 納富土木株式会社 東京都中央区 一般 取消線
35 第26回 ８月28日 男 牧　港 1936（昭和11）年 仲西中校 印刷・製袋販売 東京都紙袋商工協同組合 東京都墨田区 一般・現地採用 取消線
36 第27回 ９月２日 女 西原二区 1943（昭和18）年 浦添中校 織布工 勝岡敏織布 兵庫県西脇市 一般
37 第27回 ９月２日 女 城　間 1941（昭和16）年 仲西中校 織布工 勝岡敏織布 兵庫県西脇市 一般
38 第27回 ９月２日 女 伊　祖 1941（昭和16）年 浦添中 織布工 柴田織布 静岡県浜名郡庄内村 一般
39 第27回 ９月２日 女 伊　祖 1941（昭和16）年 浦添中 織布工 柴田織布 静岡県浜名郡庄内村 一般
40 第30回 ９月25日 男 牧　港 1943（昭和18）年 浦添中校 オペレーター 日本道路㈱ 東京都港区
41 第30回 ９月25日 男 西　原 1944（昭和19）年 浦添中校 コンクリート製造工 納富土木株式会社 東京都中央区
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11　
「
真
夏
の
夜
の
夢
」編
集
員
照
屋『
琉
球
労
働
』

九
巻
四
号
、
三
〇
頁
、
一
九
六
三
年
六
月

な
ど
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
大
い
に
外
資
を
導
入
し
島
内
産
業
を
興
す
べ
き
、
と
い
う
五
項
目

を
挙
げ
て
い
る
。
労
働
局
で
は
一
つ
ひ
と
つ
の
項
目
に
反
論
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
な
「
民
政
府
の
指
示

は
職
安
行
政
に
お
け
る
私
共
が
尚
一
層
努
力
し
て
、
良
い
職
場
を
開
拓
し
、
良
い
労
働
条
件
の
下
に
若
い

青
少
年
が
明
る
く
朗
ら
か
に
働
き
か
つ
勉
強
し
て
も
ら
う
こ
と
を
希
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
私
達
の
基

本
方
針
と
合
致
す
る１１
」
と
し
て
当
た
り
障
り
な
く
締
め
て
い
る
。
米
民
政
府
は
、
一
つ
に
は
県
内
の
軍
作

業
要
員
の
欠
乏
を
不
安
視
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
本
土
で
復
帰
運
動
へ
の
関
わ
り
を
強
め
て
し
ま
う
こ
と

へ
の
危
惧
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
も
影
響
し
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
年
の
浦
添
関
係
者
の
本
土
就
職

（
表
８
）
は
は
か
ば
か
し
く
な
い
。
名
簿
登
載
は
四
〇
人
と
前
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
重
複
が
十
九

人
も
み
ら
れ
、
取
消
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
実
際
の
就
職
者
は
二
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先

の
米
民
政
府
の
集
団
就
職
禁
止
理
由
の
②
は
あ
な
が
ち
否
定
は
で
き
な
い
。
④
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
の

沖
縄
で
も
日
本
本
土
の
高
度
経
済
成
長
の
影
響
を
受
け
た
島
内
産
業
が
盛
況
を
み
せ
、
県
内
労
働
市
場
を

拡
大
さ
せ
て
い
た
。
求
人
・
就
職
と
も
そ
こ
に
大
き
く
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
中
学
卒
業
生
の
高

校
進
学
率
の
上
昇
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
一
人
の
最
終
卒
業
校
は
浦
添
中
学
校
七
人
、
仲
西
中
学
校
五
人
、
仲
西
小
学
校
一
人
、
ほ
か
伊
江
中

二
人
、
真
和
志
中
、
首
里
高
校
、
那
覇
定
時
制
高
校
、
沖
縄
高
校
、
沖
縄
水
産
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず

つ
、
不
明
が
一
人
だ
っ
た
。
字
別
（
表
５
）
で
は
、
宮
城
四
人
、
城
間
・
安
波
茶
・
勢
理
客
・
西
原
が
そ

れ
ぞ
れ
三
人
ず
つ
で
、
屋
富
祖
二
人
、
そ
の
他
前
田
・
経
塚
・
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
だ
っ
た
。
職

種
別
で
は
、
女
性
は
繊
維
関
係
の
他
に
看
護
婦
、
車
掌
が
加
わ
り
、
男
性
は
建
設
会
社
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
、
仕
上
げ
機
械
工
、
医
療
技
術
員
、
め
ず
ら
し
い
と
こ
ろ
で
は
の
し
い
か
加
工
係
や
酒
造
会
社
の
壜

詰
工
が
あ
っ
た
。

⑥
一
九
六
四
年
と
一
九
六
五
年
の
動
向

　

本
論
執
筆
の
資
料
で
あ
る
公
文
書
館
所
蔵
の
本
土
（
集
団
）
就
職
名
簿
（
浦
添
関
係
者
）
の
一
九
六
四

年
と
一
九
六
五
年
の
資
料
取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
公
文
書
館
の
フ
ァ
イ
ル
の
タ
イ
ト
ル
に
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表８　1963年本土集団就職者一覧（浦添関係者）

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備考１ 備考２

1 12月31日 女 前　田 1939（昭和14）年 浦添中校 紡績工 関西紡績株式会社 大阪府岸和田市 現採・一般
2 12月31日 女 宮　城 1946（昭和21）年 仲西中校 紡績工 関西紡績株式会社 大阪府岸和田市 現採・一般
3 12月23日 女 経　塚 1942（昭和17）年 首里高校 見習看護婦 橋爪医院 神奈川県川崎市
4 12月５日 女 西　原 1943（昭和18）年 浦添中校 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市 一般・取消
5 ９月21日 男 城　間 1943（昭和18）年 オペレーター 秋島建設株式会社 東京都豊島区 一般
6 ９月８日 男 城　間 1943（昭和18）年 中央高校 オペレーター 秋島建設株式会社 東京都豊島区 一般・個人赴任 取消線
7 ７月19日 女 屋富祖 1947（昭和22）年 仲西中校 紡績工 近藤紡績株式会社 愛知県碧海郡桜井町 現地採用６．５ 取消線
8 ７月19日 女 屋富祖 1947（昭和22）年 仲西中校 紡績工 近藤紡績株式会社 愛知県碧海郡桜井町 現地採用６．５ 取消線
9 ６月10日 女 屋富祖 1947（昭和22）年 仲西中校 紡績工 近藤紡績株式会社 愛知県碧海郡桜井町 現地採用６．５ 取消線
10 ６月10日 女 屋富祖 1947（昭和22）年 仲西中校 紡績工 近藤紡績株式会社 愛知県碧海郡桜井町 現地採用６．５ 取消線
11 ６月10日 女 城　間 1946（昭和21）年 仲西中校 織布工 高平織布有限会社 兵庫県西脇市 一般 取消線
12 ５月20日 男 経　塚 1943（昭和18）年 浦添中校 機械単労 日生機械工業株式会社 大阪府大阪市東淀川区 一般 取消線
13 ４月19日 男 城　間 1943（昭和18）年 沖縄高校 医療技術員 石川病院 栃木県宇都宮市 取消線
14 ４月19日 女 安波茶 1943（昭和18）年 那覇高定時制 車掌 国際興業株式会社 東京都中央区 一般
15 ４月７日 男 仲　間 1947（昭和22）年 浦添中学校 仕上及機械工 株式会社吉田製作所川口工場 埼玉県川口市 現地購入
16 ４月７日 男 城　間 1943（昭和18）年 沖縄高校 医療技術員 石川病院 栃木県宇都宮市
17 ４月７日 男 宮　城 1943（昭和18）年 水産高 包装工 清水包装株式会社 静岡県清水市 取消線
18 ４月７日 女 勢理客 1940（昭和15）年 伊江中 車掌 国際興業 KK 東京都中央区
19 ４月７日 女 勢理客 1941（昭和16）年 伊江中 車掌 国際興業 KK 東京都中央区
20 ３月30日 女 宮　城 1946（昭和21）年 仲西中学校 織布工 藤定織物株式会社 兵庫県西脇市 取消線
21 ３月30日 女 屋富祖 1943（昭和18）年 仲西中学校 織布工 泰光織物株式会社 兵庫県西脇市 一般
22 ３月30日 女 安波茶 1943（昭和18）年 浦添中学校 織布工 泰光織物株式会社 兵庫県西脇市 一般
23 ３月30日 男 城　間 1944（昭和19）年 仲西中学校 織布工 藤原薫織布株式会社 兵庫県西脇市 一般
24 ３月25日 男 前　田 1947（昭和22）年 浦添中校 機械工 株式会社吉田製作所川口工場 埼玉県川口市 取消線
25 ３月25日 男 安波茶 1947（昭和22）年 浦添中校 機械工 株式会社吉田製作所川口工場 埼玉県川口市
26 ３月25日 男 勢理客 1947（昭和22）年 真和志中校 機械工 相沢鉄工所 埼玉県川口市
27 ３月25日 男 仲　間 1947（昭和22）年 真和志中校 機械工 相沢鉄工所 埼玉県川口市 取消線
28 ３月25日 男 城　間 1947（昭和22）年 仲西中 機械工 吉田製作所 埼玉県川口市 取消線
29 ３月25日 男 仲　間 1947（昭和22）年 浦添中学校 仕上及機械工 株式会社吉田製作所川口工場 埼玉県川口市 取消線
30 ３月17日 女 西　原 1947（昭和22）年 浦添中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市
31 ３月17日 女 西　原 1947（昭和22）年 浦添中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市
32 ３月17日 男 牧　港 1947（昭和22）年 浦添中校 工員 森下黄銅鋲螺株式会社 大阪府大阪市天王寺区 取消線
33 ３月17日 男 仲　間 1947（昭和22）年 浦添中校 工員 森下黄銅鋲螺株式会社 大阪府大阪市天王寺区 取消線
34 ３月17日 男 牧　港 1947（昭和22）年 浦添中校 工員 森下黄銅鋲螺株式会社 大阪府大阪市天王寺区 取消線
35 ３月17日 男 城　間 1947（昭和22）年 浦添中校 工員 森下黄銅鋲螺株式会社 大阪府大阪市天王寺区 取消線
36 ３月17日 男 城　間 1943（昭和18）年 沖縄水産高校 組立工 小比賀製作所 大阪府寝屋川市 取消線
37 ３月17日 女 宮　城 1946（昭和21）年 仲西中 織布工 藤定織物 兵庫県西脇市
38 ３月17日 女 屋富祖 1947（昭和22）年 仲西中校 織布工 藤定織物 兵庫県西脇市
39 ３月10日 男 宮　城 1942（昭和17）年 沖縄水産高 のしいか加工係 日本食品株式会社 神奈川県茅ヶ崎市
40 ２月26日 男 宮　城 1947（昭和22）年 仲西小校 壜詰工 中央酒造株式会社 京都府京都市伏見区
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表９　1964年本土集団就職者一覧（浦添関係者）その１

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備考１ 備考２

1 10月30日 男 宮　城 1941（昭和16）年 与那原中校 包装工 日本農薬㈱ 埼玉県北足立郡戸田町 一般
2 ２月５日 男 屋富祖 1944（昭和19）年 那覇中 包装工 日本農薬㈱ 埼玉県北足立郡戸田町 一般
3 ４月29日 男 城　間 1944（昭和19）年 沖縄水産高 機械工 勢能体育用品㈱ 東京都葛飾区 学卒 昭和40年7月20日退職

4 ４月23日 男 宮　城 1948（昭和23）年 仲西中 機械工 勢能体育用品㈱ 東京都葛飾区 学卒 昭和40年7月27日退職

5 11月24日 男 牧　港 1948（昭和23）年 浦添中校 成型工 玉川合成樹脂㈱ 東京都世田谷区 一般 昭和40年7月20日退職

6 10月10日 男 牧　港 1940（昭和15）年 崎本部中校 プレス工 東京プレス工業㈱ 東京都江東区 一般
7 10月10日 男 港　川 1938（昭和13）年 工業高校 プレス工 東京プレス工業㈱ 東京都江東区 一般
8 ４月23日 男 仲　西 1949（昭和24）年 仲西中 機械工見習 八汐計器製作所 東京都大田区 学卒
9 ４月２日 男 城　間 1944（昭和19）年 水産高 電気工 目黒通信第一建設㈱ 東京都北多摩郡狛江町 学卒 昭和40年8月20日

10 10月21日 女 西　原 1942（昭和17）年 浦添中校 包装工 東洋果汁㈱ 東京都北区 一般
11 ６月23日 男 屋富祖 1946（昭和21）年 機械工 日産自動車株式会社 神奈川県横浜市神奈川区
12 ６月23日 男 牧　港 1945（昭和20）年 機械工 日産自動車株式会社 神奈川県横浜市神奈川区
13 ６月23日 男 西原一区 1942（昭和17）年 機械工 日産自動車株式会社 神奈川県横浜市神奈川区
14 ９月16日 男 牧　港 1942（昭和17）年 名護高校 機械工 大日日本電線㈱ 神奈川県川崎市 一般 昭和40年4月10日退職

15 ９月16日 男 経　塚 1941（昭和16）年 沖縄高校 機械工 大日日本電線㈱ 神奈川県川崎市 一般
16 ９月16日 男 伊　祖 1944（昭和19）年 浦添中校 撚線工 大日日本電線㈱ 神奈川県川崎市 一般
17 ９月６日 女 前　田 1947（昭和22）年 浦添中校 組立工 日本電気㈱ 神奈川県川崎市 一般
18 ９月６日 女 勢理客 1947（昭和22）年 仲西中校 組立工 日本電気㈱ 神奈川県川崎市 一般
19 ４月23日 女 仲　間 1943（昭和18）年 浦添中 組立工 日本電気株式会社玉川事務所 神奈川県川崎市 一般
20 ４月23日 女 仲　間 1944（昭和19）年 浦添中 組立工 日本電気株式会社玉川事務所 神奈川県川崎市 一般
21 ４月10日 男 仲　間 1945（昭和20）年 糸満高 給油係 東神油業㈱ 神奈川県横浜市鶴見区 学卒
22 ４月27日 女 仲　間 1948（昭和23）年 浦添中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市 学卒
23 ４月27日 女 仲　間 1948（昭和23）年 浦添中 紡績工 東海レイヨン株式会社 愛知県一宮市 学卒
24 ４月５日 女 当　山 1948（昭和23）年 浦添中 紡績工 近藤紡績所津島工場 愛知県海部郡佐尾町 学卒
25 ４月５日 女 伊　祖 1948（昭和23）年 浦添中 紡績工 近藤紡績所津島工場 愛知県海部郡佐尾町 学卒
26 ４月20日 男 勢理客 1943（昭和18）年 北農高 自動車製造工 トヨタ自動車工業㈱ 愛知県豊田市 一般
27 ４月10日 男 宮　城 1944（昭和19）年 石川高 自動車製造工 トヨタ自動車工業㈱ 愛知県豊田市 学卒 昭和39年5月6日退職

28 12月10日 男 沢　岻 1938（昭和13）年 浦添中校 機械工 愛知工業㈱ 愛知県刈谷市 一般
29 ８月15日 男 牧　港 1938（昭和13）年 浜中校 機械工 愛知工業㈱ 愛知県刈谷市 一般
30 ８月15日 男 伊　祖 1944（昭和19）年 工業高校 機械工 愛知工業㈱ 愛知県刈谷市 一般
31 ５月１日 女 仲　間 1945（昭和20）年 浦添中 電気器具製造工 三菱電機㈱ 兵庫県尼崎市 一般
32 ５月１日 女 牧　港 1944（昭和19）年 知念高 電気器具製造工 三菱電機㈱ 兵庫県尼崎市 一般 昭和40年8月31日退職

33 ５月１日 女 城　間 1945（昭和20）年 安波中 電気器具製造工 三菱電機㈱ 兵庫県尼崎市 一般 昭和40年8月■日退職

34 12月20日 男 大　平 1938（昭和13）年 浦添中校 圧延工 尼崎製鉄㈱ 兵庫県尼崎市 一般
35 ７月６日 男 当　山 1936（昭和11）年 浦添中 圧延工 尼崎製鉄㈱ 兵庫県尼崎市 一般
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表９　1964年本土集団就職者一覧（浦添関係者）その２

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備考１ 備考２

36 ５月26日 男 大　平 1943（昭和18）年 ■■■ 運転手 久保田鉄工 兵庫県尼崎市 一般
37 ５月26日 男 大　平 1943（昭和18）年 浦添中 運転手 久保田鉄工 兵庫県尼崎市 一般
38 11月25日 男 勢理客 1942（昭和17）年 東中校 運転手 丸十運送㈱ 岡山県岡山市 一般 退職
39 11月25日 男 仲　西 1934（昭和９）年 伊江中校 運転手 丸十運送㈱ 岡山県岡山市 一般 退職
40 ４月20日 女 屋富祖 1945（昭和20）年 中農高 紡績工 山陽紡績㈱ 岡山県玉島市 学卒 昭和40年2月19日退職

41 12月20日 女 宮　城 1943（昭和18）年 祖納中 紡績工 関西紡績株式会社 大阪府岸和田市 一般
42 ３月26日 女 前　田 1945（昭和20）年 ■■中 紡績工 帝国産業株式会社 大阪府貝塚市 一般 昭和40年7月25日退職

43 ９月４日 女 屋富祖 1943（昭和18）年 仲西中校 紡績工 中國紡績 大阪府岸和田市 一般
44 10月30日 女 屋富祖 1948（昭和23）年 仲西中校 織布工 帯谷織布 大阪府貝塚市 一般
45 10月17日 女 牧　港 1947（昭和22）年 浦添中校 織布工 帯谷織布 大阪府貝塚市 一般
46 ９月４日 女 城　間 1946（昭和21）年 仲西中校 紡績工 山忠綿良株式会社 大阪府岸和田市 一般
47 10月17日 男 屋富祖 1943（昭和18）年 那覇中校 機械工 和気産業株式会社 大阪府大阪市大正区 一般
48 10月30日 女 屋富祖 1946（昭和21）年 渡名喜中校 紡績工 南海毛糸紡績株式会社 大阪府泉北郡高名町 一般
49 10月30日 女 牧　港 ■■年 普天間中校 紡績工 南海毛糸紡績株式会社 大阪府泉北郡高名町 一般
50 10月17日 女 当　山 1943（昭和18）年 宮古高校 紡績工 南海毛糸紡績株式会社 大阪府泉北郡高名町 一般
51 ４月27日 女 西　原 1949（昭和24）年 浦添中 紡績工 森田紡績株式会社 大阪府和泉市 学卒
52 ４月27日 女 牧　港 1948（昭和23）年 浦添中 紡績工 森田紡績株式会社 大阪府和泉市 学卒
53 ４月１日 女 勢理客 1948（昭和23）年 仲西中 製造工 芦森工業株式会社 大阪府三島郡三島町 学卒
54 ４月１日 女 城　間 1948（昭和23）年 仲西中 製造工 芦森工業株式会社 大阪府三島郡三島町 学卒
55 ４月１日 女 城　間 1948（昭和23）年 仲西中 製造工 芦森工業株式会社 大阪府三島郡三島町 学卒
56 ４月１日 女 仲　西 1949（昭和24）年 仲西中 製造工 芦森工業株式会社 大阪府三島郡三島町 学卒
57 ４月１日 女 内　間 1948（昭和23）年 仲西中 製造工 芦森工業株式会社 大阪府三島郡三島町 学卒 昭和40年9月4日退職

58 ９月４日 女 勢理客 1946（昭和21）年 伊江中校 紡績工 久大紡績株式会社 大阪府寝屋川市 一般
59 11月25日 女 小　湾 1946（昭和21）年 仲西中校 紡績工 石津紡績株式会社 大阪府堺市 一般
60 ４月27日 男 仲　西 1942（昭和17）年 仲西中 圧延工 和宇慶組株式会社 大阪府大阪市大正区 一般
61 ４月１日 男 宮　城 1947（昭和22）年 仲西中 圧延工 和宇慶組株式会社 大阪府大阪市大正区 学卒
62 ３月26日 男 宮　城 1941（昭和16）年 稲嶺中 圧延工 和宇慶組株式会社 大阪府大阪市大正区 一般
63 ８月15日 男 宮　城 1937（昭和12）年 普天間高校 運転手 日本通運株式会社 大阪府大阪市北区 一般 退職。昭和39年12月24日

64 ７月24日 男 屋富祖 1937（昭和12）年 那覇高校 運転手 日本通運株式会社 大阪府大阪市北区 一般 退職。昭和39年9月15日

65 ５月30日 男 伊　祖 1938（昭和13）年 南農高 運転手 日本通運株式会社大阪支店 大阪府大阪市北区 一般 退職。昭和39年9月15日

66 ５月30日 男 牧　港 1941（昭和16）年 宮古定高 運転手 日本通運株式会社大阪支店 大阪府大阪市北区 一般
67 ５月30日 男 牧　港 1940（昭和15）年 城辺中禧 運転手 日本通運株式会社大阪支店 大阪府大阪市北区 一般
68 ５月30日 男 城　間 1942（昭和17）年 八農高 運転手 日本通運株式会社大阪支店 大阪府大阪市北区 一般 退職。昭和40年4月28日
69 ５月26日 男 勢理客 1939（昭和14）年 実務学校 運転手 日本通運株式会社 大阪府大阪市北区 一般 退職。昭和39年
70 ５月26日 男 宮　城 1940（昭和15）年 仲西中 運転手 日本通運株式会社 大阪府大阪市北区 一般 退職。昭和39年
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12　
「
本
土
就
職
児
に
村
か
ら
餞
別
」『
広
報
う
ら

そ
え
』
第
五
六
号
、
一
九
六
四
年
二
月
十
五

日

は
一
九
六
四
年
と
あ
る
が
、
一
九
六
四
年
と
一
九
六
五
年
の
出
港
者
が
分
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
綴
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
全
体
で
一
一
七
人
の
登
載
の
う
ち
、
明
確
な
一
九
六
四
年
出
港
者
は
七
〇
人
目
ま
で

で
、
そ
れ
以
後
は
出
発
日
の
記
載
が
な
く
、
一
九
六
五
年
の
日
付
印
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ス
タ
ン
プ
の
日
付
が
出
発
日
と
判
断
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
ご
と
に
概
観
す
る
。

　

一
九
六
四
年
は
（
表
９
）
、
七
〇
人
中
取
り
消
し
や
明
ら
か
な
重
複
記
載
も
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
う
ち

一
般
が
四
八
人
、
学
卒
者
が
十
九
人
、
不
明
が
三
人
で
あ
る
。
新
規
学
卒
者
十
九
人
の
最
終
卒
業
校
の
内

訳
は
、
中
学
校
卒
業
生
が
十
四
人
、
高
校
・
実
務
学
校
卒
業
が
合
わ
せ
て
五
人
で
あ
る
。
中
学
校
内
訳
は

浦
添
中
六
人
、
仲
西
中
八
人
で
浦
添
の
中
学
校
在
籍
者
が
占
め
て
い
た
。

　

一
般
が
約
七
〇
％
を
占
め
た
こ
の
年
の
就
職
者
は
、
そ
の
年
か
ら
翌
年
の
九
月
ま
で
に
中
学
卒
業
二

人
、
高
校
卒
業
四
人
、
一
般
十
三
人
の
合
計
十
九
人
が
退
職
し
て
い
る
。

　

こ
の
年
、
山
城
興
太
郎
村
長
は
今
春
中
学
校
を
卒
業
し
本
土
就
職
に
向
か
う
十
六
人
（
浦
添
中
六
人
、

仲
西
中
一
〇
人
）
に
せ
ん
べ
つ
を
贈
り
、
門
出
を
祝
っ
て
い
る１２
。
先
の
名
簿
登
載
人
数
で
は
仲
西
中
卒
が

二
人
減
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
五
年
は
（
表
10
）
、
名
簿
搭
載
は
四
七
人
、
取
り
消
し
が
二
人
で
、
実
際
に
就
職
に
向
か
っ
た

者
は
四
五
人
と
思
わ
れ
、
前
年
七
〇
人
に
比
べ
大
幅
な
減
少
で
あ
る
。
備
考
欄
に
学
卒
の
記
載
は
な
い

が
、
こ
の
年
は
、
一
九
四
九
年
四
月
二
日
か
ら
一
九
五
〇
年
四
月
一
日
に
誕
生
し
た
者
が
標
準
的
な
新
規

中
学
校
卒
業
生
に
当
た
る
。
取
り
消
し
後
の
名
簿
か
ら
こ
の
間
に
誕
生
し
た
者
を
抽
出
す
る
と
二
九
人

で
、
学
校
別
で
は
、
仲
西
中
学
校
卒
業
生
十
四
人
、
浦
添
中
学
校
卒
が
十
三
人
、
読
谷
中
と
古
蔵
中
学
校

卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
、
浦
添
全
体
で
は
新
規
中
学
校
卒
業
生
が
六
〇
％
を
超
え
た
。

　

こ
の
年
の
七
月
二
二
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
浦
添
中
学
校
校
長
親
富
祖
永
吉
が
、
教
育
視
察
の
途
上

神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
の
四
府
県
の
八
事
業
所
を
訪
問
し
、
日
本
本
土
で
働
く
教
え
子
た
ち
を
激

励
し
て
い
る
。

（
三
）
本
土
集
団
就
職
の
全
体
の
動
向

　

こ
れ
ま
で
は
、
浦
添
関
係
者
が
明
示
さ
れ
た
資
料
（
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
五
年
分
）
を
基
に
分
析

近藤紡績の工場内風景（愛知県碧海郡・1964年）
親富祖永吉氏提供

激励に訪れた中学校の校長先生と。
彼女たちのエプロンのように見えるものは、か
らまった糸を切る道具や糸くずを入れる袋。
（林紡績、1965年）　親富祖永吉氏提供

森田紡績での作業風景
（大阪府和泉市、1964年）
親富祖永吉氏提供
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表10　1965年本土集団就職者一覧（浦添関係者）

回 出港日 性別 現住字 生　　年 最　終
卒業校 職　　種 事業所名 事業所の

所 在 地 備考１ 備考２

1 女 宮　城 1945（昭和20）年 久高中校 紡績工 丸武紡績株式会社 愛知県常滑市 一般
2 男 牧　港 1943（昭和18）年 沖縄高 自動車製造工 トヨタ自動車工業株式会社 愛知県豊田市 一般
3 女 勢理客 1948（昭和23）年 伊野波中 紡績工 東海レイヨン 愛知県一宮市 一般
4 女 仲　間 1949（昭和24）年 浦添中 紡績工 近藤紡績所津島紡績 KK 愛知県海部郡佐尾町
5 女 仲　間 1950（昭和25）年 浦添中 紡績工 近藤紡績所津島紡績 KK 愛知県海部郡佐尾町
6 女 前　田 1949（昭和24）年 浦添中 紡績工 近藤紡績所津島紡績 KK 愛知県海部郡佐尾町
7 女 仲　間 1949（昭和24）年 浦添中 紡績工 近藤紡績所津島紡績 KK 愛知県海部郡佐尾町
8 男 港　川 1946（昭和21）年 中央高 機械工（検査、機械運転士）尼崎製鉄株式会社 兵庫県尼崎市
9 男 前　田 1949（昭和24）年 浦添中 調理見習 株式会社主婦の店ダイエ 兵庫県西宮市
10 男 大　平 1949（昭和24）年 浦添中 調理見習 株式会社主婦の店ダイエ 兵庫県西宮市
11 女 経　塚 1945（昭和20）年 首里高 製造工 三菱電機株式会社伊丹製作所 兵庫県尼崎市
12 男 宮　城 1950（昭和25）年 仲西中 機械工 八汐計器製作所 東京都大田区
13 男 城　間 1950（昭和25）年 仲西中 機械工 八汐計器製作所 東京都大田区
14 女 勢理客 1946（昭和21）年 沖縄高 組立員 昭和無線工業 KK 東京都品川区 取消線
15 男 勢理客 1946（昭和21）年 沖縄高 プレス工 東京プレス工業株式会社 東京都江東区 取消線
16 男 城　間 1949（昭和24）年 仲西中 機械工 勢能体育用品株式会社 東京都葛飾区
17 女 安波茶 1950（昭和25）年 読谷中 組立工 日本電気 KK 神奈川県川崎市
18 女 経　塚 1950（昭和25）年 浦添中 組立工 日本電気 KK 神奈川県川崎市
19 女 大　平 1949（昭和24）年 浦添中 組立工 日本電気 KK 神奈川県川崎市
20 女 牧　港 1949（昭和24）年 浦添中 組立工 日本電気 KK 神奈川県川崎市
21 女 屋富祖 1949（昭和24）年 仲西中 組立工 日本電気
22 女 屋富祖 1949（昭和24）年 仲西中 組立工 日本電気
23 女 仲　西 1947（昭和22）年 小禄中 組立工 日本電気
24 女 城　間 1950（昭和25）年 古蔵中 組立工 日本電気 神奈川県川崎市
25 男 牧　港 1943（昭和18）年 首里高校 自動車製造工 日産自動車株式会社 神奈川県横浜市神奈川区 一般
26 男 屋富祖 1949（昭和24）年 仲西中 プレス　溶接 啓愛社 神奈川県横浜市戸塚区
27 女 宮　城 1949（昭和24）年 仲西中 製造工 芦森工業KK 大阪府三島郡三島町
28 女 牧　港 1949（昭和24）年 仲西中 製造工 芦森工業 KK 大阪府三島郡三島町
29 女 宮　城 1949（昭和24）年 仲西中 製造工 芦森工業 KK 大阪府三島郡三島町
30 女 城　間 1949（昭和24）年 仲西中 紡績工 森田紡績 KK 大阪府和泉市
31 女 牧　港 1949（昭和24）年 仲西中 紡績工 森田紡績 KK 大阪府和泉市
32 女 沢　岻 1950（昭和25）年 浦添中 紡績工 森田紡績 KK 大阪府和泉市
33 女 経　塚 1949（昭和24）年 浦添中 紡績工 森田紡績 KK 大阪府和泉市
34 男 牧　港 1946（昭和21）年 沖縄水産高 蒲鉾製造工 矢野蒲鉾株式会社 大阪府大阪市西淀川区
35 男 仲　間 1949（昭和24）年 浦添中 調理見習 株式会社一富士 大阪府大阪市福島区
36 男 安波茶 1950（昭和25）年 浦添中 調理見習 株式会社一富士 大阪府大阪市福島区
37 男 屋富祖 1947（昭和22）年 仲西中 調理係 株式会社一富士 大阪府大阪市福島区
38 女 屋富祖 1943（昭和18）年 上本部中 紡績工 東邦紡績株式会社 大阪府泉南郡泉南町
39 女 宮　城 1945（昭和20）年 伊良部中 紡績工 旭紡績株式会社 大阪府泉南郡泉南町 一般
40 女 宮　城 1949（昭和24）年 仲西中 紡績工 旭紡績株式会社 大阪府泉南郡泉南町
41 男 城　間 1947（昭和22）年 興南高校 製造工 カステラの長崎本舗 大阪府大阪市南区 一般
42 女 内　間 1948（昭和23）年 西原中校 紡績工 石津紡績㈱ 大阪府堺市 一般
43 女 宮　城 1949（昭和24）年 仲西中 織布工 帯合織布㈱ 大阪府貝塚市
44 女 屋富祖 1949（昭和24）年 仲西中 紡績工 関西紡績 KK 大阪府岸和田市
45 女 宮　城 1949（昭和24）年 仲西中 紡績工 関西紡績 KK 大阪府岸和田市
46 女 宮　城 1947（昭和22）年 商業定時 紡績工 山本織物㈱ 大阪府
47 女 屋富祖 1947（昭和22）年 仲西中校 紡績工 山本織物㈱ 大阪府
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13　

custom
s

（
税
関
）、im

m
igration

（
出
入
国
）、

quarantine

（
検
疫
）
の
審
査
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
、
出
入
国
手
続
き
の
総
称

14　
「
沖
縄
か
ら
本
土
就
職
者
計
画
輸
送
実
施
要

領
」
沖
縄
県
公
文
書
館
蔵

15　

集
団
求
人
の
就
職
者
体
験
記
労
働
大
臣
賞
作

品
「
富
士
山
の
よ
う
に
」
与
那
覇
光
子
、『
琉

球
労
働
』
第
七
巻
第
二
号
、三
六
～
三
七
頁
、

一
九
六
〇
年
十
二
月

16　
『
沖
縄
出
身
本
土
就
職
青
少
年
に
関
す
る
意

識
調
査
報
告
書
』
沖
縄
協
会
、
一
九
七
四
年

を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
以
後
は
、
沖
縄
か
ら
の
本
土
集
団
就
職
全
体
を
概
観
す
る
。

　

飛
行
機
渡
航
普
及
し
な
い
当
時
、
本
土
集
団
就
職
は
船
の
出
港
に
合
わ
せ
て
一
般
乗
客
と
同
船
す
る
分

散
渡
航
だ
っ
た
。
運
賃
は
雇
用
者
が
船
会
社
に
支
払
う
が
、
ド
ル
建
て
の
沖
縄
と
日
本
円
の
本
土
と
の
間

で
何
か
と
不
便
だ
っ
た
。
一
九
六
六
年
か
ら
は
、
琉
球
政
府
労
働
局
・
沖
縄
旅
行
社
・
日
本
交
通
公
社
の

三
者
の
連
携
に
よ
り
計
画
輸
送
が
実
施
さ
れ
、
輸
送
に
関
わ
る
実
務
は
、
旅
行
会
社
に
委
譲
さ
れ
た
。
計

画
輸
送
を
請
け
負
っ
た
沖
縄
旅
行
社
は
日
本
交
通
公
社
と
の
間
に
本
土
受
け
入
れ
斡
旋
の
覚
書
を
交
わ
し

た
。
計
画
輸
送
の
対
象
は
、
新
規
中
・
高
卒
業
生
の
他
に
季
節
工
な
ど
の
一
般
就
職
者
も
含
ま
れ
た
。
新

規
学
卒
者
は
こ
の
計
画
輸
送
に
同
意
し
た
事
業
所
に
就
職
す
る
中
・
高
校
と
限
定
さ
れ
、
輸
送
責
任
は

「
本
土
着
地
港
下
船
時
ま
で
」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
他
詳
細
は
①
赴
任
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
を
含
め

た
渡
航
手
続
き
一
切
②
沖
縄
に
於
け
る
乗
船
斡
旋
③
赴
任
者
へ
の
渡
航
手
続
き
案
内
④
琉
球
政
府
労
働

局
、
法
務
局
出
入
管
理
庁
そ
の
他
、
Ｃ
・
Ｉ
・
Ｑ１３
と
の
連
携
⑤
乗
船
券
の
発
行
及
び
決
算
業
務
⑥
職
業
安

定
所
機
関
よ
り
要
請
が
あ
る
場
合
の
引
率
添
乗
⑦
本
土
公
社
と
の
業
務
な
ど
七
項
目
の
連
携
が
挙
げ
ら
れ

た
。
就
職
者
五
〇
人
に
つ
き
添
乗
員
一
人
が
付
き
添
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た１４
。

　

一
九
七
〇
年
、
日
本
復
帰
を
前
に
労
働
局
は
県
内
新
規
学
卒
者
の
初
任
給
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
①
中
・
高
・
大
の
各
階
層
で
性
別
格
差
が
み
ら
れ
る
②
学
歴
別
の
格
差
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

③
本
土
就
職
者
と
の
格
差
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
表
11
・
12
・
13
）
。

　

男
女
別
格
差
は
如
実
で
あ
り
、
中
卒
は
さ
ら
に
そ
の
差
が
大
き
い
。
明
ら
か
に
沖
縄
の
初
任
給
は
低

く
、
極
言
す
れ
ば
中
卒
で
集
団
就
職
に
出
た
場
合
は
二
〇
％
も
初
任
給
が
上
が
る
計
算
に
な
る
。
し
か

し
、
真
剣
に
本
土
就
職
を
考
え
て
郷
里
を
出
て
来
た
沖
縄
の
青
少
年
は
、
全
て
に
お
い
て
金
で
処
理
さ
れ

る
本
土
で
の
生
活
に
と
ま
ど
い
を
覚
え
た
よ
う
だ
。「
現
在
の
収
入
は
三
千
円
、
大
学
の
学
費
年
額
は
九

千
六
百
円
、
副
教
材
費
年
額
二
千
四
百
円
そ
の
他
ス
ク
ー
リ
ン
グ
へ
通
う
た
め
の
交
通
費
を
払
う
た
め
に

は
月
給
三
千
円
で
は
足
り
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん１５
」
、
ま
た
冬
服
の
準
備
な
ど
も
必
要
で
、
夢
実
現
は
相

当
な
自
己
抑
制
を
強
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

社
団
法
人
沖
縄
協
会
（
会
長
大
浜
信
泉
）
は
、
総
理
府
委
託
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
沖
縄
出
身
本
土
就

職
青
少
年
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
実
施
し
た１６
。
実
施
期
間
は
復
帰
後
の
一
九
七
三
年
十
二
月
一
〇
日
か

表11　沖縄内新規学卒者の初任給（1970年4月末現在）
　　　　―男性を100とした場合の女性の初任給

中　卒 高　卒 短大卒 大学卒
男 100 100 100 100
女 87 92.1 89.4 88.3

表12　沖縄内新規学卒者の初任給（1970年4月末現在）
　　　　―中卒を100とした場合

中　卒 高　卒 短大卒 大学卒
100 124.5 141.7 190.5

表13　沖縄内学卒者の初任給 ―日本本土を100とした場合
中　卒 高　卒 短大卒 大学卒

男 83.8 85.2 98.4 94.2
女 75.1 84.4 94 99.4

平均 79.6 84.7 92.9 94.9
以上３点の表の出典は『琉球労働』第 17 巻第１号通巻 73 号、１～７頁
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ら
一
九
七
四
年
二
月
二
〇
日
ま
で
、
調
査
者
は
沖
縄
青
少
年
相
談
相
手
一
〇
〇
人
、
被
調
査
者
は
一
九
七

三
年
三
月
沖
縄
県
下
の
中
高
校
を
卒
業
し
、
職
業
安
定
所
を
通
じ
同
年
四
月
三
〇
日
ま
で
に
就
職
し
た
約

五
〇
〇
〇
人
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
一
〇
〇
〇
人
と
し
、
本
土
就
職
を
果
た
し
た
ば
か
り
の
、
ま
だ

本
土
生
活
に
慣
れ
切
ら
な
い
者
た
ち
の
本
音
を
聞
こ
う
と
し
た
。
調
査
は
相
談
員
の
直
接
面
接
で
あ
る

が
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
退
職
者
が
二
四
二
人
も
お
り
、
有
効
回
答
は
六
八
七
人
（
調
査
不
能
者
七
一
人

を
除
く
）
で
あ
る
。
多
岐
に
わ
た
る
質
問
回
答
の
中
か
ら
、
職
業
選
択
の
決
定
に
つ
い
て
は
自
己
決
定
が

八
〇
％
近
い
こ
と
は
好
ま
し
い
し
、
家
族
・
親
戚
の
決
定
も
理
解
で
き
る
。
複
数
回
答
か
ら
は
自
分
と
家

族
・
親
戚
、
自
分
と
先
生
な
ど
、
身
近
な
大
人
の
助
言
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
）
学
校
と
職
業
安
定
所
の
タ
イ
ア
ッ
プ

　

学
校
現
場
が
本
格
的
に
本
土
集
団
就
職
へ
の
関
与
を
深
め
て
い
く
の
は
、
前
述
し
た
通
り
、
一
九
六
二

年
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
全
員
を
対
象
と
し
た
授
業
は
、
職
業
・
進
路
教
育
を
、
集
団
就
職
希
望

者
に
は
合
宿
訓
練
を
実
施
し
た
。
各
教
育
連
合
区
が
実
施
し
た
本
土
就
職
者
合
宿
訓
練
の
中
で
、
一
九
六

五
年
度
に
実
施
さ
れ
た
那
覇
連
合
教
育
委
員
会
主
催
（
共
催
は
琉
球
政
府
労
働
局
、
後
援
を
那
覇
市
、
浦

添
村
、
那
覇
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
本
土
就
職
促
進
会
議
）
の
そ
れ
を
み
て
み
よ
う
。
目
的
は
「
本
土
職

場
の
状
況
、
就
職
に
対
す
る
心
構
え
、
団
体
生
活
へ
の
適
応
、
職
業
人
・
社
会
人
と
し
て
の
一
般
教
養
、

就
職
後
の
進
歩
向
上
に
役
立
て
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
三
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
那
覇
市
内

の
宗
教
施
設
を
借
り
て
行
わ
れ
た
。
生
徒
の
参
加
人
数
は
不
明
だ
が
、
那
覇
教
育
区
か
ら
十
六
人
の
教

師
、
職
業
安
定
所
か
ら
二
人
が
運
営
に
当
た
っ
た
。
午
前
六
時
の
起
床
か
ら
夜
一
〇
時
の
就
寝
ま
で
、
電

話
の
受
け
答
え
、
手
紙
の
書
き
方
、
沖
縄
紹
介
、
希
望
先
の
求
人
条
件
の
確
認
な
ど
び
っ
し
り
と
、
時
間

割
が
組
ま
れ
た
。
一
九
六
六
年
の
開
講
式
の
生
徒
代
表
挨
拶
は
「
訓
練
を
通
し
て
沖
縄
代
表
と
し
て
恥
ず

か
し
く
な
い
行
動
を
身
に
つ
け
」
本
土
で
活
躍
し
た
い
と
誓
っ
て
い
る
。
個
人
の
就
職
の
範
囲
を
越
え
た

決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
送
り
出
す
大
人
も
就
職
す
る
青
少
年
も
「
沖
縄
代
表
と
し
て
」
を
挨
拶
の

常
用
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
用
い
た
。

浦添出身者を訪問激励する又吉盛一浦添村長
（1969年）浦添市立図書館所蔵
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17　
「
本
土
へ
の
集
団
就
職
―
第
一
陣
を
送
り
出

す
」『
琉
球
労
働
』
第
五
巻
第
五
号
、二
五
頁
、

一
九
五
九
年
六
月
十
五
日

（
五
）
青
少
年
に
与
え
た
影
響

　

一
九
五
九
年
三
月
二
四
日
は
富
山
県
中
越
紡
績
紡
織
工
見
習
い
、
竹
岸
畜
産
ハ
ム
製
造
見
習
い
の
男
女

六
六
名
が
白
雲
丸
で
那
覇
港
を
出
航
す
る
日
だ
っ
た
。
午
後
一
時
よ
り
、
立
法
院
議
長
、
文
教
局
長
、
労

働
局
長
以
下
職
員
な
ど
が
出
席
し
て
那
覇
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
広
場
で
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
行
政
主
席
（
代

理
）
は
次
の
よ
う
な
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

　

（
前
略
）
諸
君
の
先
輩
た
ち
が
一
生
懸
命
働
い
て
お
り
ま
す
が
、
職
務
成
績
が
良
く
各
地
で
好
評
を
得
て
居
り

ま
す
。

　

諸
君
は
新
聞
紙
上
で
既
に
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
本
土
で
は
沖
縄
青
少
年
の
評
判
を
聞
い
て
続
々

雇
い
入
れ
の
申
し
込
み
が
来
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
今
後
諸
君
の
働
き
振
り
の
如
何
に
よ
っ
て
将
来
沖
縄
の
青
少

年
が
日
本
本
土
に
進
出
す
る
上
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
中
略
）
諸
君
は
各
職
場
に
お
い

て
、
沖
縄
青
少
年
の
真
価
を
高
め
て
模
範
工
と
な
り
後
に
続
く
後
輩
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一

切
の
世
話
に
当
る
日
本
本
土
の
各
機
関
の
「
親
心
」
に
報
い
る
よ
う
立
派
な
働
き
を
切
望
し
て
い
る１７
。

　

次
は
本
土
就
職
青
少
年
を
対
象
に
労
働
局
が
募
集
し
た
新
聞
『
本
土
就
職
』
発
刊
二
周
年
記
念
の
作
品

の
中
か
ら
、
労
働
局
長
賞
に
輝
い
た
作
文
で
あ
る
。
作
者
新
垣
良
子
は
仲
西
中
学
校
を
卒
業
し
た
そ
の
年

の
一
九
六
二
年
四
月
、
東
海
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
（
愛
知
県
一
宮
市
）
に
紡
績
工
と
し
て
渡
航
し
た
百
人

（
そ
の
う
ち
、
仲
西
中
五
人
、
浦
添
中
一
人
が
含
ま
れ
て
い
た
）
の
中
の
一
人
で
、
東
海
高
等
家
政
学
校

で
学
ぶ
勤
労
学
徒
で
あ
っ
た
。

　
　
　

尊
い
経
験　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

垣　

良　

子

　

「
ゴ
ー
」
す
ご
い
音
だ
。
耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
音
で
機
械
は
動
い
て
い
る
。
工
場
の
中
は
機
械
の
音
と
、
糸

の
臭
い
で
、
む
ん
む
ん
し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
私
の
始
め
て
の
工
場
の
感
想
だ
っ
た
。
「
わ
ぁ
す
ご
い
、
私
に
こ
ん
な
仕
事
が
出
来
る
か
し
ら
」
と
不

安
で
、
そ
の
仕
事
が
恐
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
い
よ
い
よ
自
分
の
仕
事
が
与
え
ら
れ
て
、
八
時
間
の
労
働
時
間

に
な
っ
た
。
仕
事
は
、
な
か
な
か
自
分
の
思
う
よ
う
に
は
行
か
な
く
て
人
が
一
、
二
回
で
つ
な
ぐ
糸
を
、
私
は
三
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回
四
回
も
し
て
や
っ
と
一
本
の
糸
を
つ
な
げ
た
。

　

最
初
は
「
よ
ー
し
、
負
け
る
も
の
か
」
と
ハ
リ
キ
ッ
テ
や
っ
た
。
け
れ
ど
、
二
ケ
月
、
三
ケ
月
た
つ
う
ち
に

「
も
う
だ
め
だ
私
に
は
、
こ
の
仕
事
は
、
出
来
な
い
ん
だ
」
と
思
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
物
に
、
歯
を
く
い
し
ば
っ

て
や
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
。
糸
が
、
ど
ん
ど
ん
切
れ
て
、
も
う
手
も
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
「
あ
あ
、
ど
う

し
よ
う
か
」
と
お
ろ
お
ろ
す
る
だ
け
で
、
糸
を
つ
な
い
で
も
そ
の
仕
事
に
熱
中
し
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
事
が
、
何

回
と
い
や
何
十
回
と
あ
っ
た
。
時
に
は
、
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
こ
ぼ
れ
て
「
あ
あ
、
も
う
い
や
だ
仕
事
を
や
め
て
ど
こ

か
に
」
と
思
っ
た
。

　

そ
ん
な
事
が
続
く
う
ち
に
、
ま
た
そ
の
日
も
糸
が
切
れ
た
。
「
あ
あ
、
今
日
も
ま
た
糸
が
切
れ
る
ぞ
」
と
思
い

な
が
ら
つ
な
い
で
居
る
と
、
隣
は
、
私
以
上
に
切
れ
て
い
る
。
「
わ
あ
、
あ
れ
を
ど
う
し
て
つ
な
い
で
行
く
の
か

し
ら
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
そ
の
台
持
ち
の
人
が
、
汗
を
タ
ラ
タ
ラ
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命
つ
な
い
で
い
る
。
例

え
、
そ
の
人
を
呼
ん
で
も
、
ひ
っ
ぱ
っ
て
も
そ
の
人
は
ふ
り
向
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
程
ま
で
に
、
じ
っ
と
一
生

懸
命
糸
を
つ
な
い
で
い
る
。
「
ウ
ウ
ウ
ー
」
終
わ
り
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。
そ
の
人
は
ほ
っ
と
し
た
か
の
よ
う

に
ハ
ン
カ
チ
で
顔
を
ふ
き
に
行
っ
た
。
私
は
苦
笑
し
た
。
自
分
に
苦
笑
し
た
。

　

「
あ
ん
な
気
持
で
仕
事
を
し
て
い
た
な
ん
て
」
明
日
か
ら
は
、
苦
笑
を
な
く
す
よ
う
に
あ
の
人
の
よ
う
に
や
っ

て
み
よ
う
と
、
次
の
日
は
、
早
く
出
勤
し
て
み
た
。
や
っ
ぱ
り
糸
は
切
れ
て
い
る
。
「
よ
ー
し
、
今
日
か
ら
は
、

き
れ
い
に
回
し
て
や
ろ
う
」
と
思
い
ハ
リ
キ
ッ
テ
仕
事
に
着
い
た
。
糸
は
ブ
ツ
ブ
ツ
切
れ
て
行
く
、
私
も
そ
れ
に

追
い
つ
こ
う
と
、
懸
命
に
つ
な
い
で
行
く
、
だ
が
糸
は
い
っ
こ
う
に
切
れ
る
の
を
止
め
よ
う
と
し
な
い
。
あ
せ
が

額
か
ら
流
れ
落
て
来
る
。
ハ
ン
カ
チ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
無
意
識
の
う
ち
に
手
で
拭
き
、
又
つ
な
ぐ
、
や
っ
と
半

台
き
れ
い
に
つ
な
げ
た
。
今
度
は
裏
の
方
だ
、
行
っ
て
見
る
と
、
「
す
ご
い
」
手
も
つ
け
ら
れ
な
い
程
切
れ
て
い

る
。
ま
だ
糸
に
な
ら
な
い
前
の
綿
が
ブ
ク
ブ
ク
と
機
械
の
間
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
。
「
あ
あ
も
う
こ
れ
以
上
ダ

メ
だ
わ
…
…
…
」
と
横
を
見
る
と
、
又
あ
の
人
が
昨
日
と
同
じ
よ
う
に
汗
を
ポ
タ
ポ
タ
流
し
顔
を
真
赤
に
し
て
つ

な
い
で
い
る
。
「
あ
の
人
も
私
と
同
じ
状
態
な
の
だ
、
で
も
ど
こ
か
が
違
っ
て
い
る
。
私
達
が
何
か
大
き
な
夢
に

向
か
っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
よ
う
に
し
て
、
そ
の
人
は
、
糸
を
次
々
に
つ
な
ぎ
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
、
た
ま

に
は
な
か
な
か
つ
な
げ
な
い
所
が
あ
る
ら
し
い
、
鎌
で
綿
を
切
っ
て
つ
な
い
で
い
る
。

　

私
も
や
ろ
う
、
や
っ
て
見
よ
う
、
ど
れ
位
出
来
る
か
、
そ
し
て
つ
な
い
だ
、
つ
な
い
で
も
、
つ
な
い
で
も
糸
は

切
れ
て
い
く
、
手
は
赤
く
な
り
足
は
か
が
と
が
痛
く
な
り
、
汗
が
し
た
た
り
落
ち
て
来
る
。
そ
れ
を
何
回
も
何
回

も
繰
り
返
す
う
ち
に
と
う
と
う
台
は
き
れ
い
に
な
っ
た
。
ス
ム
ー
ズ
に
回
り
始
め
た
。
嬉
し
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
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18　
『
琉
球
労
働
』
第
一
〇
巻
第
三
号
、
四
三
～

四
四
頁
、
一
九
六
四
年
七
月

19　
『
琉
球
労
働
』
第
九
巻
第
三
号
、
四
四
頁
、

一
九
六
三
年
五
月

嬉
し
か
っ
た
事
は
始
め
て
だ
っ
た
。

　

我
慢
し
て
自
分
で
、
こ
の
手
で
懸
命
に
や
れ
ば
何
で
も
出
来
る
事
が
い
ま
私
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
よ
っ
て
、

私
は
教
え
ら
れ
た
。

　

我
慢
す
る
、
つ
ま
り
は
忍
耐
は
私
の
尊
い
人
生
の
経
験
に
、
こ
れ
か
ら
も
多
い
に
役
立
っ
て
行
く
事
だ
ろ
う１８
。

　

こ
の
文
章
は
、
本
土
就
職
の
現
場
で
青
少
年
が
励
み
に
す
る
の
は
、
同
僚
や
先
輩
な
ど
、
同
じ
労
働
の

場
に
立
つ
者
を
通
し
て
で
あ
る
こ
と
を
素
直
に
伝
え
て
い
る
。
彼
ら
彼
女
ら
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
郷

里
沖
縄
の
た
め
に
働
く
」
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
人
生
の
た
め
に
働
く
。
本

来
仕
事
に
就
く
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
経
済
自
立
や
生
活
自
立
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
し
か

し
、
本
土
集
団
就
職
青
少
年
は
、
戦
後
沖
縄
の
政
治
的
状
況
、
ま
た
は
文
化
的
な
背
景
を
否
応
な
く
背
負

わ
さ
れ
て
、
「
自
分
の
た
め
」
を
飛
び
越
し
て
「
沖
縄
の
た
め
」
の
労
働
成
果
を
促
さ
れ
て
し
ま
う
。
個

人
の
労
働
の
在
り
方
が
、
い
つ
の
間
に
か
刻
印
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
沖
縄
・
琉
球
」
に
強
い
反
応
を
示
し

て
し
ま
う
の
が
、
米
国
統
治
下
の
沖
縄
と
「
祖
国
日
本
」
の
構
図
の
中
で
成
長
し
た
者
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
ー
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
九
六
三
年
の
壮
行
会
で
は
行
政
主
席
（
大
田

政
作
）
は
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
は
郷
土
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
充
分
認
識
し
、
先
輩
の
築

い
た
業
績
を
益
々
大
き
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
後
輩
の
た
め
に
も
一
層
沖
縄
青
少
年
の
真
価
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い１９
。

　

一
九
五
九
年
に
比
べ
、
労
働
省
の
需
給
調
整
会
議
へ
の
参
加
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
前
半
は
一
人
前

の
職
業
人
と
な
る
よ
う
個
々
人
を
励
ま
し
て
い
る
が
、
や
は
り
最
終
的
に
は
、
郷
土
代
表
と
し
て
の
集
団

就
職
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
就
職
者
代
表
も
、
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に
「
郷
土
の
御
期
待
に
そ
う
よ
う
一

生
懸
命
頑
張
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
い
る
。
人
生
初
の
社
会
人
と
し
て

就
職
へ
の
第
一
歩
は
沖
縄
の
期
待
を
担
い
な
が
ら
、
沖
縄
代
表
の
意
気
込
み
を
持
つ
よ
う
激
励
さ
れ
て
、

出身中学校長先生の教え子
訪問（東海レイヨン、愛知
県一宮市、1965年）
親富祖永吉氏提供

後輩からの手紙を読む
（東海レイヨン、1965年）
親富祖永吉氏提供

寄宿舎生活で教養を積む。
お茶のお稽古（日本電気、1965年）
親富祖永吉氏提供
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20　
「
就
職
後
の
動
行
調
査
（
本
土
就
職
者
）
―

結
果
ま
と
ま
る
―
」
職
業
安
定
課
、『
琉
球

労
働
』
第
八
巻
第
三
号
、
三
八
～
四
一
頁　

一
九
六
二
年
一
月
十
六
日

十
代
の
青
少
年
は
初
め
て
の
土
地
へ
渡
っ
た
。
意
識
に
根
付
い
た
「
沖
縄
」
は
、
本
土
で
の
小
さ
な
無
理

解
、
あ
か
ら
さ
ま
な
排
他
的
な
仕
打
ち
を
、
単
な
る
個
人
的
な
ト
ラ
ブ
ル
や
い
じ
わ
る
で
は
す
ま
せ
ず
、

「
沖
縄
差
別
」
と
し
て
「
沖
縄
代
表
」
の
彼
等
を
深
く
傷
付
け
る
作
用
を
し
た
。

　

一
九
六
一
年
一
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
職
業
安
定
課
が
本
土
就
職
者
と
そ
の
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト２０
で
は
「
沖
縄
出
身
者
と
し
て
の
差
別
」
に
つ
い
て
、
回
答
者
三
二
五
人
中
差
別
あ
り
は
六
八
人
、

な
し
が
一
四
七
人
、
普
通
が
七
六
人
、
無
回
答
が
十
四
人
で
、
半
数
以
上
は
差
別
体
験
を
持
っ
て
い
な
い

と
答
え
て
い
る
。
彼
ら
彼
女
ら
の
心
配
事
は
、
そ
れ
よ
り
も
「
今
の
状
態
で
働
い
て
三
～
四
年
後
に
は
一

人
前
の
生
活
が
可
能
か
？
」「
現
在
の
仕
事
で
将
来
独
立
で
き
る
か
」「
仕
事
の
将
来
性
が
感
じ
ら
れ
な

い
」「
現
在
の
仕
事
は
沖
縄
に
帰
っ
て
か
ら
技
術
の
面
で
適
し
て
い
な
い
」「
将
来
性
の
あ
る
仕
事
に
移
り

た
い
」「
も
っ
と
技
術
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
」
な
ど
で
、
現
在
の
仕
事
と
自
分
の
将
来

や
独
立
を
重
ね
合
わ
せ
て
悩
む
様
子
が
濃
厚
に
表
れ
て
い
る
。
雇
用
者
は
こ
の
切
実
な
思
い
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
沖
縄
の
子
の
長
所
は
「
誠
実
勤
勉
」（
四
〇
事
業
所
）
に
対
し
欠
点

は
「
他
の
職
場
に
憧
れ
る
」「
定
着
率
が
悪
い
」「
強
情
」
「
勤
務
態
度
が
悪
い
」「
こ
と
ば
が
通
じ
な

い
」
な
ど
、
各
一
、
二
の
事
業
所
で
は
あ
る
が
厳
し
く
指
摘
す
る
。
労
働
局
へ
は
「
就
職
の
意
思
を
確
認

し
て
」「
強
固
の
意
思
あ
る
者
」「
職
務
内
容
を
確
認
さ
せ
て
」「
長
期
勤
務
の
意
思
あ
る
者
」
を
送
り
出

し
て
欲
し
い
と
要
望
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
要
望
は
、
十
代
の
中
卒
生
本
土
就
職
者
の
「
将
来
独
立
で
き

る
か
」「
一
人
前
の
生
活
が
で
き
る
か
」
と
い
う
、
将
来
を
見
据
え
た
現
場
へ
の
不
満
と
背
中
合
わ
せ
で

あ
る
。
確
か
に
、
就
職
意
識
の
希
薄
な
者
の
「
物
見
遊
山
的
」
な
短
期
間
の
就
職
が
皆
無
だ
っ
た
と
は
言

い
切
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
一
点
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
少
年
少
女
の
「
将
来
設
計
」
へ

向
け
て
の
切
実
な
声
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
見
習
い
、
準
備
工
と
い
う
職
種
や
流
れ
作
業
の
一

部
の
み
の
担
当
に
不
安
を
持
つ
の
も
頷
け
る
。
で
は
、
な
ぜ
沖
縄
の
青
少
年
は
こ
の
よ
う
な
作
業
的
な
職

種
に
希
望
を
見
出
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
み
じ
く
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
あ
っ
た
「
メ
ッ
キ
業

は
将
来
性
が
な
い
。
日
本
内
な
ら
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
沖
縄
に
は
大
企
業
が
な
い
。
資
本
が
な

い
」
（
高
校
卒
）
と
い
う
指
摘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
「
流
れ
作
業
」
を
沖
縄
で
は
実
際
に
見

た
り
聞
い
た
り
身
近
な
者
が
そ
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
て
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
実
例
に
乏
し
い
こ

414

第１節　日本本土への出稼ぎ・集団就職

第３章　国内出稼ぎと県内移住



21　

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
〇
年
間
の
充
足
率

は
平
均
二
九
．
三
％
で
、
こ
れ
は
一
九
五
七

年
の
一
〇
〇
％
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

22　
『
一
九
五
八
年
度
琉
球
労
働
経
済
の
分
析
』

三
一
頁「
第
21
表
日
本
本
土
就
職
送
出
状
況
」

琉
球
政
府
労
働
局
労
働
調
査
課
、
一
九
六
〇

年
一
月
十
五
日

23　
『
琉
球
新
報
』
一
九
五
八
年
四
月
十
二
日
の

「
集
団
就
職
青
少
年
そ
の
実
情
／
着
実
な
本

土
就
職
を
／
つ
ま
ず
い
た
少
年
た
ち
の
側
か

ら
」（
集
団
就
職
青
少
年
後
援
会
会
長　

幸

地
長
堅
）
に
よ
れ
ば
、
不
適
応
行
動
が
目
立

つ
青
少
年
に
は
職
場
を
変
え
る
こ
と
で
気
分

転
換
を
さ
せ
、
再
出
発
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供

し
、
成
功
し
た
例
も
あ
っ
た
と
い
う
。

と
が
影
響
し
た
だ
ろ
う
。
戦
場
と
な
っ
た
沖
縄
に
は
、
本
土
の
中
小
企
業
が
受
け
持
っ
て
き
た
手
造
り
作

業
な
ど
の
事
業
が
根
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
鉄
工
所
や
製
材
所
も
こ
の
時
期
は
ま
だ
個
人
の
零
細
業
で
あ

る
。
本
土
を
憧
れ
の
地
と
し
て
意
識
す
れ
ば
こ
そ
、
人
生
初
の
仕
事
も
、
自
ら
の
人
生
を
描
け
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
私
の
夢
は
本
土
に
来
て
消
え
た
」
と
い
う
発
言
も
み
ら
れ

る
。
「
流
れ
作
業
」
や
「
一
つ
だ
け
の
持
ち
場
」
や
「
準
備
」
だ
け
の
仕
事
は
、「
沖
縄
代
表
」
と
意
識

づ
け
ら
れ
た
彼
ら
彼
女
ら
の
将
来
設
計
に
は
不
安
を
生
み
、
た
だ
単
に
当
座
の
「
労
働
力
」
と
し
て
雇
用

し
た
事
業
主
と
の
間
に
は
、
就
職
当
初
よ
り
意
識
の
差
は
大
き
か
っ
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。

　

日
本
の
高
度
成
長
期
に
は
じ
ま
っ
た
本
土
集
団
就
職
は
総
じ
て
求
人
数
が
高
い
。
『
琉
球
労
働
』
（
第

十
五
巻
第
一
号
通
巻
七
一
号
、
五
頁
）
掲
載
の
表
「
本
土
就
職
の
推
移
」
に
よ
れ
ば
、
求
人
数
に
占
め
る

就
職
者
数
の
割
合
、
つ
ま
り
充
足
率
が
、
一
九
六
二
年
以
降
二
〇
％
に
届
い
た
年
は
な
か
っ
た２１
。
最
も
高

い
充
足
率
を
示
し
た
一
九
六
六
年
で
も
十
七
．
四
％
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
局
側
の
送

り
出
し
基
準
が
厳
し
く
な
っ
た
か
ら
と
も
、
ま
た
、
高
校
進
学
率
が
上
昇
し
た
た
め
と
も
受
け
取
れ
る
。

沖
縄
内
に
も
働
く
場
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
一
貫
し
て
求
人
数
が
就
職
数
を
上
回
る
と

い
う
偏
り
は
、
日
本
本
土
の
集
団
就
職
の
構
図
と
も
一
致
し
、
沖
縄
特
有
と
は
い
え
な
い
の
で
、
根
本
的

に
集
団
就
職
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

復
帰
後
は
、
本
土
渡
航
へ
の
飛
行
機
利
用
も
増
え
、
個
人
に
よ
る
職
業
安
定
所
を
通
し
た
本
来
の
求

職
・
就
職
に
落
ち
着
き
、
一
九
七
七
年
を
最
後
に
、
新
規
学
卒
者
の
本
土
集
団
就
職
そ
の
も
の
が
職
業
紹

介
業
務
か
ら
削
除
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

沖
縄
か
ら
の
初
の
集
団
就
職
（
表
１
）
一
二
二
名
の
離
職
・
転
職
率
は
高
く
（
製
パ
ン
見
習
い
工
六
八

人
中
帰
郷
二
、
転
職
一
、
死
亡
一
、
そ
の
他
四
、
製
麺
見
習
い
工
五
四
人
中
、
帰
郷
四
、
転
職
四
で
、
全

体
で
十
三
％
強
の
移
動２２）
、
こ
の
移
動
に
集
団
就
職
青
少
年
を
巡
る
根
源
的
な
課
題
が
含
ま
れ
て
い
た
よ

う
に
思
え
る
の
だ
が
、
離
職
の
分
析
は
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
え
に
、
就
職
青
少
年
の
「
怠
惰
」

や
「
他
の
人
の
職
場
を
羨
む
」
と
し
て
理
解
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
人
の
側
の
問
題
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か２３。
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24　

川
崎
、
兵
庫
、
大
阪
の
各
県
人
会
の
中
に
は

青
少
年
会
館
を
設
置
し
、
集
団
就
職
青
少
年

の
行
き
場
を
準
備
し
た
り
、
懇
談
会
を
開
催

し
事
業
所
と
の
間
で
直
接
問
題
解
決
に
当

た
っ
た
県
人
会
も
あ
っ
た
。

25　

会
館
を
所
有
し
な
い
沖
縄
県
人
会
兵
庫
県
本

部
は
、
先
輩
が
造
成
し
た
資
金
を
引
き
継
ぎ

会
館
借
用
費
及
び
活
動
費
等
に
充
当
し
て
い

る
。
親
睦
団
体
で
あ
る
県
人
会
と
は
別
に
財

産
運
用
の
た
め
に
協
会
を
組
織
し
二
本
立
て

の
活
動
を
し
て
き
た
大
阪
沖
縄
県
人
連
合

会
・
沖
縄
県
人
会
兵
庫
県
本
部
の
そ
れ
ぞ
れ

の
協
会
は
二
〇
〇
八
年
十
二
月
一
日
施
行
の

「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
一
般
財
団
法
人
の
資
格

を
得
た
。

　

県
人
会
を
始
め２４、
一
九
六
〇
年
代
に
は
「
若
い
で
い
ご
の
会
」、「
あ
す
な
ろ
の
会
」
が
、
そ
の
後
「
ふ

る
さ
と
の
家
」
や
「
若
い
根
っ
こ
の
会
」「
ゆ
う
な
の
会
」
な
ど
、
在
本
土
の
沖
縄
の
先
輩
や
出
稼
ぎ
二

世
の
若
者
、
就
職
や
進
学
の
た
め
本
土
で
生
活
す
る
同
世
代
が
、
集
団
就
職
青
少
年
と
の
積
極
的
な
交
流

を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
復
帰
前
後
だ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
集
団
就
職
の
成
果
を
自
ら
の
事
業
に
結

実
し
独
立
、
経
営
者
と
な
っ
た
県
人
か
ら
も
話
が
聞
け
た
。
そ
の
成
功
者
は
「
一
つ
と
こ
ろ
に
居
て
は
技

術
は
覚
え
ら
れ
な
い
か
ら
ね
。
転
々
と
し
た
よ
」
と
い
い
、
将
来
の
独
立
を
目
指
し
た
技
術
習
得
の
た
め

の
意
図
的
な
移
動
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
移
動
を
嫌
う
事
業
所
主
と
将
来
の
人
生
設
計
の
間
で
不
安

を
抱
え
る
青
少
年
と
の
疎
通
を
埋
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
実
際
に
新
規
中
学
卒
業
生
を
本
土
集
団
就

職
に
送
り
出
し
た
元
教
師
の
回
想
で
こ
の
節
を
終
わ
り
た
い
。

　

「
子
ど
も
た
ち
の
為
だ
け
を
思
っ
て
一
生
懸
命
に
走
り
回
っ
た
の
に
、
時
間
が
過
ぎ
る
と
い
ろ
い
ろ
言

わ
れ
て
ね
、
チ
ム
グ
リ
サ
ン
（
今
で
は
心
が
痛
む
よ
）」。

三
　
沖
縄
子
弟
の
現
在

　

大
正
中
期
ご
ろ
か
ら
出
稼
ぎ
先
で
結
成
さ
れ
だ
し
た
県
人
会
な
ど
の
同
郷
団
体
は
、
認
可
や
届
出
義
務

の
な
い
私
的
な
団
体
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
心
人
物
の
力
量
や
人
的
資
源
が
直
に
組
織
の
盛
衰
に
影
響

す
る
こ
と
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
郷
里
沖
縄
の
政
治
・
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
て
連
携
し
、
組
織
力

を
発
揮
し
た
。
沖
縄
人
集
住
地
区
は
、
本
土
へ
公
的
任
務
を
帯
び
て
渡
航
す
る
人
々
の
足
溜
ま
り
と
な

り
、
シ
マ
ク
ゥ
ト
ゥ
バ
で
激
励
を
受
け
て
仕
事
へ
の
意
欲
を
高
め
た
。
郷
里
の
学
校
や
公
共
施
設
の
新
改

築
に
は
、
募
金
趣
意
書
は
確
実
に
県
人
会
へ
送
ら
れ
、
人
々
は
喜
ん
で
捻
出
し
寄
付
に
応
じ
た
。
集
会
で

は
琉
球
音
楽
や
舞
踊
、
空
手
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
出
稼
ぎ
沖
縄
人
の
心
を
癒
し
た
。
沖
縄
で
の
選
挙
に
、

出
稼
ぎ
先
の
人
々
の
支
援
は
間
接
的
な
が
ら
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
よ
う
だ
。

　

戦
前
の
出
稼
ぎ
一
世
が
基
礎
を
築
き
、
会
館
を
有
す
る
大
阪
沖
縄
県
人
連
合
会
、
川
崎
沖
縄
県
人
会
、

鶴
見
沖
縄
県
人
会
、
沖
縄
県
人
会
兵
庫
県
本
部２５は
、
財
団
法
人
資
格
の
協
会
を
設
立
し
て
資
産
を
運
用
し

守
っ
て
き
た
。
一
方
で
、
資
産
を
持
た
な
い
県
人
会
も
各
々
独
自
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
滋
賀
沖
縄

県
人
会
は
物
産
館
で
沖
縄
関
連
商
品
を
販
売
し
、
デ
カ
セ
ギ
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
の
交
流
も
み
ら
れ
る
。
県
人
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会
の
活
動
が
活
発
な
熊
本
沖
縄
県
人
会
、
奈
良
沖
縄
県
人
会
、
静
岡
沖
縄
県
人
会
、
愛
知
沖
縄
県
人
会
連

合
会
、
福
岡
沖
縄
県
人
会
な
ど
は
二
世
や
戦
後
移
住
し
た
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
継
続
し
て
い

る
。

　

一
九
九
〇
年
前
後
を
境
に
変
化
し
た
県
人
会
の
特
徴
は
、
出
身
地
を
第
一
の
会
員
要
件
と
し
な
が
ら

も
、
そ
の
枠
を
越
え
た
「
沖
縄
大
好
き
」
な
沖
縄
フ
ァ
ン
の
入
会
を
許
容
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
、
世
帯
入
会
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
沖
縄
居
酒
屋
や
飲
食
店
や
企
業
な
ど
経
済
活
動
団
体
の
入
会
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
県
人
会
は
、
本
土
の
若
い
層
へ

の
ア
ピ
ー
ル
も
期
待
で
き
有
望
に
思
わ
れ
る
。

　

資
産
を
所
有
し
て
い
た
県
人
会
関
連
協
会
は
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
の
法
人
組
織
改
正
に
よ
り
、

協
会
は
一
般
財
団
（
法
務
省
認
定
）
に
認
定
替
え
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
無
産
県
人
会
は
特
定
財
団
（
県
知

事
認
可
）
の
ま
ま
で
、
活
動
幅
が
両
者
で
異
な
り
、
格
差
が
生
ま
れ
、
今
後
の
県
人
会
存
続
に
微
妙
に
影

響
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
新
し
い
動
き
と
し
て
、
県
人
の
た
め
の
県
人
の
組
織
で
あ
っ
た
県
人
会
は
復
帰
後
、
他
府
県
出

身
者
の
入
会
に
と
ど
ま
ら
ず
積
極
的
に
役
員
に
就
任
す
る
傾
向
が
出
始
め
た
。
戦
前
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
芸

能
が
、
慰
安
や
余
興
を
越
え
て
会
員
の
間
で
広
ま
り
、
芸
能
を
介
し
た
沖
縄
と
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
る
。

二
か
年
に
一
回
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
全
国
沖
縄
県
人
会
交
流
会
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に

は
第
十
一
回
を
迎
え
る
。
観
光
沖
縄
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
沖
縄
人
集
住
地
区
も
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
路
上
生
活
者
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
路
上
生
活
者
に
は
圧
倒
的
に
沖
縄
の
方
が
多
い

ん
で
す
」
、
さ
ら
に
、
あ
る
役
所
で
の
「
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
沖
縄
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
仲
介
を
沖
縄
県
人
会
に
依
頼
し
た
ら
、
そ
れ
は
行
政
の
責
任
で
し
ょ
、
と
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
正

当
な
言
い
分
だ
け
ど
…
」
と
い
う
、
他
県
人
の
感
想
も
ま
た
現
実
の
沖
縄
県
人
会
の
周
辺
に
生
ま
れ
て
い

る
困
惑
で
あ
る
。

　

流
動
す
る
国
内
、
沖
縄
、
少
子
高
齢
社
会
、
会
員
の
動
向
に
影
響
を
受
け
て
変
容
し
な
が
ら
も
沖
縄
県

人
会
そ
の
も
の
は
今
後
も
存
続
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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１　

執
筆
者
は
経
済
局
開
拓
課
長
の
宮
城
営

仁
。
琉
球
政
府
行
政
主
席
官
房
情
報
課
、

一
九
五
四
年
五
月
十
日
発
行
。

第
二
節
　
八
重
山
開
拓
移
住
と
大
東
島
出
稼
ぎ

一
　
戦
後
の
八
重
山
開
拓
移
住

（
一
）
戦
後
の
八
重
山
開
拓
移
住
政
策

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
に
は
沖
縄
が
戦
場
に
な
り
、
や
が
て
敗

戦
。
沖
縄
県
と
鹿
児
島
県
の
奄
美
地
域
が
米
軍
の
支
配
下
に
入
り
、
奄
美
・
沖
縄
・
宮
古
・
八
重
山
と
各

地
に
群
島
政
府
が
設
立
さ
れ
た
。
後
に
、
そ
れ
ら
が
統
合
さ
れ
て
琉
球
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。

　

沖
縄
戦
で
は
、
民
間
人
の
犠
牲
者
数
が
両
軍
兵
士
の
そ
れ
を
上
回
っ
た
。
多
く
の
住
民
が
戦
没
し
、
人

口
が
激
減
し
た
が
、
復
員
兵
が
続
々
と
帰
還
し
、
南
洋
諸
島
や
満
州
開
拓
地
で
の
戦
禍
を
生
き
延
び
た
住

民
も
次
々
と
強
制
送
還
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
為
、
急
速
な
人
口
増
加
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
戦
場
と
化
し
た
農
耕
地
の
復
旧
は
容
易
な
ら
ず
、
ま
た
、
米
軍
は
広
大
な
軍
事
基
地
と
し
て
の

土
地
を
強
制
的
に
確
保
し
た
。
戦
前
に
較
べ
て
農
地
は
大
幅
に
減
り
、
住
民
の
利
用
し
う
る
土
地
も
激
減

し
た
。
そ
れ
は
、
沖
縄
の
前
途
に
大
き
な
暗
雲
と
し
て
広
が
っ
た
。

　

『
情
報
』
一
〇
号１
は
全
頁
「
八
重
山
開
拓
事
業
に
つ
い
て
」
特
集
し
て
い
る
。
「
何
故
八
重
山
開
発
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
か
」
と
い
う
項
目
の
中
で
、
琉
球
政
府
の
八
重
山
開
拓
の
意
図
が
記
さ
れ
て
い

る
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　

戦
前
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）
の
沖
縄
県
時
代
の
輸
移
出
は
輸
移
入
の
九
割
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五

三
年
（
昭
和
二
八
）
の
琉
球
に
於
い
て
、
輸
出
は
輸
入
の
一
割
五
分
し
か
な
い
。
基
地
建
設
工
事
と
駐
留

米
軍
の
落
と
す
ド
ル
で
何
と
か
輸
入
を
ま
か
な
っ
て
い
る
が
、
あ
と
二
～
三
年
で
は
基
地
建
設
工
事
が
殆

ど
終
わ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
生
産
業
を
勃
興
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
農

漁
業
の
振
興
が
急
務
で
あ
る
が
、
農
業
不
振
の
要
因
の
一
つ
に
耕
地
の
狭
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
農
家
一
戸

当
た
り
耕
地
は
沖
縄
群
島
で
は
荒
蕪
地
を
含
め
て
も
三
反
歩
余
り
、
中
部
で
は
一
反
歩
に
も
足
ら
な
い
町

村
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
耕
地
に
比
較
し
て
多
過
ぎ
る
人
間
を
ど
こ
か
に
移
す
必
要
が
あ
る
。
海
外
移
民
も

考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
状
況
か
ら
し
て
早
急
に
大
量
の
移
民
の
送
り
出
し
は
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で

待
て
な
い
。
八
重
山
は
、
沖
縄
・
宮
古
か
ら
移
住
す
る
こ
と
が
簡
単
で
、
生
産
を
振
興
し
て
輸
出
を
盛
ん

0 100km
石垣

浦添

5km0

入植地
石垣市街地

崎枝

竹富島

嵩田
シィーナ原
磯辺

カンジ原
トゥン野川原

三和海南名蔵
元名蔵於茂登

大里
星野

伊野田

大田富野仲筋
大嵩

吉原 米原

多良間
伊土名
下地
船越

兼城
栄

明石

吉野
平久保

平野

久宇良

図１　八重山開拓分布図

宮内久光作成
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２　
『
新
八
重
山
―
博
覧
会
記
念
誌
』（
八
重
山
復

興
博
覧
会
、
一
九
五
〇
年
八
月
一
日
発
行
）

を
参
照
。

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
点
か
ら
最
も
相
応
し
い
理
想
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
を
開
発
し
そ
の
未
利
用
資
源
を

生
か
す
こ
と
は
琉
球
に
お
け
る
緊
急
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
前
の
沖
縄
県
人
口
は
約
六
〇
万
人
で

あ
っ
た
が
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
は
七
四
万
五
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
て
約
十
五
万
人
余
の
増
加

で
あ
る
。
反
面
、
耕
地
面
積
は
戦
前
六
万
五
〇
〇
町
歩
あ
っ
た
田
畑
が
四
万
四
〇
〇
町
歩
に
縮
小
し
た
。

人
口
密
度
は
、
沖
縄
本
島
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
四
八
〇
人
で
あ
る
が
、
石
垣
、
西
表
両
島

は
僅
か
に
六
五
人
で
あ
り
、
西
表
島
は
面
積
二
万
四
五
〇
〇
余
町
歩
に
対
し
て
人
口
は
僅
か
に
三
五
〇
〇

人
余
で
あ
る
の
で
、
我
々
の
進
出
す
る
場
所
と
し
て
最
も
有
望
な
地
域
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
）
十
二
月
、
沖
縄
民
政
府
八
重
山
開
拓
調
査
団
が
来
島
、
同
月
九
日
か
ら
十

三
日
の
四
日
間
、
八
重
山
開
拓
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
八
重
山
民
政
府
知
事
・
各
部
長
・
各
市
町
村
長
・

各
農
業
会
会
長
・
水
産
会
長
・
民
間
有
志
・
専
門
家
達
が
出
席
し
、
八
重
山
開
拓
の
基
本
方
針
が
協
議
さ

れ
た
。

　

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
一
月
に
は
軍
政
府
農
務
課
カ
ト
リ
ン
大
尉
と
沖
縄
民
政
府
比
嘉
農
林
部
長

の
八
重
山
視
察
が
行
わ
れ
た
。
吉
野
八
重
山
知
事
は
石
垣
島
開
拓
予
定
地
を
案
内
し
、
開
拓
計
画
を
説
明

し
、
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

　

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
）
四
月
五
日
、
吉
野
八
重
山
知
事
は
与
那
国
土
木
農
林
部
長
、
石
垣
農
務
課

長
、
大
浜
農
連
会
長
を
同
伴
し
、
琉
球
米
穀
増
産
土
地
開
拓
庁
の
開
庁
式
に
出
席
。
同
月
七
日
と
八
日
に

開
か
れ
た
開
拓
会
議
に
出
席
し
て
次
の
通
り
の
米
穀
増
産
八
重
山
開
拓
案
を
提
出
し
た
。

　

石
垣
島
・
西
表
島
・
与
那
国
島
の
新
開
拓
面
積
九
〇
〇
〇
町
歩
、
移
住
戸
数
六
〇
〇
〇
戸
。
開
拓
は
群

島
外
移
住
区
、
群
島
内
移
住
区
に
分
け
、
開
拓
部
落
の
設
定
を
な
し
、
既
耕
地
並
に
新
開
拓
地
の
か
ん
が

い
排
水
施
設
、
道
路
網
の
計
画
、
猪
垣
の
築
造
、
労
力
計
画
・
開
拓
資
材
・
家
畜
並
び
に
農
用
器
具
機

械
、
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
費
並
び
に
資
材
の
計
画
等
。
こ
の
計
画
が
実
現
す
れ
ば
、
米
の
生
産
高
は
十
一
万
五

八
五
三
石
と
な
り
、
原
住
民
と
移
住
民
の
食
料
を
自
給
し
て
、
群
島
外
に
五
万
九
八
五
二
石
の
輸
出
が
可

能
で
あ
る
と
さ
れ
た２
。

　

戦
後
の
八
重
山
開
拓
移
民
は
、
送
り
出
し
側
（
沖
縄
）
と
受
け
入
れ
側
（
八
重
山
）
の
思
惑
が
一
致
し

て
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
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３　

自
由
移
民
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
開
拓
地
は

割
愛
し
た
。

４　

浦
添
市
移
民
史
編
集
委
員
会
『
浦
添
市
移
民

史　

証
言
・
資
料
編
』
浦
添
市
教
育
委
員
会

二
〇
一
四
年　

二
二
九
～
二
三
一
頁
。

（
二
）
戦
後
八
重
山
開
拓
村
の
形
成

　

戦
前
に
も
八
重
山
開
拓
村
が
い
く
つ
か
形
成
さ
れ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
開
拓
村
に
は
次

の
よ
う
な
村
々
が
あ
っ
た３
。

　

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
）　

住
吉
団

　

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）　

崎
枝
団

　

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）　

星
野
開
拓
団

　

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）　

伊
野
田
開
拓
団
・
大
野
開
拓
団
・
船
越
開
拓
団
（
勝
連
団
）

　

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）　

米
原
開
拓
団
・
大
富
開
拓
団

　

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）　

吉
原
開
拓
団
・
伊
土
名
開
拓
団
・
大
里
開
拓
団
・
豊
原
開
拓
団

　

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）　

栄
開
拓
団
・
兼
城
開
拓
団
・
下
地
開
拓
団
・
多
良
間
開
拓
団
（
上
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
）
・
古
見
開
拓
団
・
大
原
開
拓
団
（
ヤ
ッ
サ
団
）

　

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）　

明
石
開
拓
団

　

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）　

久
宇
良
開
拓
団
・
伊
土
名
団
・
平
久
保
団
・
吉
野
開
拓
団

　

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）　

平
野
開
拓
団
・
大
本
開
拓
団
（
真
栄
里
山
団
）

　

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
）
か
ら
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
ま
で
は
、
米
国
民
政
府
・
群
島
政
府
に

よ
る
計
画
移
民
で
、
石
垣
島
三
地
区
・
西
表
島
一
地
区
の
一
〇
一
戸
・
二
四
三
名
で
あ
る
。

　

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
か
ら
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）
ま
で
は
、
琉
球
政
府
が
募
集
し
た
計
画

移
民
で
、
石
垣
島
十
四
地
区
・
西
表
島
四
地
区
の
六
八
一
戸
・
三
一
四
二
名
で
あ
る
。

（
三
）
浦
添
出
身
者
が
入
植
し
た
開
拓
地

　

浦
添
か
ら
は
、
八
重
山
開
発
青
年
隊
と
し
て
久
宇
良
、
八
重
山
開
拓
地
に
自
由
移
民
と
し
て
磯
辺
・
安

良
・
大
田
に
各
一
名
が
入
植
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る４
。
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５　

久
宇
良
部
落
四
〇
周
年
記
念
事
業
会
『
久
宇

良
入
植
四
〇
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
六
年
。

６　

こ
の
納
骨
堂
は
、
入
植
当
時
、
開
拓
地
内
に

散
在
し
て
い
た
先
人
の
遺
骨
を
集
め
て
収
骨

し
、
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
推
定
二
百
体

の
遺
骨
を
収
集
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
は
そ
の
納
骨
堂
自
体
、無
く
な
っ
て
い
る
。

集
落
が
過
疎
化
し
、
廃
村
の
危
機
が
心
配
さ

れ
、
祭
祀
の
継
続
に
不
安
が
残
っ
て
石
垣
市

に
遺
骨
を
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
た
め
で
あ

る
。
ソ
テ
ツ
山
に
は
現
在
開
拓
者
の
家
族
墓

が
散
在
し
て
い
る
。

７　

但
し
、
こ
の
世
帯
・
人
口
に
は
日
本
本
土
か

ら
移
住
し
て
来
た
人
々
も
含
ま
れ
る
。

　

久
宇
良
村

　

久
宇
良
は
石
垣
島
の
北
部
・
平
久
保
半
島
に
位
置
す
る
。
入
植
当
時
は
通
称
、
裏
石
垣
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
平
久
保
半
島
（
ペ
ー
ブ
ク
）
は
古
老
の
言
葉
で
は
「
あ
の
世
」
と
同
義
語
と
さ
れ
る
ほ
ど
地
元
か
ら

敬
遠
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

　

久
宇
良
は
、
東
シ
ナ
海
を
臨
み
、
西
端
に
ダ
テ
フ
岬
が
あ
る
。
背
後
は
半
島
を
縦
断
す
る
山
脈
（
久
宇

良
岳
、
安
良
岳
、
山
当
山
）
が
連
な
る
。
集
落
地
一
帯
の
土
壌
は
耕
作
に
適
し
た
島
尻
マ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

『
久
宇
良
入
植
四
〇
周
年
記
念
誌５
』
に
よ
れ
ば
、
久
宇
良
の
主
要
作
物
は
、
一
九
五
〇
年
代
は
陸
稲
・

甘
藷
・
落
花
生
・
パ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
の
中
頃
ま
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ

と
パ
イ
ン
が
中
心
作
物
で
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
前
半
頃
に
は
養
蚕
・
里
芋
・
オ
ク
ラ
・
か
ぼ

ち
ゃ
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
甘
藷
を
除
け
ば
、
換
金
作
物
で
あ
る
。
現
在
は
サ
ト
ウ
キ
ビ

と
パ
イ
ン
の
栽
培
と
、
一
部
、
畜
産
も
見
ら
れ
る
。

　

村
落
祭
祀
ら
し
い
の
は
な
い
が
、
入
植
当
時
に
利
用
し
た
「
井
戸
」
を
一
月
の
カ
ー
ウ
ガ
ミ
の
時
に
拝

む
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
ソ
テ
ツ
山
に
建
立
さ
れ
た
無
縁
仏
納
骨
堂６
を
開
拓
団
揃
っ
て
七
夕
に

拝
ん
で
い
た
。

　

人
口
は
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
五
三
世
帯
二
五
四
名
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
五
三
世
帯
三

一
二
名
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
五
〇
世
帯
三
二
〇
名
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
）
四
四
世
帯
二

五
五
名
と
推
移
し
た
が
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）
に
二
五
世
帯
九
〇
名
と
激
減
し
、
一
九
九
五
年

（
平
成
七
）
に
十
八
世
帯
四
〇
名
、
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
四
月
現
在
は
十
四
世
帯
二
九
名
と
な
っ

て
い
る７
。

　

磯
辺
村

　

磯
辺
は
石
垣
市
字
大
浜
と
宮
良
の
間
の
海
岸
近
く
に
で
き
た
集
落
で
あ
る
。
戦
前
も
個
人
の
製
糖
工
場

が
あ
っ
た
が
、
集
落
ら
し
い
集
落
は
、
戦
後
各
地
か
ら
の
自
由
移
民
に
よ
り
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
に
は
一
五
一
名
ま
で
に
な
っ
た
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
）
に
県
営
磯
辺
第
一
団
地
七
二
戸
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
に
は
第

久宇良のメインストリート（2013年）
佐久川志麻提供
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二
団
地
九
〇
戸
が
建
設
さ
れ
、
一
気
に
人
口
が
増
加
し
た
。
反
面
、
従
来
の
農
村
集
落
で
は
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
）
に
は
八
重
山
製
糖
工
場
も
建
設
さ
れ
た
が
一
九
六
六
年
（
昭
和
四

一
）
に
石
垣
製
糖
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
工
場
が
な
く
な
っ
た
。

　

戦
後
、
磯
辺
へ
の
入
植
者
は
宮
古
出
身
者
を
中
心
に
沖
縄
島
・
与
那
国
島
・
地
元
石
垣
の
人
達
で
構
成

さ
れ
た
。
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
四
月
現
在
二
八
三
世
帯
、
六
四
四
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

安
良
村

　

安
良
村
は
石
垣
島
の
北
端
に
あ
っ
た
、
一
七
五
三
年
（
尚
穆
二
、
乾
隆
十
八
）
に
寄
百
姓
に
よ
っ
て
で

き
た
村
で
あ
る
。
一
七
七
一
年
（
尚
穆
二
〇
、
乾
隆
三
六
）
三
月
一
〇
日
、
八
重
山
を
襲
っ
た
大
津
波

で
、
村
人
四
八
二
名
（
男
二
一
七
名
・
女
二
六
五
名
）
の
中
、
四
六
一
名
が
溺
死
、
二
一
名
（
男
十
六

名
・
女
五
名
）
の
み
が
生
き
残
っ
た
と
「
大
波
之
時
各
村
之
形
行
書
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
家
屋
九
〇

軒
、
番
所
一
ケ
所
、
役
人
詰
屋
六
軒
、
牛
・
馬
各
七
疋
、
四
反
帆
船
・
六
反
帆
船
各
一
隻
、
畑
二
〇
町
、

田
二
反
三
畝
二
一
歩
が
流
さ
れ
た
と
い
う
。
王
府
が
平
久
保
村
か
ら
男
二
五
名
、
女
二
六
名
を
強
制
的
に

移
住
さ
せ
、
生
存
者
と
と
も
に
村
を
再
建
さ
せ
た
が
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
に
は
六
戸
十
九
名
と

な
り
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
頃
、
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
一
軒
が
字
平
久
保
に
転
居
し
、
廃
村
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
牧
場
地
帯
と
な
り
、
村
の
再
建
は
今
に
い
た
る
ま
で
な
い
。

　

安
良
に
浦
添
村
小
湾
の
人
が
一
時
住
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
本
格
的
な
家
屋
建
築
を
伴
う
定
住
で
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

大
田
村

　

大
田
村
は
石
垣
島
の
桴
海
地
域
に
戦
後
で
き
た
集
落
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
自
由
移
民
の

形
で
宮
古
の
人
を
中
心
に
地
元
石
垣
・
与
那
国
島
・
沖
縄
島
・
竹
富
島
の
人
達
が
入
植
し
、
次
第
に
人
口

が
増
加
し
て
行
っ
た
。
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
二
一
戸
八
七
名
、
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
）
二
五

戸
九
三
名
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
九
戸
十
九
名
。
し
か
し
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）
頃
に
は

す
で
に
廃
村
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所
石
垣
支
所
が
設
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置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
四
月
現
在
十
八
世
帯
二
九
名
が
住
ん
で
い

る
。

　

こ
の
大
田
に
浦
添
村
安
波
茶
出
身
の
人
が
一
名
入
植
し
て
い
た
が
現
在
は
引
き
揚
げ
て
い
る
。

（
四
）
八
重
山
開
発
青
年
隊

　

「
八
重
山
開
発
青
年
隊
訓
練
要
項
」
を
資
料
に
、
趣
旨
・
募
集
・
訓
練
・
入
植
等
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

き
た
い
。
同
訓
練
要
項
は
、
隊
員
を
募
集
し
た
上
で
の
「
訓
練
」
要
項
の
印
象
を
う
け
る
が
、
実
際
は
募

集
要
項
を
兼
ね
る
ガ
リ
刷
り
の
公
文
書
で
あ
る
。

　

訓
練
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
農
業
自
立
を
目
的
と
す
る
青
年
を
開
拓
地
に
集
団
移
住
せ
し
め
、
自
治
的
な

共
同
生
活
と
作
業
を
行
ふ
と
共
に
適
切
な
教
育
を
施
し
訓
練
后
は
開
拓
地
に
定
住
し
健
全
自
作
農
と
な
る

素
地
を
造
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

主
体
実
施
者
は
経
済
局
で
あ
る
。
青
年
隊
員
は
現
地
に
入
植
し
、
本
隊
の
移
民
者
の
入
植
ま
で
に
「
開

墾
・
耕
作
そ
の
他
土
地
配
分
、
測
量
、
部
落
構
成
、
区
画
整
理
、
各
種
農
業
基
本
施
設
工
事
等
の
作
業
を

す
る
」
。
従
っ
て
訓
練
内
容
は
入
植
地
に
お
い
て
「
作
業
の
訓
練
を
主
体
と
し
、
学
課
は
夜
間
・
雨
天
の

際
及
び
其
の
他
、
作
業
不
可
能
な
時
期
に
行
う
」
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
実
際
そ
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ

た
。

　

募
集
人
員
は
三
〇
名
と
し
て
各
班
一
〇
名
の
三
班
を
編
制
す
る
。
訓
練
期
間
は
六
ヶ
月
で
、
年
二
回
訓

練
を
行
う
。
つ
ま
り
、
第
一
期
八
重
山
開
発
青
年
隊
、
第
二
期
八
重
山
開
発
青
年
隊
と
次
々
に
投
入
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
実
際
、
隊
員
に
も
二
期
・
三
期
と
続
く
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

　

募
集
条
件
は
「
青
年
会
会
員
を
優
先
す
る
が
年
齢
は
二
十
才
か
ら
三
十
才
ま
で
と
し
て
学
歴
は
問
は
な

い
。
但
し
、
妻
子
の
あ
る
者
は
残
留
家
族
の
生
活
が
不
安
の
な
い
者
に
限
る
」
こ
と
、
信
条
と
し
て
は

「
開
拓
地
に
移
住
し
農
業
に
よ
る
自
立
自
営
を
志
す
者
に
限
る
」
「
思
想
・
身
体
共
に
健
実
に
し
て
特
に

共
同
生
活
並
に
作
業
に
適
す
る
素
質
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。
募
集
範
囲
は
琉
球
全

域
で
あ
る
が
「
特
に
農
耕
地
を
軍
用
地
に
接
収
さ
れ
た
地
域
か
ら
の
応
募
を
望
む
」
と
い
う
一
文
が
見
ら

れ
る
。

八重山開発青年隊跡（2013年）佐久川志麻提供
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８　

前
掲　
『
浦
添
市
移
民
史　

証
言
・
資
料
編
』

二
二
九
頁
。

　

募
集
広
報
は
各
市
町
村
へ
の
募
集
公
文
の
外
、
新
聞
・
ラ
ジ
オ
・
ポ
ス
タ
ー
で
行
っ
た
。
応
募
者
は
開

発
青
年
隊
参
加
申
込
書
・
履
歴
書
・
家
庭
調
書
・
身
元
証
明
（
戸
籍
抄
本
）
・
健
康
診
断
書
を
添
え
て
市

町
村
役
所
に
提
出
し
、
市
町
村
役
所
は
特
に
犯
罪
・
思
想
に
つ
い
て
充
分
な
審
査
を
行
っ
た
上
、
推
薦
順

位
を
付
し
て
琉
球
政
府
に
提
出
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
市
町
村
役
所
経
由
で
本
人
に
伝
え
ら
れ
た
。
青
年
隊
に
決
定
さ
れ
る
と
、
入
植
前
に

「
所
定
の
時
期
・
場
所
に
参
集
し
、
入
植
に
必
要
な
諸
準
備
打
合
を
な
」
し
、
そ
こ
で
「
青
年
隊
訓
練
の

要
旨
・
教
育
概
要
・
自
治
組
織
に
関
す
る
説
明
会
を
行
う
」
と
あ
る
。
同
時
に
「
現
地
入
植
前
三
日
間
に

亘
り
所
定
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
せ
し
め
自
治
組
織
の
編
成
、
運
営
方
法
を
研
究
し
、
猶
各
開
拓
地
視
察
、

座
談
会
、
及
び
教
育
、
保
健
、
作
業
等
の
基
礎
教
育
を
な
す
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

入
植
後
は
「
開
拓
農
家
の
敷
地
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
教
育
は
耕
作
作
業
を
主
体
と
し
、
そ
の

他
土
地
配
分
測
量
機
械
操
作
等
の
技
術
教
育
を
施
し
、
学
課
は
夜
間
及
び
雨
天
等
に
行
い
、
一
週
十
二
時

間
、
一
ヶ
月
五
十
時
間
の
教
育
を
適
当
と
す
る
」
計
画
だ
っ
た
。

　

八
重
山
開
発
青
年
隊
員
で
浦
添
村
か
ら
唯
一
参
加
し
た
宮
城
良
善
（
字
仲
間
出
身
）
に
よ
る
と
、
事
前

訓
練
と
し
て
国
頭
村
字
宇
嘉
の
公
民
館
で
三
ヶ
月
ほ
ど
の
訓
練
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
ダ
ム
工
事
や
宇
嘉

の
山
の
道
路
工
事
等
の
実
地
訓
練
で
あ
っ
た
と
い
う８
。
美
里
村
か
ら
参
加
し
た
仲
宗
根
盛
一
は
、
一
週
間

程
の
宿
泊
訓
練
を
沖
縄
本
島
北
部
で
受
け
た
と
い
う
。
彼
の
記
憶
に
よ
れ
ば
金
武
町
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
作
業
現
場
の
移
動
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
仲
宗
根
は
、
訓
練
そ
の
も
の
よ
り
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
作

り
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
当
初
参
加
者
は
二
十
二
名
い
た
が
、
そ
の
後
二
名

脱
落
し
た
ら
し
く
、
実
際
の
入
所
は
二
〇
名
で
あ
っ
た
。

　

宮
古
か
ら
の
参
加
者
は
、
宮
古
で
三
ヶ
月
講
習
を
受
け
て
か
ら
久
宇
良
に
派
遣
さ
れ
た
。
日
中
は
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
訓
練
も
あ
り
、
夜
間
は
学
課
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
五
）
土
地
の
取
得
経
緯

　

八
重
山
開
発
青
年
隊
・
久
宇
良
開
拓
団
の
入
植
予
定
地
は
昔
、
久
志
真
村
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
こ

の
村
は
一
七
三
七
年
（
尚
敬
二
五
、
乾
隆
二
）
に
は
人
口
八
六
名
の
集
落
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
八
七
四

久宇良のシンボル、ソテツ山（2011年）
崎原恒新撮影
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９　
『
八
重
山
タ
イ
ム
ス
』
掲
載
の
久
良
牧
野
組

合
（
組
合
長
）
の
事
業
計
画
に
よ
り
、
久
良

牧
野
組
合
の
お
お
よ
そ
の
牧
場
規
模
が
わ
か

る
。
収
容
頭
数
は
牛
一
八
五
頭
・
馬
三
八
頭
、

生
産
数
牛
四
五
頭
・
馬
一
〇
頭
、
死
亡
数
牛

一
〇
頭
・
馬
三
頭
。
年
間
搬
出
数
は
牛
二
五

頭
・
馬
五
頭
と
あ
る
。

年
（
明
治
七
）
平
久
保
村
と
合
併
し
廃
村
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
廃
村
跡
に
石
垣
島
の
地
元
民
に
よ
る
久
良
（
久
宇
良
）
牧
場
経
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
久
宇
良
村
は
こ
の
牧
場
地
帯
に
沖
縄
か
ら
の
移
民
者
を
開
拓
民
と
し
て
入
植
さ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
七
月
三
一
日
の
地
元
新
聞
『
八
重
山
タ
イ
ム
ス
』
は
「
八
重
山
に
産
業
開

発
青
年
隊
・
一
〇
月
沖
縄
か
ら
厳
選
の
上
、
三
隊
編
成
で
」
と
見
出
し
を
つ
け
て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い

る
。

　

経
済
局
開
拓
課
で
は
本
年
度
か
ら
八
重
山
産
業
開
発
青
年
隊
を
組
織
、
開
発
計
画
と
併
行
し
て
移
民
地
の
実
状
を

は
握
し
、
農
村
の
二
男
三
男
へ
の
授
産
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
よ
る
と
十
八
才
か
ら
二
十
五
才
ま
で
の
独

身
男
子
三
十
名
を
応
募
者
の
中
か
ら
厳
選
。
一
隊
十
名
の
三
隊
を
編
成
し
て
十
月
に
八
重
山
の
計
画
移
住
地
区
に
送

り
込
み
、
農
耕
技
術
の
習
得
と
共
同
生
活
に
堪
え
て
行
け
る
態
勢
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
今
年
度
予
算
に

開
発
青
年
隊
補
助
と
し
て
三
十
五
万
円
を
計
上
し
て
あ
る
。
研
修
期
間
は
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
六
ヶ
月
間
。
来
月
か
ら
早
速
募
集
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

久
宇
良
開
拓
は
政
府
と
し
て
何
が
何
で
も
急
ぐ
と
い
う
姿
勢
が
こ
の
文
面
に
表
れ
て
い
る
。
募
集
か
ら

入
植
ま
で
の
期
間
が
わ
ず
か
二
ヶ
月
で
あ
る
。
し
か
も
、
久
良
牧
野
組
合９
の
牧
場
百
二
十
町
歩
を
買
い
上

げ
て
入
植
さ
せ
る
と
し
な
が
ら
も
久
良
牧
野
組
合
と
の
交
渉
は
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
状
況
の
中
で
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
入
植
問
題
は
意
外
と
早
く
決
着
す
る
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
。
組
合
側
は
八
月
十
二
日
に
七

つ
の
条
件
を
示
し
て
入
植
の
譲
歩
を
見
た
と
い
う
。
七
つ
の
条
件
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
、
町
畜
産
行
政
の
将
来
を
保
証
す
る
た
め
、
久
良
牧
場
東
部
地
帯
を
牧
野
地
域
と
決
定
し
、
同
地
区

の
恒
久
的
な
牧
野
経
営
を
保
証
す
る
た
め
に
永
小
作
権
を
契
約
書
中
一
部
を
改
正
す
る
。

　

二
、
久
良
牧
野
組
合
が
平
久
保
牧
野
組
合
に
合
併
出
来
る
よ
う
町
当
局
並
に
政
府
は
あ
っ
旋
し
、
そ
れ

に
要
す
る
費
用
は
政
府
負
担
。

久宇良の牧場（2011年）崎原恒新撮影
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10
『
八
重
山
タ
イ
ム
ス
』
一
九
五
五
年
八
月
十
三

日
号
。

11　

前
掲　
『
久
宇
良
入
植
四
〇
周
年
記
念
誌
』

四
八
頁
。

12　

当
時
、
沖
縄
～
八
重
山
航
路
は
南
洲
丸
と
み

ど
り
丸
の
二
隻
あ
っ
た
と
い
う
。

　

三
、
牛
馬
の
移
動
に
要
す
る
費
用
は
政
府
負
担
。

　

四
、
平
久
保
牧
場
と
の
合
併
に
際
し
て
先
ず
経
営
上
の
諸
施
設
は
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
。

　

五
、
政
府
は
従
来
の
諸
施
設
に
つ
い
て
は
適
正
な
値
で
賠
償
す
る
こ
と
。

　

六
、
がマ

マい
地
域
内
に
対
す
る
組
合
員
か
ら
の
入
植
希
望
者
は
優
先
的
に
取
り
扱
う
こ
と
。

　

七
、
縮
小
さ
れ
た
場
合
、
家
畜
は
政
府
が
適
正
値
で
買
付
け
る
こ
と１０
。

　

同
年
十
二
月
十
四
日
付
『
八
重
山
タ
イ
ム
ス
』
の
記
事
で
は
、
政
府
と
牧
野
組
合
間
で
久
宇
良
入
植
地

の
補
償
額
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
翌
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
の
『
八
重
山
新
報
』
に

「
八
重
山
開
発
青
年
隊
と
し
て
一
月
二
十
一
日
大
志
を
抱
き
来
島
し
た
二
十
名
の
青
年
隊
は
入
植
後
、
毎

日
午
前
六
時
半
よ
り
午
後
五
時
ま
で
、
あ
せ
ま
み
れ
に
な
っ
て
原
野
と
み
□
□
よ
う
土
を
開
き
、
夜
は
二

時
間
乃
至
三
時
間
学
理
的
研
修
の
勉
強
に
い
そ
し
み
、
血
の
に
じ
む
は
げ
し
い
開
た
く
作
業
に
努
力
し
て

い
る
。
現
在
迄
は
一
名
の
事
故
も
な
く
、
皆
元
気
で
活
躍
し
て
お
り
既
に
開
か
れ
た
耕
地
は
五
町
四
反
で

い
も
の
植
え
付
け
準
備
も
完
了
し
て
い
る
」
と
無
事
入
植
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

（
六
）
久
宇
良
へ
の
入
植

　

八
重
山
開
発
青
年
隊
第
一
期
生
と
し
て
、
久
宇
良
に
入
植
し
た
の
は
、
大
宜
味
村
二
名
、
名
護
市
一

名
、
宜
野
座
村
二
名
、
読
谷
村
二
名
、
沖
縄
市
二
名
、
中
城
村
一
名
、
浦
添
村
一
名
、
大
里
村
一
名
、
玉

城
村
三
名
、
平
良
市
二
名
、
下
地
町
三
名
の
計
二
〇
名
で
あ
っ
た１１
。

　

浦
添
か
ら
参
加
し
た
宮
城
良
善
は
、
泊
港
か
ら
南
洲
丸１２で
夕
方
出
港
し
、
翌
朝
宮
古
島
に
入
港
、
荷
物

の
積
み
下
ろ
し
の
後
、
石
垣
港
に
は
夕
方
五
時
頃
入
港
し
た
。
泊
港
か
ら
出
て
、
約
二
四
時
間
後
で
あ
っ

た
。
当
時
の
沖
縄
航
路
は
接
岸
が
出
来
な
く
て
、
沖
泊
で
艀
で
の
上
陸
と
な
っ
た
。
日
没
と
な
る
の
で
そ

の
日
は
登
野
城
の
開
発
会
館
で
宿
泊
し
た
。
翌
日
、
開
発
青
年
隊
の
一
行
は
八
重
山
開
発
事
務
所
の
ト

ラ
ッ
ク
で
明
石
ま
で
行
っ
た
。
明
石
か
ら
開
拓
地
の
久
宇
良
ま
で
は
道
路
ら
し
い
道
路
は
ま
だ
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
途
中
の
川
に
は
橋
も
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

開
発
青
年
隊
の
入
植
の
た
め
の
合
宿
所
は
赤
瓦
の
建
物
で
、
既
に
完
成
し
て
い
た
。
現
在
の
久
宇
良
公

民
館
敷
地
で
あ
る
。
二
棟
建
て
で
、
二
四
坪
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
個
室
は
な
く
、
真
ん
中
が
廊
下
で
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左
右
に
雑
魚
寝
で
宿
泊
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
寝
具
は
各
自
持
参
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
食

事
も
し
た
。

　

隊
員
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
炊
事
班
二
名
を
お
き
、
残
り
は
畑
に
で
た
。
仲
宗
根
盛
一
に
よ
る
と
朝
は

六
時
起
床
。
体
操
の
後
、
ス
コ
ッ
プ
や
鎌
等
の
農
具
の
手
入
れ
。
水
牛
当
番
は
水
牛
の
世
話
。
八
時
頃
に

朝
食
で
、
素
麺
汁
が
定
番
だ
っ
た
と
い
う
。
朝
食
後
、
炊
事
当
番
以
外
は
十
二
時
ま
で
農
耕
に
あ
た
る
。

芋
の
植
え
付
け
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
れ
は
先
遣
隊
受
け
入
れ
の
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
芋
は
二
品
種

あ
っ
た
。
荒
地
で
あ
っ
た
た
め
、
順
調
な
生
育
で
あ
っ
た
。

　

開
墾
は
主
に
シ
ョ
ベ
ル
で
、
時
に
鍬
も
使
っ
た
。
水
牛
も
あ
っ
た
が
農
業
機
械
は
な
か
っ
た
。
開
発
青

年
隊
に
勧
誘
さ
れ
た
と
き
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
免
許
も
取
れ
る
、
測
量
士
の
免
許
も
と
れ
る
、
土
地
も
安

く
手
に
入
る
、
八
重
山
で
は
機
械
化
農
業
だ
と
役
所
職
員
か
ら
説
明
さ
れ
た
人
も
い
た
が
、
現
実
は
大
き

く
か
け
離
れ
て
い
た
。
農
機
具
と
し
て
は
水
牛
に
引
か
せ
る
ハ
ラ
ブ
ー
が
関
の
山
だ
っ
た
。
ハ
ラ
ブ
ー
と

い
う
の
は
鉄
筋
の
針
を
幾
つ
も
つ
け
た
も
の
で
、
こ
れ
を
水
牛
に
引
か
せ
て
土
を
砕
い
た
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
思
う
よ
う
に
土
を
砕
く
の
は
難
し
か
っ
た
と
い
う
。

　

久
宇
良
の
開
拓
地
は
牧
場
跡
で
あ
っ
た
た
め
、
マ
カ
ヤ
（
チ
ガ
ヤ
）
を
焼
き
払
い
耕
起
し
た
。
ハ
ブ

や
、
二
メ
ー
ト
ル
程
に
も
な
る
通
称
イ
ェ
ン
チ
ュ
ク
ェ
ー
と
い
う
も
の
が
い
た
が
、
開
拓
時
ハ
ブ
咬
傷
者

は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

昼
食
は
一
旦
宿
舎
に
戻
っ
て
取
り
、
午
後
は
再
び
農
地
に
出
て
十
七
時
頃
ま
で
に
引
き
上
げ
た
。
夕
食

後
は
寝
食
を
共
に
し
て
い
る
指
導
員
の
「
講
義
」
が
あ
っ
た
。
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
野
菜
の
栽
培
法
等
々
で

あ
っ
た
。
黒
板
に
向
か
っ
て
の
講
義
で
は
な
く
、
指
導
員
を
囲
ん
で
の
談
話
の
よ
う
な
形
式
で
あ
っ
た
と

い
う
。

　

開
拓
団
の
先
遣
隊
が
入
植
し
て
来
る
ま
で
に
、
一
二
〇
〇
坪
単
位
の
一
〇
ケ
所
位
の
開
拓
を
終
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

八
重
山
開
発
青
年
隊
の
活
動
目
標
等
は
「
八
重
山
開
発
青
年
隊
訓
練
要
項
」
に
は
、

○
一
般
入
植
の
た
め
、
就
農
上
必
要
な
主
作
物
の
種
苗
の
育
成
準
備
を
行
ふ
。

久宇良入植10周年記念碑（2011年）
崎原恒新撮影

久宇良バス停周辺（2013年）
佐久側志麻提供
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13　

開
墾
は
一
人
平
均
六
ヶ
月
で
六
反
歩
。
植
付

は
一
二
〇
戸
に
対
す
る
一
戸
当
た
り
一
反
歩

完
了
予
定
。

○
訓
練
期
間
中
に
入
植
就
農
上
、凡
そ
十
八
町
歩
の
開
墾
と
十
二
町
歩
の
主
食
作
物（
甘
藷
）の
植
付
を
目
標
と
す
る１３
。

○
土
地
配
分
測
量
作
業
に
参
加
し
、
政
府
係
職
員
の
指
示
並
指
導
を
受
け
一
般
開
拓
者
が
入
植
す
る
迠
に
土
地
配
分

を
完
成
せ
し
め
る
。

○
作
業
時
間
は
一
日
八
時
間
稼
労
と
し
、
日
数
は
月
二
十
五
日
を
標
準
と
す
る
。

○
単
純
器
具
以
外
に
畜
力
、
作
業
機
械
等
を
準
備
し
作
業
能
率
の
増
進
に
努
め
る
。

○
各
種
農
地
基
本
施
設
工
事
施
工
に
参
加
せ
し
め
技
術
職
員
の
指
導
を
受
け
技
能
を
修
得
せ
し
め
る
。

○
補
導
員
二
名
を
配
置
し
、
身
分
は
経
済
局
嘱
託
と
し
、
八
重
山
開
発
事
務
所
に
勤
務
す
る
。

○
補
導
職
員
は
青
年
隊
訓
練
の
直
接
指
導
監
督
を
行
い
学
課
技
能
教
育
も
兼
ね
行
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

○
補
導
員
の
任
期
は
青
年
隊
訓
練
終
了
の
翌
月
迠
と
し
、
以
后
次
期
の
開
発
隊
が
入
植
す
る
迠
各
開
拓
地
の
営
農
部

落
建
設
等
の
諸
指
導
を
な
す
。

○
修
了
者
の
全
員
に
対
し
、
経
済
局
長
が
終
了
証
書
を
授
与
す
る
。

○
「
修
了
者
に
は
」
終
了
后
の
入
植
用
地
を
予
め
計
画
し
確
保
す
る
。

○
入
植
適
格
者
に
は
一
般
入
植
者
の
取
扱
い
を
い
た
し
、
法
令
に
従
い
用
地
を
与
え
、
補
助
金
の
交
付
並
指
導
を
な

し
開
拓
自
作
農
家
と
し
て
自
立
安
定
さ
せ
る
。

○
修
了
者
は
一
般
開
拓
者
の
編
成
す
る
移
住
団
に
編
入
せ
し
め
、
特
に
優
秀
な
る
者
は
団
の
営
農
指
導
の
責
任
に
当

た
ら
し
め
る
。

等
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

八
重
山
開
発
青
年
隊
構
想
は
成
功
し
た
と
は
い
い
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
期
、
二
期
と
次
々
と
投

入
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
期
生
か
ら
既
に
定
員
割
れ
の
状
態
で
、
二
期
生
は
募
集
発
表
し
た

だ
け
で
募
集
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
事
前
説
明
会
や
勧
誘
等
で
は
広
い
面
積
の
農
地
を
約
束
し
、
機
械
化
農
業
を
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
実
際
は
機
械
化
農
業
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
約
束
し
た
農
地
面
積
も
不
可

耕
地
を
含
め
た
面
積
で
あ
っ
た
。
隣
の
村
に
行
く
に
も
道
路
は
な
く
、
入
植
し
た
あ
と
か
ら
道
路
工
事
が

着
工
さ
れ
る
等
、
農
作
物
の
販
路
、
輸
送
の
問
題
も
あ
っ
た
。
風
土
病
の
マ
ラ
リ
ア
は
ま
だ
駆
除
さ
れ
て

お
ら
ず
、
マ
ラ
リ
ア
防
除
の
薬
を
常
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
子
供
達
の
進
学
問
題
も
大
き
な
課
題
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14　

前
掲
『
久
宇
良
入
植
四
〇
周
年
記
念
誌
』

と
し
て
残
っ
て
い
た
。

　

当
初
、
八
重
山
開
発
青
年
隊
は
訓
練
期
間
が
六
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
た
が
、
「
現
地
訓
練
」
の
実
際
の
活

動
は
開
拓
団
の
「
先
遣
隊
」
の
役
目
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
あ
る
隊
員
は
「
青

年
隊
で
は
苦
労
し
た
。
私
達
は
政
府
に
裏
切
ら
れ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。

（
七
）
そ
の
後
の
開
発
青
年
隊

　

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
三
月
二
六
日
、
久
宇
良
開
拓
団
先
遣
隊
が
石
垣
港
に
到
着
し
た
。
先
遣
隊

の
到
着
と
指
導
員
の
引
き
揚
げ
を
も
っ
て
八
重
山
開
発
青
年
隊
と
し
て
の
活
動
は
終
了
し
、
久
宇
良
開
拓

団
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
青
年
隊
は
、
先
遣
隊
と
共
に
家
屋
建
築
業
務
に
と
り
か
か
る
。

　

家
屋
や
土
地
の
配
分
は
ク
ジ
ビ
キ
で
決
め
、
久
宇
良
に
留
ま
っ
た
青
年
隊
は
、
久
宇
良
開
拓
団
の
一
員

と
し
て
全
く
平
等
な
扱
い
と
な
っ
た
。

　

「
久
宇
良
入
植
四
〇
周
年
記
念
誌１４」
に
は
沖
縄
在
住
久
宇
良
会
の
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
六
八
名

が
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
現
住
所
を
見
る
と
、
那
覇
市
・
与
那
原
町
・
佐
敷
町
・
知
念
村
・
玉
城
村
・

西
原
町
・
東
風
平
町
・
大
里
村
・
浦
添
市
・
宜
野
湾
市
・
北
谷
町
・
嘉
手
納
町
・
沖
縄
市
・
具
志
川
市
・

与
那
城
町
・
読
谷
村
・
名
護
市
・
大
宜
味
村
・
伊
江
村
・
安
城
市
・
香
川
県
・
埼
玉
県
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
久
宇
良
開
拓
か
ら
浦
添
市
に
転
入
し
た
家
族
人
員
は
十
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

開
発
青
年
隊
を
終
え
て
久
宇
良
開
拓
団
に
留
ま
っ
た
の
は
宮
城
良
善
（
浦
添
市
）
・
仲
宗
根
盛
一
（
沖

縄
市
）
・
嶺
井
良
雄
（
玉
城
村
）
・
大
城
好
輝
（
玉
城
村
）
・
平
良
雅
靖
（
大
宜
味
村
）
・
新
里
紹
茂

（
読
谷
村
）
・
宮
城
真
一
（
大
里
村
）
の
七
名
で
あ
っ
た
。
宮
城
良
善
は
十
七
年
住
ん
で
退
団
し
、
浦
添

に
引
き
揚
げ
た
。
仲
宗
根
盛
一
は
九
ケ
年
い
て
沖
縄
市
に
引
き
揚
げ
た
。
平
良
雅
靖
は
そ
の
後
、
ボ
リ
ビ

ア
へ
と
移
民
し
た
。
新
里
紹
茂
も
し
ば
ら
く
は
久
宇
良
に
い
た
が
彼
も
八
重
山
を
諦
め
て
ボ
リ
ビ
ア
移
民

に
参
加
し
て
い
る
。
宮
城
真
一
も
退
団
し
て
沖
縄
に
引
き
揚
げ
て
行
っ
た
。
現
在
、
久
宇
良
に
は
一
人
も

留
ま
っ
て
い
な
い
。

　

宮
古
か
ら
開
発
青
年
隊
に
参
加
し
た
五
名
は
、
全
員
平
久
保
に
入
植
し
た
。
平
久
保
に
は
宮
古
か
ら
の

開
拓
移
住
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
そ
う
希
望
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
平
久
保
に
留
ま
っ
て
い
る
の
は

久宇良10周年を記念して
建てられた掲示板と半鐘
（2013年）
佐久川志麻提供

久宇良開拓記念碑　左が40周年、右が10周年
（2013年）佐久川志麻提供
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主
要
話
者

　
　

前
川
義
則
（
平
久
保
在
住
・
一
九
九
七
年

一
〇
月
調
査
・
八
重
山
開
発
青
年
隊
員
）

　
　

仲
宗
根
盛
一
（
沖
縄
市
在
住
・
二
〇
〇
八
年

十
二
月
調
査
・
八
重
山
開
発
青
年
隊
員
）

　
　

宮
城
良
善
（
浦
添
市
在
住
・
二
〇
一
一
年
四

月
調
査
・
八
重
山
開
発
青
年
隊
員
）

　
　

石
嶺
真
要
（
久
宇
良
在
住
・
二
〇
一
一
年
八

月
調
査
・
久
宇
良
開
拓
団
員
）

　
　

比
嘉
靖
弘
（
久
宇
良
在
住
・
久
宇
良
区
長
・

二
〇
一
一
年
八
月
調
査
）

　
　

平
良
辰
男
（
平
野
区
長
・
二
〇
一
一
年
八
月

調
査
）

１　

南
大
東
村
誌
（
改
訂
）・
南
大
東
村
勢
要
覧

及
び
北
大
東
村
誌
を
参
考
に
執
筆
。
特
に
必

要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
注
を
付
す
。

前
川
義
則
だ
け
で
あ
る
。
与
那
覇
和
政
は
退
団
し
、
登
野
城
の
東
小
屋
に
移
転
し
て
行
っ
た
。
残
り
三
名

の
内
、
一
名
は
そ
こ
で
亡
く
な
り
、
残
り
の
二
名
は
宮
古
に
引
き
揚
げ
て
い
る
。

　

西
表
古
見
開
拓
団
の
一
部
が
吉
野
に
再
移
住
し
て
来
た
の
に
あ
わ
せ
て
、
五
～
六
名
が
吉
野
に
開
拓
に

入
っ
た
が
、
現
在
は
一
名
も
吉
野
に
留
ま
っ
て
い
な
い
。
明
石
開
拓
団
に
は
比
嘉
栄
福
が
入
植
し
て
行
っ

た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
急
速
な
平
久
保
半
島
の
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
久
宇
良
・

平
久
保
・
平
野
の
開
拓
団
が
リ
ゾ
ー
ト
関
連
の
会
社
の
誘
致
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
会
社
を
誘

致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
・
海
水
浴
場
・
ゴ
ル
フ
場
を
開
設
し
て
も
ら
い
地
域
振
興
を
と
い
う
ね
ら

い
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
や
景
観
条
例
の
適
用
除
外
等
々
の
課
題
も
あ
っ
た

が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
農
地
の
一
部
が
本
土
企
業
の
手
に
渡
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
農
業
開
拓
村
が
、

農
業
だ
け
で
は
も
う
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
意
味
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
土
地
を

手
に
入
れ
た
本
土
企
業
は
十
数
年
経
過
し
て
な
お
、
リ
ゾ
ー
ト
の
施
設
着
工
の
動
き
は
な
い
。
そ
の
間
、

更
に
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
久
宇
良
海
岸
に
は
観
光
客
相
手
の
海
水
浴
場
が
現
在

開
か
れ
て
い
る
。

二
　
大
東
島
出
稼
ぎ

（
一
）
大
東
諸
島
の
概
要

　

大
東
諸
島
は
南
大
東
島
・
北
大
東
島
・
沖
大
東
島
（
ラ
サ
島
）
の
三
つ
の
島
の
総
称
で
あ
る
。
沖
縄
方

言
で
は
こ
の
諸
島
の
事
を
ウ
フ
ア
ガ
リ
島
、
あ
る
い
は
大
東
島
と
し
て
一
括
に
し
て
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

沖
縄
県
で
あ
り
な
が
ら
、
東
京
の
民
放
テ
レ
ビ
は
映
る
が
、
沖
縄
の
テ
レ
ビ
は
映
ら
な
い
島
。
大
東
島
は

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
で
、
小
笠
原
諸
島
を
目
印
に
探
し
た
ほ
う
が
早
い
と
い
う
ほ
ど
沖
縄
本
島
か
ら
離
れ

て
い
る
。
南
大
東
島
を
例
に
と
る
と
那
覇
か
ら
三
九
二
キ
ロ
の
距
離
。
南
大
東
島
と
北
大
東
島
は
八
キ
ロ

の
距
離
だ
が
、
沖
大
東
島
は
南
大
東
島
か
ら
一
六
〇
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
。
行
政
区
と
し
て
は
、
南
大
東

島
は
南
大
東
村
。
北
大
東
島
と
沖
大
東
島
を
併
せ
て
北
大
東
村
に
な
っ
て
い
る
。
沖
大
東
島
は
、
現
在
は

米
軍
の
軍
事
訓
練
場
と
な
っ
て
県
民
の
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
島
に
な
っ
て
い
る１
。
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２　

南
大
東
村
誌
編
集
委
員
会
編
『
南
大
東
村

誌
（
改
訂
）』
一
九
九
〇
、
南
大
東
村
役
場
、

六
五
ペ
ー
ジ

３　

同
『
南
大
東
村
誌
（
改
訂
）』、
六
七
ペ
ー
ジ

４　

同
『
南
大
東
村
誌
（
改
訂
）』、
八
二
ペ
ー
ジ

５　

同
『
南
大
東
村
誌
（
改
訂
）』、
八
六
～
九
〇

ペ
ー
ジ

６　

同
『
南
大
東
村
誌
（
改
訂
）』、
一
〇
一
～

一
〇
二
ペ
ー
ジ

７　

同
『
南
大
東
村
誌
（
改
訂
）』、
九
一
～
九
六

ペ
ー
ジ
。

８　

同『
南
大
東
村
誌（
改
訂
）』、一
七
四
ペ
ー
ジ
。

９　

北
大
東
村
誌
編
集
委
員
会
『
北
大
東
村
誌
』

一
九
八
六
、
北
大
東
村
役
場
、
一
二
三
ペ
ー

ジ
。

10　

同
『
北
大
東
村
誌
』、
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

　

南
北
大
東
島
を
最
初
に
発
見
し
た
の
は
一
八
二
〇
年
ロ
シ
ア
海
軍
佐
官
ポ
ナ
フ
ィ
デ
ィ
ン
で
、
彼
が
指

揮
し
た
艦
名
に
ち
な
ん
で
ボ
ロ
ジ
ノ
島
と
命
名
し
て
い
る２
。
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
に
明
治
政
府
が

沖
縄
県
に
対
し
大
東
島
の
調
査
を
命
じ
て
沖
縄
県
に
編
入３
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
に
は
日
本
領
土

と
し
て
海
外
へ
表
明
し
た４
。

（
二
）
大
東
開
拓
の
は
じ
ま
り

　

一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）、
寄
留
商
人
の
古
賀
辰
四
郎
・
那
覇
区
の
島
袋
完
衛
等
が
開
墾
を
政
府
に

出
願
。
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
に
は
大
阪
の
服
部
徹
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
に
は
長
崎
県
の

広
川
勇
之
助
が
出
願
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
計
画
は
頓
挫
し
た５
。

　

一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
に
出
願
し
た
玉
置
半
右
衛
門
は
許
可
を
得
る
と
東
京
都
の
八
丈
島
島
民
に

募
集
を
か
け
、
二
三
名
が
回
洋
丸
に
乗
り
込
み
同
年
十
一
月
に
出
港
し
、
年
明
け
た
一
月
二
三
日
、
南
大

東
島
の
「
西
港
」
に
上
陸
し
た
。
南
大
東
島
の
開
拓
の
始
ま
り
で
あ
る６
。

　

大
東
島
開
拓
に
着
手
し
た
玉
置
は
一
八
三
八
年
（
天
保
九
）、
八
丈
島
で
生
ま
れ
小
笠
原
開
拓
に
手
を

染
め
た
り
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
台
湾
遠
征
軍
に
従
軍
し
た
り
し
た
後
、
鳥
島
で
羽
布
団
等
に
使

わ
れ
る
ア
ホ
ウ
鳥
の
羽
毛
の
輸
出
に
よ
り
巨
大
な
富
を
築
き
、
「
南
洋
物
産
業
玉
置
商
会
」
の
事
務
所
を

東
京
に
設
置
し
、
大
東
島
開
拓
に
も
手
を
伸
ば
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た７
。
南
大
東
の
事
業
が
軌
道
に

乗
る
と
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
玉
置
商
会
を
合
名
会
社
と
し
て
設
立
し
て
い
る８
。

　

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）、
玉
置
は
無
人
島
の
北
大
東
島
に
人
を
送
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
八
株
を
植
え

て
戻
っ
た
。
開
墾
を
し
た
と
い
う
ア
リ
バ
イ
工
作
で
あ
っ
た
。
実
際
に
北
大
東
島
の
農
業
開
拓
は
一
九
一

一
年
（
明
治
四
四
）
か
ら
で
あ
る９
。

　

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
に
燐
鉱
採
の
計
画
を
立
て
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
採
掘
事
業
を
開

始
し
た
が
、
北
大
東
島
の
燐
鉱
石
は
ア
ル
ミ
ナ
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
そ
の
精
錬
技
術
の
経
験
者
が

居
な
い
こ
と
等
か
ら
事
業
は
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
東
島
の
次
期
経
営
者
と
な
っ
た
東
洋
製

糖
株
式
会
社
に
よ
り
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
本
格
的
に
採
掘
が
再
開
さ
れ
た１０
。

　

ラ
サ
島
に
お
い
て
は
、
農
務
省
の
技
師
で
あ
っ
た
恒
藤
規
隆
を
社
長
と
し
て
一
九
一
一
年
（
明
治
四

431

第３章　国内出稼ぎと県内移住

第２節　八重山開拓移住と大東島出稼ぎ



11　

同
『
北
大
東
村
誌
』、六
六
六
～
六
七
一
ペ
ー

ジ
。

12　

沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編

集
室
編
『
沖
縄
県
史
研
究
叢
書
十
七　

植

物
標
本
よ
り
得
ら
れ
た
近
代
沖
縄
の
新
聞
』

二
〇
〇
七
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
三
二
六

ペ
ー
ジ
。

13　

同
『
沖
縄
県
史
研
究
叢
書
十
七　

植
物
標

本
よ
り
得
ら
れ
た
近
代
沖
縄
の
新
聞
』、

四
〇
四
ペ
ー
ジ
。

四
）
に
ラ
サ
島
燐
鉱
合
資
会
社
が
設
立
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
に
は
ラ
サ
島
燐
鉱
株
式
会
社
と
な
っ

た１１。

　

玉
置
商
会
は
農
業
、
後
に
は
燐
鉱
採
掘
の
人
手
確
保
の
た
め
に
、
沖
縄
か
ら
も
島
で
働
く
人
達
を
募
集

し
た
。
沖
縄
か
ら
は
特
に
北
部
の
人
の
応
募
が
多
か
っ
た
が
、
浦
添
か
ら
も
参
加
し
て
い
る
。

　

実
質
的
な
大
東
島
の
「
支
配
者
」
で
あ
っ
た
玉
置
商
会
は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）、
沖
縄
で
の
労

働
者
と
商
品
仕
入
れ
等
の
委
託
業
務
を
安
田
商
店
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
募
集
業
務
は
東
洋
製
糖
株
式
会

社
に
も
継
続
さ
れ
た
。

　

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
二
月
九
日
の
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
に
次
の
よ
う
な
募
集
広
告
が
掲
載
さ
れ

て
い
る１２
。

　

北
大
東
島
鑛
夫
大
募
集

今
般
北
大
東
島
□
□
鑛
夫
募
集
ス

　

募
集
定
員　

参
百
人

　

出
発
期　

二
月
十
日
馬
天
港
出
帆

　

旅
費
支
度
料
ハ
會
社
ヨ
リ
貸
與
ス

　

作
業
ハ
全
部
請
負
ニ
テ
平
均
一
圓
以
上
ノ
日
収
ア
リ

　

定
員
ニ
限
リ
ア
レ
バ
希
望
者
ハ
戸
籍
謄
本
又
は
抄
本
相
添

　

へ
大
至
急
申
込
マ
レ
タ
シ

　

申
込
所　

那
覇
市
旭
町
一
六　
　
　
　

安　

田　

支　

店

　
　
　
　
　

馬
天
港
大
通
リ　
　
　
　
　

安　

田　

商　

店

　
　
　
　
　
　

島
尻
郡
馬
天
港
大
通
リ

　
　
　
　
　

東
洋
製
糖
株
式
會
社
北
大
東
島
鑛
業
所
出
張
所

　

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
十
一
月
十
八
日
の
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
農
夫
募
集
広
告
は
次

の
と
お
り
で
あ
る１３
。

北大東製糖株式会社北大東事業所
『北大東村誌』1986年
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14　

原
資
料
で
は
「
得
点
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

執
筆
者
に
よ
り
訂
正
し
た
。

南
北
大
東
島
行
農
夫
募
集
シ
マ
ス

一　

仕
事
ハ
全
部
農
業
デ
ア
リ
マ
ス

一　

契
約
ハ
一
ケ
年
ト
二
ケ
年
満
期
デ
・
・
・
契
約
満
了
者
ニ
ハ

　
　

往
復
ノ
船
運
賃
ヲ
免
除
ス
ル
特
典１４
ガ
ア
リ
マ
ス

一　

支
度
金
ハ
皆
貸
與
シ
マ
ス

一　

出
発
ハ
（
十
一
月
廿
三
日
）

　
　
　
　
　

（
舊
十
一
月
五
日
）
馬
天
港
ヨ
リ
出
航
シ
マ
ス

　
　

御
希
望
ノ
方
ハ
戸
籍
抄
本
持
参
至
急
御
申
込
下
サ
イ

　
　

申
込
所　
　

大
東
島
製
糖
株
式
會
社
取
扱
所

　
　
　
　
　
　
　

島
尻
郡
馬
天
港
大
通
リ

　
　
　
　
　
　
　

那
覇
市
旭
町
ナ
ハ
驛
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

田　

商　

店

　

大
東
島
社
会
は
、
戦
後
の
村
政
施
行
以
前
は
絶
対
的
な
権
力
を
玉
置
商
会
・
製
糖
会
社
が
掌
握
し
て
い

た
。
島
へ
の
交
通
運
輸
を
握
り
、
土
地
所
有
も
玉
置
商
会
で
あ
っ
た
。
玉
置
商
会
は
一
九
〇
五
年
（
明
治

三
八
）
に
は
早
く
も
物
品
引
換
券
（
通
称
、
玉
置
紙
幣
）
を
発
行
す
る
。
つ
ま
り
、
労
働
者
に
は
日
本
政

府
発
行
の
日
本
銀
行
券
で
は
な
く
、
一
会
社
の
「
商
品
券
」
で
賃
金
を
支
払
う
の
で
あ
る
。
会
社
が
倒
産

す
れ
ば
一
気
に
商
品
券
は
紙
屑
に
し
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
利
益
は
相
当
な
意
味
を
も
つ
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
商
品
券
は
玉
置
商
会
の
息
の
か
か
っ
た
店
で
し
か
使
え

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
安
田
商
店
で
は
日
本
銀
行
券
と
の
交
換
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
会
社
で

は
、
手
紙
の
開
封
、
点
検
も
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

「
会
社
員
・
八
丈
出
身
・
出
稼
ぎ
労
働
者
」
と
い
う
「
身
分
社
会
」
が
意
図
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。

釣
り
を
す
る
に
も
会
社
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
と
い
え
ば
ど
ん
な
島
で
あ
っ
た
か
想
像
が
つ
き
、
沖
縄
か

ら
の
出
稼
ぎ
は
そ
う
い
う
島
に
出
か
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
大
東
出
稼
ぎ
は
お
金
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

大
東
島
で
は
玉
置
商
会
や
後
の
製
糖
会
社
は
入
植
当
初
か
ら
開
拓
に
従
事
さ
せ
た
八
丈
島
島
民
を
小
作

サトウキビの搬入（東洋製糖時代）
『南大東村誌』1990年
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15　
『
琉
球
新
報
』
大
正
三
年
一
〇
月
十
六
日
第

三
面
。
南
大
東
村
誌
編
集
委
員
会
編
『
南
大

東
村
誌
（
改
訂
）』
一
一
一
九
～
一
一
二
〇

ペ
ー
ジ
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

16　

南
大
東
村
誌
編
集
委
員
会
編
『
南
大
東
村

誌
（
改
訂
）』
一
九
九
〇
、
南
大
東
村
役
場
、

一
一
一
九
ペ
ー
ジ
。

17　

同
『
南
大
東
村
誌
（
改
訂
）』、
一
一
二
六
～

一
一
二
七
ペ
ー
ジ
。

18　
『
南
大
東
村
勢
要
覧
』
二
〇
一
〇
、
南
大
東

村
役
場
、
十
三
～
十
四
ペ
ー
ジ
。

19　

八
丈
町
教
育
委
員
会
編
『
八
丈
島
誌
』

一
九
七
三
、八
丈
島
誌
編
纂
委
員
会
。

人
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
）
と
し
、
そ
の
従
業
員
と
し
て
沖
縄
県
出
身
者
（
出
稼
ぎ
労
働
者
）
を
仲
間
と
称

し
て
三
重
構
造
社
会
を
形
成
し
て
い
た
。
坑
夫
・
農
夫
の
募
集
は
安
田
商
店
を
仲
介
と
し
て
農
夫
の
場
合

は
各
小
作
人
に
配
置
さ
れ
た
。
従
っ
て
沖
縄
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
は
配
置
さ
れ
る
小
作
人
の
家
庭
に
よ
っ
て

も
待
遇
に
あ
る
程
度
の
相
違
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
為
、
沖
縄
県
出
身
者
と
八
丈
島
出
身
者
と
の
関
係
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
も
の
も
あ
り
、
一
九
一
四

年
（
大
正
三
）
九
月
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
お
酒
が
き
っ
か
け
で
不
満
が
爆
発
し
、
五
〇
〇
人
余
の
出
稼
ぎ

労
働
者
が
池
之
沢
村
に
集
結
し
て
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
浦
添
出
身
者

も
い
た１５
。
両
者
が
や
っ
と
一
体
感
を
持
っ
て
婚
姻
も
行
う
よ
う
に
な
る
の
は
戦
後
社
会
を
迎
え
る
ま
で
待

た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た１６
。

　

も
っ
と
も
、
沖
縄
県
出
身
の
小
作
人
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
正
四
年
の
時
点
で
首
里
・
本

部
・
糸
満
出
身
の
三
名
が
例
外
的
に
い
る
が
、
当
時
の
新
聞
に
は
「
県
人
の
小
作
に
就
き
て
は
玉
置
の
方

で
は
余
り
、
喜
ば
ぬ
ら
し
い
。
・
・
・
小
作
を
さ
せ
ぬ
方
針
を
採
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
」
と
も
記

さ
れ
て
い
る１７
。

　

初
代
玉
置
半
右
衛
門
の
時
代
は
事
業
も
順
調
で
あ
っ
た
が
二
代
目
の
頃
か
ら
経
営
不
振
に
陥
っ
た
た

め
、
島
の
人
々
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
東
洋
製
糖
株
式
会
社
に
事
業
権
を
売
渡

し
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
は
東
洋
製
糖
株
式
会
社
は
大
日
本
製
糖
株
式
会
社
と
合
併
し
て
い
る１８
。

　

『
八
丈
島
誌１９』
に
も
「
開
拓
地
は
、
向
こ
う
三
十
か
年
の
政
府
貸
下
げ
期
間
を
経
過
し
た
後
は
開
拓
民

の
所
有
に
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
開
拓
民
達
に
約
束
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

こ
れ
は
口
約
束
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
後
、
開
拓
民
達
に
は
土
地
所
有
が
認
め
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
玉

置
商
会
か
ら
製
糖
会
社
に
島
ご
と
権
利
を
売
ら
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

な
お
大
東
島
に
村
制
が
施
行
さ
れ
る
の
が
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
）
で
住
民
は
や
っ
と
人
並
み
の
権

利
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
琉
球
政
府
時
代
、
悪
名
の
高
か
っ
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
尽

力
で
、
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
移
住
し
た
人
達
の
土
地
所
有
権
が
認
め
ら
れ
た
の
は
一
九
六
四
年

（
昭
和
三
九
）
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
第
三
代
琉
球
列
島
高
等
弁
務
官
で
、
そ
の
強
烈

な
個
性
と
絶
対
的
権
限
を
バ
ッ
ク
に
軍
参
謀
的
な
施
政
で
知
ら
れ
て
い
た
。
島
の
人
達
は
彼
に
感
謝
の
意

サトウキビの運搬
『北大東村村勢要覧』2000年版
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20　
『
南
大
東
村
勢
要
覧
』
二
〇
一
〇
、
南
大
東

村
役
場
、
十
三
～
十
四
ペ
ー
ジ
。

21　

浦
添
市
移
民
史
編
集
委
員
会
編
『
浦
添
市
移

民
史
』
証
言
・
資
料
編
、
二
〇
一
四
、
浦
添

市
教
育
委
員
会
、三
二
七
～
四
七
五
ペ
ー
ジ
。

を
込
め
て
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
）
に
は
銅
像
を
建
立
し
て
い
る２０
。

　

現
在
の
大
東
島
は
二
大
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
燐
鉱
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
内
、
燐
鉱
採
掘
は
消
え
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
が
産
業
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
浦
添
か
ら
の
出
稼
ぎ

　

戦
前
、
浦
添
か
ら
大
東
島
に
出
稼
ぎ
に
渡
っ
た
人
達
は
少
な
く
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
具
体
的

な
氏
名
・
人
数
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
）
に
南
北
大
東
島
に
村

制
が
施
行
さ
れ
、
ま
た
、
浦
添
へ
の
帰
村
の
許
可
が
下
り
る
と
、
浦
添
へ
戻
っ
た
人
々
が
い
た
。
そ
の
記

録
で
あ
る
浦
添
村
の
「
復
員
名
簿
」
か
ら
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

「
前
職
」
を
見
る
と
二
九
名
中
、
南
大
東
島
引
き
揚
げ
者
は
農
業
十
二
名
、
酒
屋
一
名
、
職
業
記
載
な

し
が
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
北
大
東
島
引
き
揚
げ
者
の
場
合
は
農
業
九
名
で
あ
る
。
大
東
島
と
あ
る
一
名

は
農
業
と
な
っ
て
い
る２１
。

　

浦
添
市
史
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
字
内
間
出
身
の
当
間
盛
助
が
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）

大
東
島
の
製
糖
工
場
へ
募
集
で
行
っ
て
い
る
。
盛
助
は
三
男
で
い
ず
れ
分
家
を
す
る
身
で
あ
る
の
で
、
外

表１『復員名簿　自1946年８月15日
　　至1949年９月30日』に見る大東島

からの引揚者の字別人数

本籍又は旧居住地 日本又は海外におけ
る居住地 人数

仲　間 南大東 ２

安波茶 北大東 １

伊　祖 南大東 ２

牧　港
南大東 ２

北大東 ２

城　間

大東 １

南大東 ７

北大東 ５

勢理客 北大東 １

内　間 南大東 １

沢　岻 南大東 １

西　原 南大東 ４

合　計 29

南大東村の表玄関での接岸荷役風景
『南大東村誌』1990年

435

第３章　国内出稼ぎと県内移住

第２節　八重山開拓移住と大東島出稼ぎ



22　

浦
添
市
史
編
集
委
員
会
編
『
浦
添
市
史
』

第
五
巻
資
料
編
四　

戦
時
体
験
記
録
、

一
九
八
四
、
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
四
三
三

～
四
三
八
ペ
ー
ジ
。

23　
『
開
拓
八
〇
周
年　

記
念
誌
』
一
九
八
〇
、

南
大
東
村
、
七
五
～
七
七
ペ
ー
ジ
。

24　

南
大
東
村
役
場
お
よ
び
北
大
東
村
役
場
よ
り

情
報
提
供
い
た
だ
い
た
。

へ
出
て
稼
ぎ
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
東
島
で
は
、
賃
金
が
高
い
燐
鉱
人
夫
に
職
を
変
え
た
。

露
天
掘
り
で
き
つ
い
仕
事
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
。
給
料
は
二
〇
円
、
下
宿
代
が
九
円
で
、
毎
月
家
に
送

金
が
で
き
た
。
契
約
が
切
れ
た
と
こ
ろ
で
帰
郷
し
、
大
東
で
儲
け
た
金
で
、
南
洋
の
ロ
タ
の
燐
鉱
に
申
し

込
ん
だ
。
旅
費
は
八
〇
円
ほ
ど
か
か
っ
た
と
い
う２２
。

　

ま
た
、
父
親
が
浦
添
出
身
で
那
覇
市
在
住
の
又
吉
慶
次
が
『
開
拓
八
〇
年
史
』
に
「
開
拓
八
〇
年
に
思

う
」
と
題
し
て
寄
稿
し
て
い
る
。
又
吉
慶
次
の
父
は
開
拓
が
始
ま
っ
た
九
年
後
の
一
九
〇
九
年
（
明
治
四

二
）
、
農
業
労
働
者
と
し
て
渡
島
し
た
。
三
年
満
期
で
帰
郷
し
た
際
に
父
二
五
歳
、
母
十
八
歳
で
と
も
に

島
へ
渡
っ
た
。
「
絶
海
の
こ
の
小
さ
な
島
に
開
拓
以
来
、
八
丈
島
出
身
者
、
沖
縄
出
身
者
な
ど
が
入
り
交

ざ
っ
て
一
つ
の
生
活
共
同
体
を
つ
く
っ
て
い
る
、
（
中
略
）
土
地
所
有
権
問
題
の
解
決
に
示
し
た
村
民
の

団
結
、
ね
ば
り
、
勇
気
、
英
知
、
行
動
な
ど
は
時
代
の
変
化
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
前
の
時
代
に
は
み
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
新
し
い
行
動
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
、
大
東
島
開
拓
と
土
地
所
有
に
つ
い
て
の
思
い

を
述
べ
て
い
る２３
。

　

戦
後
の
本
籍
別
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
四
月
一
日
現
在
、
南
大
東
村
に
は
二
〇
名
（
男
十
三
、
女
七
）
、
北
大
東

村
に
は
二
九
名
（
男
十
七
、
女
十
二
）
の
浦
添
出
身
者
が
住
ん
で
い
る２４
。

表２-１　南大東村における本籍地を浦添
とする者の在籍人口

年　月 人　口

1966年（昭和41）１月 51

1971年（昭和47）12月 37

1975年（昭和50）４月 48

1980年（昭和55）12月 37

1983年（昭和58）５月 38

1986年（昭和61）12月 36
『南大東村誌（改訂）』1990年、517頁をもとに作成。

表２-２　北大東村における本籍地を浦添
とする者の在籍人口及び世帯数

年　月 人　口 世帯数

1959年（昭和34） 24 ５

1965年（昭和40） 31 ４

1969年（昭和44） 25 ４

1976年（昭和51） 19

1981年（昭和56） 20

1984年（昭和59） 15
『北大東村誌』1986年、369−371頁をもとに作成。

燐鉱採掘　燐鉱石の重さをはかっている
『北大東村村勢要覧』2000年版

436

第２節　八重山開拓移住と大東島出稼ぎ

第３章　国内出稼ぎと県内移住



大　

城　

道　

子

　

「
本
土
で
差
別
を
受
け
た
」
と
い
う
回
想
は
よ
く
聞
く
話
で
あ
る
。

　

「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
人
・
オ
キ
ナ
ワ
人
」
「
イ
モ
食
い
」
「
ブ
タ
」
な

ど
の
侮
蔑
感
情
の
こ
も
っ
た
表
現
か
ら
、
「
寮
で
モ
ノ
が
無
く
な
っ
た

ら
、
オ
キ
ナ
ワ
っ
て
言
わ
れ
た
」
「
便
所
が
汚
れ
て
い
る
と
オ
キ
ナ

ワ
っ
て
言
わ
れ
た
」
な
ど
日
常
生
活
で
の
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」
体
験
。
最
も

良
く
知
ら
れ
た
「
朝
鮮
人
・
琉
球
人
お
断
り
」
の
門
前
の
張
り
紙
、
さ

ら
に
は
軍
隊
や
工
場
生
活
で
の
「
こ
と
ば
」
に
ま
つ
わ
る
制
裁
や
事
件

な
ど
な
ど
・
・
・
。

　

沖
縄
庶
民
に
と
っ
て
の
近
代
は
「
大
和
人
か
ら
の
差
別
の
超
克
」
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
実
例
は
豊
富
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

ど
れ
も
根
も
葉
も
な
い
ね
つ
造
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
く
や
し
さ
は
生

ま
れ
た
。
イ
モ
食
い
は
、
飢
饉
と
餓
死
が
最
大
の
自
然
災
害
だ
っ
た
琉

球
列
島
を
飢
え
か
ら
救
い
人
口
減
を
止
め
た
恩
あ
る
食
べ
物
に
由
来

し
、
豚
は
換
金
家
畜
の
う
え
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
。
豚
と
の
共
存
は
野

外
で
の
排
泄
を
習
慣
化
し
な
か
っ
た
し
、
充
分
に
発
酵
さ
せ
た
排
泄
物

は
田
畑
に
戻
さ
れ
換
金
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
主
食
の
ン
ム
（
芋
）
を

育
て
た
。

　

一
方
、
琉
球
・
沖
縄
を
支
配
し
た
島
津
・
薩
摩
は
、
沖
縄
の
ン
ム
は

サ
ツ
マ
イ
モ
に
、
先
島
の
上
布
は
さ
つ
ま
上
布
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
替
え
し

江
戸
幕
府
へ
の
献
上
品
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
サ
ツ
マ
芋
焼
酎
を

製
品
化
し
た
。
琉
球
侵
攻
後
に
持
ち
帰
っ
た
琉
球
の
豚
と
鹿
児
島
在
来

の
豚
を
交
配
し
、
最
初
の
品
種
改
良
を
行
っ
た
。
こ
の
鹿
児
島
と
琉
球

の
ダ
ブ
ル
の
豚
肉
も
、
徳
川
へ
献
上
さ
れ
て
、
薩
摩
の
名
を
高
め
た
と

い
う
。
沖
縄
経
由
で
中
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
孟
宗
竹
か
ら
竹
製
品
を
加

工
し
た
。
魚
の
す
り
身
を
揚
げ
た
チ
キ
ア
ギ
を
さ
つ
ま
揚
げ
に
改
品
し

薩
摩
名
物
と
し
た
。
挙
句
の
果
て
は
、
琉
球
で
、
密
か
に
収
集
し
て
い

た
西
欧
情
報
か
ら
近
代
の
到
来
を
察
知
す
る
や
、
国
内
で
い
ち
早
く
西

洋
船
を
、
鉄
砲
を
、
紡
績
工
場
を
建
造
し
た
。
あ
ま
り
に
も
早
い
薩
摩

流
「
殖
産
興
業
」
は
名
将
島
津
斉
彬
の
病
没
に
よ
り
縮
小
さ
れ
尊
皇
攘

夷
論
が
藩
を
動
か
し
始
め
た
。
そ
こ
へ
生
麦
事
件
を
発
端
と
す
る
薩
英

戦
争
（
一
八
六
三
年
）
の
勃
発
。
琉
球
経
由
の
情
報
か
ら
独
自
に
建
造

し
た
射
程
一
キ
ロ
の
大
砲
百
門
で
戦
っ
た
相
手
は
、
射
程
四
キ
ロ
の

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
だ
っ
た
と
い
う
。
犠
牲
を
払
っ
た
薩
摩
は
攘
夷

論
の
撤
回
、
軍
艦
購
入
、
留
学
生
派
遣
を
通
し
て
英
国
と
の
絆
を
強

め
、
直
接
ル
ー
ト
を
確
立
し
た
の
だ
っ
た
。
先
見
の
明
で
あ
る
。

■ 

差
　
　
別 

■

琉球在来の豚（戦前）　沖縄県立博物館・美術館所蔵
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先
に
差
別
と
し
て
語
ら
れ
た
個
々
の
事
例
は
、
ど
の
社
会
で
も
ど
の

集
団
で
も
、
高
貴
な
方
々
で
あ
る
皇
族
間
で
も
起
こ
っ
て
い
る
「
い
じ

め
」
だ
っ
た
。
い
じ
め
る
側
に
快
感
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
そ
れ
の
根

絶
は
難
し
い
と
心
理
学
者
は
指
摘
す
る
。
が
、
当
時
の
沖
縄
の
人
々
が

薩
摩
の
沖
縄
文
化
収
奪
の
歴
史
を
熟
知
し
相
手
の
無
知
を
い
さ
め
る
術す
べ

を
心
得
て
い
た
な
ら
ば
、「
イ
モ
食
い
」
に
も
「
ブ
タ
」
に
も
正
当
な
反

論
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
い
じ
め
は
、
異
質
と
定
め
た
も
の
に
対
す
る

個
人
的
な
嫌
悪
感
の
発
露
で
、
差
別
は
、
差
別
す
る
こ
と
で
両
者
間
に

利
害
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
分
け
て
考
え
て
み
よ
う
。
後
者
は
個

人
の
努
力
の
み
で
は
克
服
で
き
な
い
政
治
的
構
造
的
差
別
を
指
す
。
法

律
や
条
例
に
は
「
琉
球
人
・
沖
縄
人
の
入
社
禁
ず
」
と
い
う
文
言
は
存

在
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
は
、
当
時
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る

中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
ま
し
て
や
大
学
を
卒
業
し
た
琉
球
人
に
は
、

他
府
県
人
と
同
等
の
高
位
高
官
へ
の
ル
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
お
召
し
艦
「
香
取
」
の
艦
長
を
務
め
た
か
の
漢
那
憲
和
海
軍
少
将

で
さ
え
、
大
和
人
同
僚
の
嫉
妬
に
遭
い
、
異
例
の
早
期
引
退
と
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
構
造
的
差
別
を
支
え
る
の
は
、
個
々
の
い
じ
め
感

情
で
あ
り
、
薩
摩
に
よ
る
支
配
や
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
王
国
の
解
体

は
、
沖
縄
人
の
心
に
被
差
別
者
の
意
識
を
深
く
刷
り
込
ん
だ
。
決
定
的

な
そ
れ
は
、
捨
て
石
作
戦
と
言
わ
れ
た
沖
縄
戦
で
あ
る
。

　

沖
縄
の
庶
民
が
い
じ
め
を
差
別
と
混
用
す
る
元
に
は
、
こ
の
よ
う
な

近
代
の
歴
史
体
験
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
。
い
じ
め
は
仲
良
く
な
れ
る

チ
ャ
ン
ス
も
無
い
わ
け
で
は
無
い
が
、
差
別
は
新
た
な
差
別
を
生
み
、

個
々
の
い
じ
め
に
容
易
に
転
化
す
る
。
よ
ほ
ど
の
力
関
係
に
逆
転
が
生

じ
な
い
限
り
差
別
の
根
絶
も
ま
た
難
し
い
、
と
、
戦
後
七
〇
年
経
過
し

て
も
、
圧
倒
的
な
民
意
に
反
し
て
、
新
た
な
米
軍
基
地
が
置
か
れ
よ
う

と
し
て
い
る
沖
縄
／
日
本
の
歴
史
は
教
え
て
い
る
。

拓優製績店で働く人々、中列のかっぽう着姿の女性2人は小湾出身の女性（1926年）
宮城幸吉提供
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